
平成１９年度障害者保健福祉推進事業（調査研究プロジェクト） 

 

 

ほっ かい どう ち いき せい かつ い こう 

 

す い し ん  け ん と う  じ  ぎょう  ほう こく しょ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 海 道 



 

事業の概要 
１

 

北海道における現状 
３

 

モデル事業の概要 

Ⅰ 札幌地区 

Ⅱ 小樽地区 

Ⅲ 伊達地区 

Ⅳ 北広島地区 

４

12

16

30

地域でくらす（北海道地域生活移行支援システム構築に向けて） 
50

 

資料 

Ⅰ 入所施設利用者意向調査 

１ 実施要綱等 

２ 意向調査票 

３ 意向調査マニュアル 

４ 地域生活説明会「地域でくらす」 

５ 利用者説明会 

Ⅱ 地域生活移行に向けて 

１ 支援の流れとツールに盛り込まれている資料について 

【資料１】地域生活のイメージ 

【資料２】生活と支援にかかわる調査票 

【資料３】引っ越しチェックリスト 

【資料４】障がい福祉サービス利用のてびき、在宅福祉サービスの準備 

【資料５】わたしの情報提供書 

２ ＡＤＬ総合評価表 

３ フェイスシート 

４ 生活支援計画書 

５ モニタリング記録表 

６ 社会適応訓練評価表 

７ 個別の教育支援計画 

８ 相談台帳（就労） 

Ⅲ 参考 

１ 先進的事業支援交付金（「共生型」基盤整備）の活用例 

２ グループホーム建設のプロセス～月形町の取組 

Ⅳ 北海道障がい者地域生活移行システム検討委員会設置要綱 

59

62

92

101

102

105

109

122

136

142

161

166

167

168

169

170

171

182

184

188

190

 

1 



事業の概要 

 

１ 目 的 

  利用者の希望する暮らしの実現、入所施設から地域生活への移行の促進に向け、利用者の意向

確認や市町村・事業者の支援情報の共有化に係る広域的な仕組みづくりを検討する。 

 

２ 期 間    平成１９年８月～平成２０年３月 

 

３ モデル地区（◎は事務局） 

要  件 市町村 地区検討連絡会等 

①身体障がい者の地域移行 北広島市 ◎北広島市 
北広島リハビリー 
障がい者生活支援センターみらい 

②知的障がい者の地域移行 
（施設の多い市町村） 

小樽市 ◎松泉学院 
小樽地域障がい者相談支援センター 
 さぽーとひろば 
地域生活支援センターやすらぎ（精神） 

③知的障がい者の地域移行 
（他圏域利用市町村） 

札幌市 ◎相談室ぽぽ 
 

④高等養護学校卒業生の地域移行 伊達市 ◎太陽の園 
相談室あい 
だて地域生活支援センター 
伊達高等養護学校 
障がい者生活支援センターぱすてる 

 

４ 事業の具体的内容 

  「地域生活移行システム」検討委員会を設置し、広域的な仕組みづくりについて検討。 

 (1) 検討委員会の業務（事務局：北海道） 

   障がい者の地域移行に係る広域的な仕組みづくりの検討。 

   ○委員：各モデル地区２名（市町村、事業者代表）計８名 

ピアサポーター事業関係者等       ６名 

○検討内容 

①入所施設利用者の意向確認の方法 

②地域移行に向けた利用者の準備、支援手法 

③関係機関との情報共有化の手法 

④広域的な調整方法など 

検討成果 
 

 

 

①意向確認記録票、地域移行支援計画書などの作成 

②モデル地区における実践（情報伝達、具体的支援等）の検証状況を踏まえ、各種手法を確

立。 

③広域調整のための地域自立支援協議会の活用方法や、計画反映のための圏域連絡協議会（行

政機関の会議）の活用方法を確立。 

④全道展開に向け手法等を手引書にまとめ地域に還元。 
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 (2) モデル地区事業（道→市町村へ補助→代表事業者へ委託） 

   検討委員会で検討された事項について、それぞれのモデル地区に検討連絡会を設置し、実践・

検証。 

  ○事業内容：検討委員会での検討事項に係る実践、検証（課題確認） 

   ①地区検討連絡会の開催（検討事項の検証、確認等） 

   ②検討事項、地域移行の実践 

 

５ 支援情報の共有化 

代表事業者 ・コーディネーター 

・地区検討連絡会の開催 

・広域の連絡調整等の実践、課題検証 

・サービス利用計画の作成 

・地域訓練の実施（各事業者） 

・地域生活移行を推進するために必要となる共有情報項目の選定 

・広域的な利用方法、伝達方法、活用手法の整理 

地域事業者 ・自立支援協議会の開催 

・相談支援（就労・利用先との連携） 

・サービス利用計画の実践・検証 

・地区検討連絡会への報告 

・市町村：認定・支給決定 

高等養護学校 ・フェイスシートの作成 

・個別教育支援計画の作成 

・本人・保護者の同意 

※対象経費：モデル事業の検証等のため、市町村、関係機関との連携づくりに係る経費 

 

検討委員会開催等の状況 

時期 検討委員会 開催内容 

８月 31 日 

（金） 

第１回 

 

検討事業の趣旨、進め方の確認 

９月 21 日 

（水） 

第１回 

意向調査検討部会 

 

１２月 第２回 

意向調査検討部会（意見集約） 

意向調査票・調査マニュアル 

家族説明会開催内容 

１月中旬 第２回 

 

検討事項の検証、共有化の手法検討 

意向調査の実施案 

２月 家族説明会の開催  

３月 意向調査実施研修会の開催  

３月 29 日 

（土） 

第３回 

 

地域生活移行システム検討結果のまとめ 

  ※「地域生活移行システム」手引書の作成 
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北海道における現状 

Ⅰ 障がい者施設の状況 

１ 施設設置状況（北海道） 

 H17.10.
1 

 H19.10.
1 区分 

施設数 定員 施設数 定員 

備考 

身体障害者入所更生施設 8 490 7 384 

身体障害者療護施設 29 1,635 28 1,669 

身体障害者入所授産施設 19 840 16 670 

知的障害者入所更生施設 131 8,127 124 7,653 

知的障害者入所授産施設 20 1,035 19 953 定員減 

視覚障害者更生施設 1 185 - - △192 人

障害者支援施設 15 791 ※H19.4.1  

計 208 12,312 209 12,120 児施設→者施設 

 

２ 地域移行状況（Ｈ１７．１０．１→Ｈ１９．１０．１） 

 
区  分 

入所者数 
(A) 

Ｈ２３ 
目標 

H19.10.1
(B) 

増減数(C) 
(B-A) 

進捗率
C/A 

 
 

入所者数 12,055 人 △1,656 人 11,827 人  △228 人 1.9％

道 
地域生活移行者数 2,366 人

643 人 
（道外 21 人） 

27.2％

 
 

入所者数 139,009人 △１３．５万人 138,620 人 △389 人 0.3％

全国 
地域生活移行者数 １．９万人 9,344 人 49.2％

 

３ 一般就労の状況 

Ｈ２３目標 調査結果 Ｈ２３目標 調査結果 

420 人 420 人 
一般就労 

175 人（41.7％） 

"ﾊﾛｰﾜｰｸへ求職登録を行っ
た" 103 人（24.5％）

※上段：目標  120 人 

下段：H18 実績  

"障がい者の態様に応じた 
多様な委託訓練の実施"  20 人（16.7％）

  210 人 

  

"トライアル雇用の実施" 

 36 人（17.1％）

  "ジョブコーチの活用" 210 人 

    25 人（11.9％）

  420 人 

  

"障害者就業・生活支援ｾﾝﾀ
ｰに相談した" 18 人（4.3％）

 

 

４ 特別支援学校等卒業生の進路状況 

  平成１９年３月卒業 平成１８年３月卒業 

一般就労  １４３ １３０ 

福祉的就労  ５２８ ４７６ 

 うち入所（知的障がい） ８８ １０３ 

 うち通所（知的障がい） ３０１ ３０５ 

進学  ３８ ３８ 

その他 入院・自宅療養等 ３５ ７１ 

合計  ７４４ ７１５ 
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モ デ ル 事 業 の 概 要

Ⅰ 　 札 幌 地 区

１ 　 事 業 概 要 （ 地 域 か ら の 受 入 ）
区分 年齢 性別 市町村 住　　居 備　　　　考

知的 Ｋ ２９ 女性 釧路市 札幌市白石区 入所施設退所

Ｎ ４５ 男性 伊達市 札幌市厚別区 伊達市参照

身障 Ａ ３０ 女性 身障療護施設入所

　 札 幌 市 モ デ ル 地 区 事 業 の イ メ ー ジ

● 検 討 連 絡 会 参 加 者

　 ・ 札 幌 市 保 健 福 祉 局 保 健 福 祉 部 　 障 が い 福 祉

課

　 ・ 社 会 福 祉 法 人 札 幌 山 の 手 リ ハ ビ リ セ ン タ ー  

相 談 課

　 ・ 有 限 会 社 Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ｓ （ 居 宅 介 護 等 ）

　 ・ 社 会 福 祉 法 人 札 幌 報 恩 会 　 サ ポ ー ト ９ １

（ 居 宅 介 護 等 ）

　 ・ 社 会 福 祉 法 人 札 幌 こ の 実 会 　 相 談 室 ぽ ぽ

● 検 討 連 絡 会 開 催 日

　 ・ 第 １ 回 　 平 成 １ ９ 年 １ ２ 月 　 ５ 日

　 ・ 第 ２ 回 　 平 成 ２ ０ 年 　 ２ 月 ２ ８ 日

　 ・ 第 ３ 回 　 平 成 ２ ０ 年 　 ４ 月 １ １ 日

　 ・ 第 ４ 回 　 平 成 ２ ０ 年 　 ５ 月 ２ ８ 日

　 ・ 第 ５ 回 　 平 成 ２ ０ 年 　 ６ 月 １ ３ 日

中央区 南区 北区 白石区 豊平区 西区 東区 厚別区 清田区 手稲区

太
陽
の
園

札幌市

相談室ぽぽ

伊達市

地域生活へ

釧路市

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

山の手リハ



＜ モ デ ル 事 例 の 支 援 の 実 際 と 課 題 ＞
検 討 事 項 支 援 の 実 際 課 題 と な る 点

◆入所施設利用

者の意向確認

Ｋさん 「お母さんと暮らします」という

説明を文字通りに受け止めている。

・ヘルパーと実際に会う、ともに

行動する体験を通じて意向を確認

する

①施設を出たいか」という基本的な

意向確認に根ざした支援のスター

トであること

②「何をして暮らしたいか」とい

う自己実現の目的を引き出す支

援とそのツール。
Ｎさん 伊達か札幌かの選択肢にて「札幌

に行きたい」と。父親・妹と一緒に

暮らしたい

Ａさん ひとり暮らししたいとの意向を確

認している。母親も同意している。

◆地域移行に向

けた利用者の準

備、支援手法

Ｋさん 地域の資源の利用方法を体験的に

知っていく。

・母の希望と本人のニーズを明確

に分ける支援に徹する。

③本人・家族ともに地域で暮らす日

常生活の具体像を描くことができ

ること

※本人と家族が共通理解できるツ

ール

※入所者と通所者の自然な実生活

の経験交流の場

④生活技術を習得できる

・施設に入所しながら地域生活を

体験できるシステム
Ｎさん 今後、見学、体験を組み入れる予

定

☆宿泊＋日中活動＋ヘルパー利用体

験 or生活体験棟のようなもの（有

期限・有目的の利用）

Ａさん ＡＤＬ・生活スキルなどについて

本人と一緒に確認。心配なことでき

ないことについても整理。日常の家

事の経験不足が顕著。次回の面談は、

相談室来所の予定。

☆入所施設の収入減にならにないシ

ステム

⑤交通機関・スーパー・コンビニ

などの身近な社会資源を利用で

きること
◆関係機関との

情報の共有化の

手法

Ｋさん ・ヘルパー利用をすすめながら本人

・母について再アセスメント実施。

調整会議を随時実施する予定であ

る。

Ｎさん アセスメント中。

Ａさん アセスメント中。

⑥本人・家族の意向確認～個別的な

アセスメントにおける協力・・施

設と地域、暮らしのステージの違

いから発する新たな課題の整理ま

での協力。

◆広域的な調整

方法

障害程度区分認定の手続き＋速や

かなサービス利用開始

※特例給付：短期入所・居宅介護

⑦転出入に関して必要な行政的手続

きの周知

⑧あらたな移動支援システムの構

築

⑨魅力ある日中活動の場の提供

⑩身障者のためのＧＨ、ＣＨ制度

の確立による地域移行の促進



● モ デ ル 事 例 か ら 出 さ れ た 課 題 に つ い て

　 ３ つ の 事 例 か ら 、 本 人 が 自 分 で 確 か め な が ら 、

支 援 者 は 本 人 の 思 い に 沿 い な が ら 、 暮 ら し や 活

動 を 施 設 か ら 地 域 へ と 移 行 さ せ て い く た め に は 、

次 の よ う な 課 題 が あ る と 考 え ら れ た 。

　 ① 「 施 設 を 出 た い か 」 と い う 基 本 的 な 本 人 の

意 向 確 認 に 根 ざ し た 支 援 の ス タ ー ト で あ る こ と

　 ② 「 何 を し て 暮 ら し た い か 」 と い う 自 己 実 現

の 目 的 を 引 き 出 す 支 援 と そ の ツ ー ル の 開 発

　 ③ 本 人 ・ 家 族 と も に 地 域 で 暮 ら す 日 常 生 活 の

具 体 像 を 描 く こ と が で き る こ と

　 　 ＊ 本 人 と 家 族 が 共 通 理 解 で き る ツ ー ル の 開

発

　 　 ＊ 入 所 者 と 通 所 者 の 自 然 な 実 生 活 の 経 験 交

流 の 場

　 ④ 生 活 技 術 を 習 得 で き る 環 境 づ く り

　 　 ＊ 施 設 に 入 所 し な が ら 地 域 生 活 を 体 験 で き

る シ ス テ ム の 開 発 … 宿 泊 ＋ 日 中 活 動 ＋ ヘ ル パ

ー 利 用 体 験 or 生 活 体 験 棟 等 （ 有 期 限 ・ 有 目 的

の 利 用 ）

　 　 ＊ 入 所 施 設 の 収 入 減 に な ら な い シ ス テ ム

　 ⑤ 交 通 機 関 ・ ス ー パ ー ・ コ ン ビ ニ な ど の 身 近

な 社 会 資 源 を 利 用 で き る こ と

　 ⑥ 本 人 ・ 家 族 の 意 向 確 認 ～ 個 別 的 な ア セ ス メ

ン ト に お け る 協 力 ・ ・ 施 設 と 地 域 、 暮 ら し の

ス テ ー ジ の 違 い か ら 発 す る 新 た な 課 題 の 整 理

ま で の 協 力 。

　 ⑦ 転 出 入 に 関 し て 必 要 な 行 政 的 手 続 き の 周 知

　 ⑧ あ ら た な 移 動 支 援 シ ス テ ム の 構 築

　 ⑨ 魅 力 あ る 日 中 活 動 の 場 の 提 供

　 ⑩ 身 障 者 の た め の Ｇ Ｈ 、 Ｃ Ｈ 制 度 の 確 立 に よ

る 地 域 移 行 の 促 進

●『地域で暮らしはじめるための支援ツール』   【別紙資料】

　 事 例 を 通 し て 出 さ れ た 課 題 を 解 決 す る ひ と つ

の 道 具 と し て 、 『 地 域 で 暮 ら し は じ め る た め の

支 援 ツ ー ル 』 を 作 成 し た 。 こ の ツ ー ル は 時 系 列

に 並 べ ら れ て お り 、 入 所 ・ 入 院 施 設 利 用 者 が 地

域 で の 暮 ら し を イ メ ー ジ し 自 分 で 自 分 の 希 望 が

述 べ ら れ る よ う な 支 援 か ら は じ ま り 、 具 体 的 に

地 域 で の 暮 ら し に 足 を 踏 み 出 し 定 着 す る ま で に

必 要 な 事 項 、 必 要 な 書 類 等 を 検 討 し 、 考 え ら れ

る も の を 順 を 追 っ て 作 成 し た も の で あ る 。

　 入 所 ・ 入 院 施 設 利 用 者 と そ の 支 援 者 が こ の ツ



ー ル を 活 用 し 、 地 域 で の 暮 ら し 、 地 域 で の 活 動

に 足 を 踏 み 出 せ る 一 助 に な れ ば 幸 い で あ る 。

　 な お 、 札 幌 地 区 連 絡 検 討 会 で は 、 こ の 支 援 ツ

ー ル を 実 際 に 活 用 し 地 域 移 行 を 推 進 す る た め に

市 内 相 談 支 援 事 業 所 を は じ め 関 係 機 関 に こ れ ら

の 成 果 を 報 告 し 、 ツ ー ル の 改 良 、 具 体 的 な 支 援

等 に つ い て 協 議 す る 予 定 で あ る 。

２ 　 対 象 者 の 支 援 計 画 及 び 経 過 記 録

＊ 支 援 計 画 ＊
相 談 に至る

経過

H19年7月、Ｋ市（道内）の入所授産施設より紹介。入所中の女性が母親とともに当

市に転居することを希望しており、相談支援を依頼される。その後、母親が転居先を

決めるために来札された際に当相談室に来所され相談支援開始。転入前：本人と母親

が来所面談１回。相談員がＫ市の入所授産施設にＡＤＬ・コミュニケーション等の情

報収集のために訪問（１回）母親宅に訪問し生育歴等の聞き取り（１回）

事例の概要 Ｋ市で出生。小中学校は市内の特学・養護学校に自宅から通学。高等養護学校に進学

し寄宿舎に入舎する。週末・長期休みに帰宅する生活。卒業と同時にＫ市内の入所授

産施設に入所。H19年10月退所し、札幌市S区に母親と転入。

居宅介護：身体介護 25H 、家事援助 10H 　短期入所： 14日移動支援： 30H （身体ナシ）

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 10 ・相談員と本人の関係作りとアセスメントのための訪問、来所、外出への同行等。（４回）・福

祉サービス利用申請への同行。・サービス提供事業者の紹介。本人との顔合わせ実施。その後私

的契約にて外出支援提供 。

11 支給決定（区分４）居宅介護２事業所と契約。日中活動：近隣の地域活動支援センター１カ所見

学するも本人は「行かない」と拒否。作業の様子から入所施設を連想するということが判明する。

12 ヘルパーとの信頼関係形成に重点を置き、同じ法人の作業所に立ち寄れるまでの展開をめざす。

母親を交えて調整会議を開催し、ヘルパーの支援の方向性を確認し合う。毎月１回ずつ調整会議

を開催する。

20 1 作業所への立ち寄り開始する。「（ヘルパーが）玄関のそうじをしてくる」～開始。本人の通所

先が決まらないことに母親が焦りを示すが、ヘルパーの訪問回数増や１回の時間の延長で対応し

ながら、本人の気持ちに寄り添うことを母親に理解してもらい安定する。私的サービス実費負担

によって支給時間を超える支援に対応する。

2 作業所で過ごす時間が長くなる。「ヘルパーの手伝い」とい名目で他の利用者とは別に掃除や窓

ふきの仕事を熱心にする。

3 週２回、作業所で朝から夕方まで過ごすことができ、昼食を一緒に摂ったり、同じ作業に参加す

ることができるようになる。

利用した支援サービス〔制度内〕相談支援、 交通費助成、〔制度外〕私的サービスでヘルパー

Ｋさん（障害程度区分　４）

２０代（女性）　知的障害　療育手帳　Ａ



＊ 支 援 計 画 ＊
相 談 に至る

経過

H19年10月

本モデル事業対象者として市内の身障療護施設より紹介され相談支援開始。
事例の概要 軽度の知的障がいがあるとみられるが療育手帳は所持せず。独歩できるが長時間、

長距離の歩行は困難。外出時と就寝時に酸素使用。服薬・酸素の管理は自分でできる。

札幌市生まれ。小中学時代は訪問教育。Ｉ市の高等養護学校に進学し寄宿舎生活。

卒業後はＢ市の身障者施設入所。６年前に現施設に転入し現在に至る。実家は市内

にあるが、母親が本人の姉家族と同居しており、退所後の同居はできない見通し。

施設を出たいという意欲は以前からあるが、家事、金銭管理、健康管理など一人で

はできないだろうと、特に母親の反対が大きい。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 10

～

1

1

施設のＳＷとともに本人・母親と面談し、モデルとなっていただくことの了承を得る。母親は

心臓病のことが心配であるが、認定区分が入所対象でないこと、本人の意欲があり酸素管理を自

分でできること、在宅福祉サービスの利用が可能であるとの見通しなどから地域移行を了承する。

19 12 相談室にて、施設から出て暮らすことのイメージを本人から聞き取る。

家庭生活の体験（本人）と家事等生活スキルのアセスメント（相談員）のために

相談室に体験宿泊実施。 （一泊二日、 ２回）

20 1 ・公共交通機関の利用、買い物体験（本人）とスキルのアセスメント（相談員）の実施（２回）

・一人暮らしをしている当事者（知的障がい、 男性、 ４年前から一人暮らし）との

ピアカウンセリングを実施。 （相談室にて）生活費や余暇の過ごし方について情報

を得る。

20 1 ・日中活動の場(生活介護）の見学（１回）

・体験実習（４日間）※施設からの通所にて実施（送迎は通所施設で実施）

・生活体験（四泊五日）の場からの通所体験実施。

※民間の共同住居にて生活実習。 通所への送迎は相談員が実施。

・施設にて渡辺ＳＷともに本人に生活体験の振り返りを行い、 本人の具体的感想と

今後の意向を確認する。

「お母さんの家にも（かかりつけ）病院にも近いＣ区に住みたい。アパートでの一

人暮らしがしたい」 と明確になる。

利用した支援サービス

〔制度内〕相談支援、 交通費助成、 体験実習（生活介護）、 在宅酸素、 医療機関

〔制度外〕宿泊体験：相談室・共同住居

【 初 め て の 来 所 時 に 本 人 の 思 い を 図 式 化 し ま し

た 】 ※ 相 談 員 が 記 入

Ａさん（障害程度区分　３）

３０代（女性）　身体障害　身障１種２級（脳性マヒ、内部疾患による）



【 体 験 入 居 プ ラ ン を 自 分

で つ く り ま し た 　 そ の ２ 】

【 体 験 入 居 プ ラ ン を 自 分 で つ く り ま し た 　 そ の

１ 】



【 体 験 入 居 の あ と 　 ふ り か え り を し ま し た 】 ※ 相

談 員 が 記 入



「地 域 生 活 移 行 システム・モデル地 区 事 業 」札 幌 地 区 検 討 連 絡 会  作 成         （ 2 0 0 8 年 6 月 ）  

 

『 地 域 で 暮 ら し は じ め る た め の 支 援 ツ ー ル 』  

 

 こ の ツ ー ル は 、 北 海 道 の 「 地 域 生 活 移 行 シ ス テ ム ・ モ デ ル 地 区 事 業 」 で 札 幌

地 区 関 係 者 が 実 際 の 事 例 を 通 し て 出 さ れ た 課 題 を 解 決 す る ひ と つ の 道 具 と し て

作 成 し ま し た 。  

 こ の ツ ー ル は 、 入 所 ・ 入 院 施 設 利 用 者 が 地 域 で の 暮 ら し を イ メ ー ジ し 自 分 で

自 分 の 希 望 が 述 べ ら れ る よ う な 支 援 か ら は じ ま り 、 具 体 的 に 地 域 で の 暮 ら し に

足 を 踏 み 出 し 定 着 す る ま で に 必 要 な 事 項 、 必 要 な 書 類 等 を 順 を 追 っ て 並 べ ら れ

て い ま す 。  
 入 所 ・ 入 院 さ れ て い る 方 や 、 自 宅 か ら 自 立 的 な 暮 ら し を 考 え て い る 方 な ど の
障 が い 当 事 者 の み な さ ん 、 ま た 、 そ の よ う な 方 々 の 支 援 を さ れ て い る み な さ ん
に 活 用 し て い た だ き 、 地 域 で の 暮 ら し 、 地 域 で の 活 動 に 足 を 踏 み 出 す た め の 一
助 に な れ ば 幸 い で す 。  
 

＜ 地 域 で 暮 ら し は じ め る ま で の 流 れ ＞  
 

下 図 の ① か ら ⑥ ま で 、 重 な り 合 い な が ら 本 人 へ の 支 援 が 続 け ら れ ま す 。  

い つ だ れ が 直 接 支 援 す る の か と い う 点 に つ い て は 、 個 別 事 例 に よ っ て 変 化 す る

と 思 わ れ ま す 。  

                                         役 所  

   入 所 施 設 （または病 院 ）  
 
                                 

                                 ③福 祉 サービス申 請  

                                 ／認 定 調 査  

                                   ／支 給 決 定  

                                     ④サービス調 整  

                                                  （利用開始から適時）  

①施 設 ・病 院 職 員             ②相 談 支 援 事 業 者  

 ◇ 本 人 の 意 向 確 認           ◇ 地 域 資 源 さ が し           ＧＨ・ＣＨ・アパート  

 ◇ 公 的 手 続 き の 支 援         ◇ 見 学 の 同 行  

 ◇ 地 域 資 源 さ が し           ◇生 活や 通所体験 の支援     ヘルパー  

 ◇相談支 援事業者 との  

  連 絡 調 整 な ど                                     日 中 活 動  

 

 

                                                     ⑤引 っ越 し  

見学・体験・実習

地 域 移 行 期 間

 

                                                      ⑥地 域 生 活  

 



地域で暮らしはじめるためのスケジュール(めやす)と個別支援計画

　話し合い、振り返り計画

　　　　　　　　　　　　地域生活の体験

【第1期】①個別支援計画の基本計画　＜資料＞　個別支援計画に盛り込むべき項目につい

【第２期】②情報提供計画

【第３期】③体験計画

【第４期】④退所・退院準備計画

【第５期】⑤退所・退院後「○ヶ月」計

　地域生活支援計画

２ヶ月前 １ヶ月前 地域生活へ３ヶ月前
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＜資料１＞
地域生活
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＜資料２＞
生活と支援に
かかわる調査

票
（第２期）

振り返り

地域の相談支援事業者と随時相談・連携

相談支援事業者
による継続支援

＜資料５＞わたしの情報提供書

＜資料３＞引っ越しチェックリスト
＜資料４＞障害福祉サービス利用のてびき、在宅福祉サービスの準備
＜別冊１＞福祉ガイド
＜別冊２＞障がい者相談支援事業所ガイド ブック　などを随時活用

＜資料２＞
生活と支援に
かかわる調査

票
（第１期）

＜資料２＞
生活と支援に
かかわる調査

票
（第３期）

振り返り 振り返り 振り返り



Ⅱ 小樽地区 

１ 事業概要（意向調査の手法） 

施設利用者意向調査の実施検証 

 

 検討内容 

時期 地区検討連絡会等 小樽市 

８月 27 日 

（月） 

第１回 

「検討事業の趣旨、進め方の確認」 

・検討委員会の検討事項の伝達、モデル事業者の実践・

検証等に対する協力依頼 

・施設内交流会の実施検討 

市内の入所施設、相談支援事業所、保健所

PSW、市立第二病院 PSW、市地域福祉課、

9 月 26 日 

（水） 

第２回 

「検討事項の課題等の確認」 

・検討事項の課題等の分析、地域移行実践上の課題の整

理 

同上メンバーにより、利用者への意向調査

のアンケート項目検討、家族説明会、利用

者説明会に関して 

10 月 25 日 

（木） 

意向調査票の検討 アンケート調査項目検討の小委員会で調査

票の検討を 3 回実施、家族説明会の内容検

討 

11 月 30 日 家族説明会の開催 生涯学習センターレピオにて実施 

12 月６日 利用者説明会の開催（四ツ葉学園、松泉学院） パワーポイント、VTR と利用者発表を実施

12 月 12 日 利用者説明会の開催（和光学園） パワーポイントを使い説明会実施 

１月７ 

～11 日 

モデル調査の実施 

モデル調査結果報告 

和光学園、四ッ葉学園、松泉学院で実施 

１月 15 第３回 

「検証結果、実践状況のまとめ」 

・検討事項検証結果等の確認、実践状況の整理 

アンケート結果集計 

２月 20 聞き取りに関しての小委員会、３入所施設 アンケート項目、マニュアル検討 

３月 29 地域でくらす 小樽フォーラム開催 ビデオの上映、講演、討論会実施 

 

２ モデル調査を実施して 

・ 小樽での利用者聞き取りに関しての流れ 

 小樽の三障害関係の事業者、相談支援事業所、就業・生活支援センター,保健所、市担当者

が参加して検討会を開催する。 

 小樽市では、北海道の施設入所者全員に聞き取り調査を実施するモデルを小樽市内の知的

障害者入所施設で実施することにし、検討を開始する。 

 

・ アンケートの聞き取り項目を検討しながら下記の段階的な取り組みを実施した。先行例で

は大阪府の調査、聞き取りの手法に関しては、長野県の事例を参考にした。 

 

① 11 月末 家族説明会実施（三施設の保護者、育成会会員、通所施設利用の保護者、事業者、

相談支援事業者、北海道、小樽市） 

 小樽市の説明後、北海道からの説明、NHK 厚生文化事業団の「地域でくらす」の VTR の

上映後質疑応答を行う。 

 家族からは「地域生活移行の意図的な調査でないのか？」などの質問がでる。 

 

② 小樽市の入所施設の複数の職員が集まりアンケート項目、聴き取り方法等を検討する。 

モデルのアンケート項目が完成。モデル調査では、あえて絵やピクトグラムをアンケート用

紙に掲載しないで調査を実施する案で検討する。（→4 月から実施する様式２） 



 家族への説明会にも出ていた、意図的な地域生活への移行の意向を聴き取りするものでなく、

施設生活での意見も反映できるような聴き取り項目にする。 

 

③ 12 月上旬 三施設で利用者説明会を実施。施設ごとに利用者の障害程度も違うので、各施

設に合わせた説明会を実施。 

A・B 施設  北海道から簡単な挨拶。パワーポイントを使ったわかり易い説明。VTR を見る。

地域生活者が体験発表（パワーポイント使用）。意向調査の簡単な説明。参加利

用者との質疑応答を行う。 

C 施設   事前に保護者会から意図的な地域生活移行説明があるのでないかと質問があり、

利用者説明会の前に保護者会の三役と小樽市、北海道が説明。 

利用者説明会では、北海道の担当者からパワーポイントを使ったわかり易い説明を行い、

利用者と質疑応答を行った。 

 

④ 12 月中旬 三施設聞き取り調査の担当者で聞き取り調査票、個人票、聞き取りマニュアル

検討。 

 

⑤ 1 月上旬 三施設で聞き取り調査実施 

A 施設 20 名、B 施設 24 名、C 施設 19 名の聞き取り 63 名に実施。 

結果今いるところで生活したい 32 名。ちがうところで生活したい 28 名。聞き取り不可能

3 名。 

 

⑥ 3 月下旬 市民向けに、地域生活移行のフォーラムを小樽市内で開催。 

午前中はビデオ、ＤＶＤで地域生活の様子を上映する。午後は講演と北海道の取り組みに関

しての行政説明を実施し、最後は地域生活をしている当事者のシンポジウムを実施した。 

 

３ モデル事業の実施を終えて 

 入所施設からの地域生活移行は「障害者自立支援法」の大きな目標の一つであることは間違

いない。しかし、利用者、家族、職員が不安の中で地域生活移行を進めると、誤解や不安を煽

ることになる。 

 この間、入所施設での説明会、道内各地でのフォーラム、説明会、家族会、育成会などの研

修会などで説明する機会を得たが、多くの家族、当事者は資源が不十分、経済的な負担も多い。

働く所も不十分でないか、身体障害者にとってグループホーム、ケアホームの制度がない中で、

本人の意向だけをとっても、地域移行先が不十分で不安をあおる等多くの質問をしていた。 

 今回の小樽で検討した聞き取り調査のアンケートも、一方的に地域生活移行やグループホー

ムでの生活を聴き取りするのでなく、施設利用者の思いや悩みを聴き取る過程の中で、施設生

活での不安や、希望、改善点などを聞きながら、地域生活の希望も把握できるように考慮した

質問項目にした。 

 しかし、試行段階からも障害の重い人たちにどのように説明し聴き取るかは最大の課題で難

問でもあった。長野での実践では、施設敷地内、地域での生活寮などで、生活実習をして、利

用者の表情などを、施設職員や家族が確認して、生き生き生活できるようであれば、地域生活

を試みている。 

今回は時間が無かったが、20 年度の予算で施設入所者のグループホーム体験事業が出来る

ようになったので自活訓練と併せて、体験し、実感し、地域生活を考え、選択できるような環

境作りが、今後、必要になってくる。 



 地域生活移行は、永遠に続く課題である。障害者自立支援法の見直しに併せて、よりスムー

ズに安心して地域生活が実現できるように、国、都道府県、市町村が共に協力して、市民の理

解を得ながら実践することが大切でないでしょうか。聴き取りも 1 回だけでなく、個別支援計

画で必須事項とし、また地域の相談支援事業者との連携も今後とも必要ではないでしょうか。 

多くの試行調査や説明会等に協力してくださった施設利用者の皆さん、家族の皆さん、関係

施設職員の皆さん、小樽市に改めて感謝します。 

松泉学院 光増昌久  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小樽市
～知的障がい者の地域移行・利用意向調査の検証～

イメージ図

相談支援

圏域センター

松泉学院相談支援事業所

就業・生活支援

センター

知的障害者
入所施設

身体障害者

入所施設

知的障害者
通所施設

身体障害者

通所施設

・利用意向調査の実施

・家族説明会の開催

・ピアカウンセリングの実施

・見学会・体験利用の実施

・地域生活移行希望者の
個別支援計画案の作成

不足するサービスの基盤整備
に向けて、圏域連絡協議会の
活用検討

当初案

 

小樽市
～知的障がい者の地域移行・利用意向調査の検証～

イメージ図

相談支援

圏域センター

和光学園相談支援事業所

就業・生活支援
センター

知的障害者

入所施設

身体障害者
入所施設

知的障害者
通所施設

身体障害者

通所施設

・利用意向調査の実施

・家族説明会の開催

・ピアカウンセリングの実施

・見学会・体験利用の実施

・地域生活移行希望者の
個別支援計画案の作成

不足するサービスの基盤整備
に向けて、圏域連絡協議会の
活用検討

小樽市
地域福祉課

小樽市
保健所ＰＳＷ

小樽市立病院
ＰＳＷ

松泉学院

小樽四葉寮

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小樽市
～知的障がい者の地域移行・利用意向調査の検証～

・意向調査調子の検討

・家族説明会の開催

・利用者説明会の実施(三施設）

・利用者意向調査の実施(予備調査－試行）

・家族説明会の開催

・地域生活者ピアカウンセリングの研修に参
加(4月以降の利用者説明会に協力）

・見学会・体験利用の実施(自活訓練実施）

・市民向け地域生活の講演会、当事者シンポ
ジウム、ＤＶＤ上映会

・地域生活移行希望者の
個別支援計画案の作成

・居住の場の確保
・働く場の確保

松泉学院

小樽四葉寮

和光学園

・地域生活移行の実践を検証

予
備
調
査

本
調
査
実
施

利用者説明会

意向調査

意向調査研修

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル事業と並行した地域生活移行の取り組み（松泉学院の例）

対象者：施設入所者 ・自治会主催によるグループホーム見学会の
実施。夕方から夜にかけてグループホーム
を訪問して交流する。

入所前短期間短期
入所を利用。

有目的・期限入所利用 ・自活訓練棟の見学を実施。

・自活訓練希望者募集。

・市町村に協議・申請（自活訓練計画作成）
（実施月前月15日までに申請）

市町村

・180日間の自活訓練実施（加算）10月～3月就労・生活支援センター
ハローワーク
通所授産施設
ＧＨ・ＣＨ事業所

・実習期間内に職場開拓、実習経験、住まいの
場の検討（グループホーム等）を実施。

市町村 ・障害程度区分の認定調査・区分２・ケアホーム
の申請・日中活動は、旧法通所授産施設へ通う



Ⅲ 　 伊 達 地 区

１ 　 事 業 概 要 （ 知 的 障 が い 者 施 設 か ら 地 域 （ 札

幌 ） へ ）

対 象 者
区分 年齢 性別 市町村 住　　居 備　　　　考

高 等 養

護学校

A 男性 函館市 自宅（一般就労希望）緊急時対応マニュアルの作成

B 女性 函館市 自宅（通所希望）

太 陽 の

園

Ｃ 男性 札幌市厚別

区

ＧＨ ぽぽ支援

Ｄ 女性 札幌市西区 サテライト利用

Ｅ 女性 札幌市北区 他事業所の利用

イ メ ー ジ

　 検 討 状 況
時期 地区検討連絡会 伊達市

８月下旬 フェイスシート

個別教育支援計画に基づく支援
９月11日

（火）

第１回

「検討事業の趣旨、進め方の確認」

・検討委員会の検討事項の伝達、モデル事業者

の実践・検証等に対する協力依頼

支援実施

対象者選定・支援実施

Ｂ現場実習（ 9/18 ～ 28 ）

10月23日

（月）

ケース担当者連絡会議

10月25日

（木）

札幌市代表事業者と打合せ Ａ現場実習（１週間）

11月1日

（木）

ケース担当者連絡会議

11月28日

（水）

第２回

「検討事項の課題等の確認」

・検討事項の課題等の分析、地域移行実践上の

課題の整理

地域訓練の実施

冬休み期間中の支援計画の作成

各種書式の整理

１月中旬 第３回

「検討事項検証等の進め方の確認」

・検討委員会の検討事項の伝達、共有情報活用

函館市ｻﾃﾗｲﾄ型施設 障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

太
陽
の
園

伊達市

相談室「あ

い」

だて地域生活

支援センター

高等養護学校札幌市

相
談
室
ぽ
ぽ

地域へ地域へ



知等の実践・検証等に対する協力依頼
２月下旬 第４回

「検証結果、実践状況のまとめ」

・検討事項検証結果等の確認、実践状況の整理

地域訓練の実施

卒後支援計画の作成

検討委員会報告作成
３月上旬 第５回

「検証結果、実践状況のまとめ」（最終案）

・検討事項検証結果等の確認、実践状況の整理
４月 地域支援開始

５月下旬 検討委員会最終報告の作成



伊 達 高 等 養 護 学 校 の 取 組

１ 　 本 校 の 現 状 と 課 題 （ は じ め に ）

昭 和 ５ ６ 年 の 開 校 か ら 現 在 に い た る ま で 卒 業

生 は １ ０ ０ ０ 人 を 超 え る 。

卒 業 後 の 生 活 状 況 な ど 個 別 に 把 握 す る こ と が

厳 し い 状 況 に あ る 。 な お １ ８ 年 度 の 支 援 状 況 は

以 下 の と お り で あ る

① 卒 業 生 本 人 ま た は 保 護 者 か ら の 要 請 に よ る 支

援 　 約 ４ ０ 件

・ 生 活 や 福 祉 制 度 に か か わ る 相 談 支 援

・ 職 場 解 雇 に と も な う 再 就 職 に む け て の 支 援

・ 施 設 利 用 （ 通 所 ・ 入 所 ） に 関 す る 説 明 と 手

続 き の 支 援

・ 役 場 等 で の 援 護 制 度 等 の 手 続 き 支 援

② 進 路 先 か ら の 要 請 に よ る 支 援 　 約 ２ ０ 件

・ 解 雇 等 に 伴 う 相 談 支 援

・ 施 設 、 通 勤 寮 の 入 退 所 に か か わ る 支 援

③ 卒 業 生 の 職 場 訓 練 ・ 使 用 期 間 終 了 後 の 雇 用 契

約 に か か わ る 支 援 　 約 １ ０ 件

・ 職 適 後 の 雇 用 確 認 及 び 契 約 事 務 に 関 す る 支

援

④ そ の 他 支 援 が 必 要 と さ れ た ケ ー ス 　 約 ２ ０ 件

・ 施 設 、 職 場 へ の 巡 回 支 援

※ そ の 他 に 通 信 、 同 窓 会 活 動 な ど 行 っ て い る 。

在 校 生 に お い て は 児 童 養 護 施 設 等 の 生 徒 が 多

く 、 卒 業 後 地 域 （ 家 庭 ） に も ど れ な い ケ ー ス や

保 護 者 自 身 に 障 が い が あ り 諸 課 題 が 残 る と い っ

た ケ ー ス も 少 な く な い 。 そ う い っ た 家 庭 等 の 環

境 に 課 題 が あ る 生 徒 の 進 路 先 は 入 所 施 設 や 通 勤

寮 を 利 用 し て の 一 般 就 労 と な っ て い る の が 現 状

で あ る 。 し か し 障 害 者 自 立 支 援 法 の 施 行 に よ り 、

入 所 施 設 の 利 用 が 難 し く な る こ と や 通 勤 寮 が な

く な る こ と を 考 え れ ば 、 進 路 先 が 見 つ か ら な い

生 徒 を 家 庭 に あ え て 戻 す と い っ た こ と が 現 実 化

し つ つ あ る 。

２ 　 本 校 の 進 路 に 関 す る 課 題 の 解 決 （ ス ム ー ズ

な 地 域 生 活 移 行 の た め に ）

地 域 生 活 移 行 を す す め る と い う こ と は 、 ど う

地 域 の 受 け 皿 を 整 備 し て い く か と い う こ と で も

あ る 。 「 受 け 皿 」 と い う 表 現 は 障 害 者 計 画 の 基

本 理 念 に あ る 「 障 が い 者 の 生 活 を 地 域 全 体 で 支

え る シ ス テ ム の 実 現 」 で あ り 、 「 支 援 の 拠 点 ・



相 談 の 拠 点 」 （ サ ー ビ ス の 拠 点 ） を 明 確 に す る

と い う こ と で あ る 。

本 校 生 徒 の 場 合 、 高 校 時 代 の ３ 年 間 を 伊 達 市

に お い て 過 ご す が 、 卒 業 後 は 出 身 地 に 戻 る ケ ー

ス が ほ と ん ど で あ る 。 保 護 者 に と っ て こ の ３ 年

間 は 社 会 的 自 立 に む け て の 準 備 期 間 と い う 位 置

づ け で あ る 反 面 、 卒 業 後 の 生 活 を 考 え た 時 、 ３

年 間 地 元 を 留 守 に し た こ と に 対 す る 不 安 や 卒 業

後 の 具 体 的 な 生 活 に つ い て 心 配 が 募 る こ と が 少

な く な い 。 ま た 、 保 護 者 自 身 が 障 が い を 有 し て

い る ケ ー ス や 家 庭 状 況 に 配 慮 が 必 要 な ケ ー ス も

あ り 、 支 援 な く し て ス ム ー ズ な 地 域 生 活 の 移 行

は 容 易 な こ と で は な い 。 ま た 、 本 校 の 卒 業 生 が

広 域 に わ た る た め 卒 後 支 援 を 適 時 行 う こ と が 難

し い こ と や 、 卒 業 生 が 年 々 増 え る こ と に よ り 十

分 な 支 援 が 難 し く な っ て い る こ と な ど か ら 、 各

地 域 毎 に 「 支 援 の 拠 点 ・ 相 談 の 拠 点 」 （ サ ー ビ

ス の 拠 点 ） を 設 け 、 そ こ と 連 携 し て い く こ と が

最 良 と 思 わ れ る 。 そ こ で 今 回 の 事 業 で は 函 館 市

に あ る 地 域 支 援 セ ン タ ー 「 ぱ す て る 」 （ 「 支 援

の 拠 点 ・ 相 談 の 拠 点 」 ） と 連 携 し 本 人 や 保 護 者

が 抱 え て い る 不 安 を 解 決 す る こ と で 地 域 生 活 移

行 が ス ム ー ズ に 進 む で あ ろ う モ デ ル ケ ー ス を ２

件 設 定 し た 。

３ 　 事 例

Ａ

＊ 支 援 計 画 ＊

地 元 で の 一 般 就 労 を 希 望 し て い る 。 ま じ め で 与

え ら れ た 課 題 に は 最 後 ま で コ ツ コ ツ と 取 り 組 む

こ と が で き る 。 ま た 親 和 的 な 性 格 で 対 人 関 係 の

ト ラ ブ ル も 一 切 な い 生 徒 で あ る 。 公 共 交 通 機 関

の 利 用 も 問 題 な く 、 自 宅 か ら 通 勤 で き る 職 場 を

希 望 し て い る 。 た だ 社 会 経 験 に 乏 し く 、 仕 事 に

慣 れ る ま で 時 間 を 要 す る と い っ た こ と が あ る 。

本 人 が 納 得 で き る よ う な 職 場 を 探 し て い き た い 。

１８才男性

 　高等養護学校３学年在学中

 　療育手帳Ｂ

生活支援目標：「地元企業で一般就労をめざす」



＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 8 17 大手雑貨店Ｈの面接に行く。担任・保護者同伴。

9 函館市障害者生活支援センター「ぱすてる」と打合せ

10 15 大手雑貨店Ｈの実習開始。初日は担任が終日サポートする。

「ぱすてる」相談員が実習先を訪問。

16 巡回指導にて本人のようす確認。

18 巡回指導にて本人のようす確認。

21 実習終了。※「ぱすてる」が実習先の通勤途中にあるため毎日顔をだし、１日の報告をする。

11 5 実習の結果判明。採用に結びつかなかった。

11 17 本人・保護者と面談。年内を目途に求職活動を行うことを確認。

一般就労がむずかしい時は通所施設を利用することも視野に入れる。

20 1 21 本人・保護者が地元の通所施設を見学。

2 15 保護者と面談。通所施設を見学したが、やはり一般就労への気持ちは強い。在宅も覚悟で求職し

ていきたいとのことであった。

3 10 本人・母・「就業・生活支援センターすてっぷ」職員・「生活支援センターぱすてる」職員と面

談

～すてっぷ登録のため

○伊達養護学校卒後の未就労の ため、「就業・生活支援センターすてっぷ」で引き

続き就業支援を受ける事が出来るよう登録する。

・伊達養護学校時代の資料「重度判定証明書」「個別支援計画書」をもとに、本人

母親からこれまでの経過について話しを伺う。

・就労支援について～一般就労に向けて、求職活動の支援を行うが、期間は無期限

の為、ある程度の時期をみて、福祉的就労の可能性も考えて行くことを確認する。

4 15 本人・母・「就業・生活支援センターすてっぷ」職員・「生活支援センターぱすてる」職員と多

機能型施設「Ｗ」訪問相談

○伊達学校卒業後、す てっぷへ登録し求人活動行うがなかなか見つからない。在宅

のままいるより、福祉的就への方向も考え、伊達養護学校時代に見学した事があ

る「Ｗ」に相談する事になる。

・所長より、利用希望前提として「Ｗ」についての説明を受ける。

・正式利用前の実習については、必要検査書類等が揃い次第受け入れ可能との事。

・本人の様子をみて、状況に応じて現場実習も可能との事。

・就労移行型の籍で受け入れ可能との事。

「就労・生活支援センターすてっぷ」職員から伊達養護学校前担当者へ経過報告

5 1 「Ｗ」へ実習開始

6 5 自宅へ様子伺いの電話をする（母・本人と話しする）

○毎日楽しく通っている。明日から現場実習へ週 1回通う事になった。

○求職活動については今はやめ、「Ｗ」にて専念する事を確認する。

「Ｗ」へ様子伺いの電話をする

○本人の作業の様子について伺う。

○本人の状況をみながら、現場実習の回数は増やしていくとの事。

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊



雑 貨 店 で の 実 習 は 、 は じ め て 経 験 す る こ と が 多

く （ 地 元 で の 実 習 、 単 独 で の 実 習 等 ） 本 人 な り

に プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ て い た よ う で あ る 。 そ ん

な な か で 身 近 に 支 援 者 （ ぱ す て る ） の 存 在 が あ

っ た こ と は 非 常 に 意 義 の あ る こ と で あ っ た 。 ま

た 偶 然 に も 通 勤 途 中 に ぱ す て る が 位 置 し て い た

こ と も あ り 、 実 習 を 終 え て １ 日 の 出 来 事 を 話 す

こ と が で き た こ と も 本 人 に と っ て は 貴 重 な 時 間

で あ っ た よ う で あ る 。

高 等 養 護 学 校 に 入 学 す る こ と で 地 元 と の 関 係 が

希 薄 に な っ た よ う な 感 覚 を 持 つ と い う 保 護 者 の

話 を 聞 き 、 卒 業 後 地 元 に 戻 る と い う こ と を 再 認

識 し 早 期 か ら 関 係 機 関 と の 連 携 （ 地 域 で の 受 け

皿 づ く り ） が 今 後 重 要 な こ と に な っ て い く の で

は な い か と 思 う 。

今 ま で 高 等 養 護 学 校 が 通 過 教 育 機 関 で あ り な が

ら 卒 業 後 ３ 年 と い う 卒 後 支 援 期 間 を 超 え て 、 支

援 を 続 け て き た 状 況 は 様 変 わ り し つ つ あ る こ と

を 前 提 と し て 、 高 等 養 護 学 校 、 そ し て 地 域 の 支

援 体 制 の 在 り 方 を 再 考 し て 行 く 必 要 が あ る の で

は な い か と 思 う 。

本 モ デ ル ケ ー ス A さ ん に つ い て は 実 習 終 了 後 、

ハ ロ ー ワ ー ク か ら 求 人 情 報 を 得 て 何 度 か 面 接 を

受 け て い る が 雇 用 に 結 び つ か な か っ た 。 地 域 的

に 経 済 が 冷 え 込 ん で い る と い う 事 情 も あ っ た の

だ が 、 本 人 ・ 保 護 者 の 気 持 ち が 一 般 就 労 を め ざ

し た い と い う こ と で あ る の で 、 引 き 続 き 地 域 の

関 係 機 関 と 連 携 を し 支 援 体 制 を 作 っ て 行 き た い 。

＊ ひ と こ と ＊

結 果 と し て 一 般 就 労 に 結 び つ か な か っ た こ と は

残 念 で す 。 会 社 で 働 き た い と い う 気 持 ち を 応 援

し て い き た い と 思 い ま す 。 時 々 近 況 な ど 話 し 合

い の 時 間 を 持 ち た い と 思 っ て い ま す 。

高 等 部 卒 業 後 の 地 域 移 行 に 関 し て は 、 も っ と 早

い 段 階 か ら の （ 入 学 し て す ぐ で も ） 情 報 の 共 有

が 必 要 で は な い か と 思 い ま す 。 三 年 生 で は 受 け

皿 作 り が 出 来 な い し 、 間 に 合 わ な い と 思 い ま す 。

又 伊 達 の 様 に 遠 方 で あ れ ば 、 地 域 に よ り 近 い 行

政 や 相 談 支 援 機 関 、 就 労 関 係 機 関 な ど が 早 く か

ら 方 向 性 を 持 っ て 一 緒 に 動 く こ と が 大 切 で は な



い か と 思 い ま す 。 個 人 情 報 と の 関 係 も あ る よ う

で す が 。 道 に お い て も 単 発 的 で は な く も っ と ど

っ し り と 腰 を 据 え て 将 来 を 見 通 す よ う な 構 え で

地 域 移 行 に 関 す る 施 策 を 行 っ て い た だ け れ ば と

考 え ま す 。 障 害 の あ る 方 々 が 住 ん で 良 か っ た と

言 え る よ う な 地 域 移 行 策 で あ っ て ほ し い と 思 い

ま す 。 （ サ ポ ー ト セ ン タ ー ぱ す て る ）

ご 本 人 か ら

が ん ば っ て 会 社 で 働 き た い で す 。 ど ん な 仕 事 で

も が ん ば り た い で す 。

B

＊ 支 援 計 画 ＊

当 初 、 家 庭 の 事 情 に よ り 入 所 施 設 の 利 用 を 希 望

し て い た が 経 済 的 な 負 担 が 大 き い こ と も あ り 通

所 施 設 の 利 用 に 進 路 変 更 し た 。 保 護 者 が 不 在 の

こ と が 多 く （ 父 子 家 庭 ） 、 定 時 の 通 勤 が ひ と り

で で き る か 、 ま た ア ク シ デ ン ト が 発 生 し た 時 の

対 応 等 不 安 要 因 が あ っ た が 、 ぱ す て る と 連 携 し

緊 急 時 の 支 援 体 制 を 作 る こ と で 本 人 ・ 保 護 者 が

不 安 な く 現 場 実 習 に 集 中 で き る こ と は 、 地 域 に

暮 ら す と い う 意 識 を 高 め る だ け で は な く 、 ス ム

ー ズ な 移 行 の 第 一 歩 で あ る 。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 8 27 函館市障害者生活支援センター「ぱすてる」と打合せ

「福祉施設Ｉ」に地域生活移行システム事業について説明

9 7 本人・保護者「ぱすてる」訪問打ち合わせ

本人・保護者「福祉施設Ｉ」の面接

9 18 「福祉施設Ｉ」にて現場実習開始

21 巡回指導にて本人のようす確認

28 現場実習終了

12 本人・保護者が「福祉施設Ｉ」の卒業後の利用を決定(申請へ)

※ 　 現 場 実 習 中 の 支 援 範 囲 の 明 確 化 や 対 応 に つ い

て 「 現 場 実 習 期 間 に お け る 緊 急 対 応 マ ニ ュ ア ル 」

生活支援目標：「地域で暮らす」

１８才女性

 　高等養護学校３学年在学中

 　療育手帳Ｂ



に ま と め た 。 共 通 理 解 の ツ ー ル と し て の 役 目 も

果 た し た 。

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊

中 学 校 時 代 は 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し て 通 学 し た

経 験 も あ っ た が 、 高 等 養 護 学 校 在 学 中 の ３ 年 間

は ま っ た く 利 用 す る 機 会 が な か っ た と い う こ と

が 本 人 ・ 保 護 者 に と っ て 大 き な 不 安 の ひ と つ で

あ っ た 。 ま た 中 学 校 時 代 は 2 歳 上 の 姉 が （ 知 的 障

が い を 有 す る が 能 力 的 に 高 く 、 現 在 家 を 離 れ て

一 般 就 労 し て い る ） 不 在 が ち な 父 に か わ り 面 倒

を み て い た 部 分 も あ っ た が そ れ も 望 め な い 。 そ

ん な な か で 困 っ た こ と が あ っ た 場 合 に 相 談 で き

る 場 所 が あ る こ と 、 支 援 体 制 が 確 立 し て い る こ

と は 地 域 で 生 活 す る う え で の 非 常 に 大 き な 支 え

と な る 。 実 習 中 は ト ラ ブ ル も な く 無 事 に 終 え る

こ と が で き た が 、 こ れ か ら 先 の 生 活 を 考 え る と

地 域 の 関 係 す る 機 関 で 連 携 し 支 援 体 制 を 整 備 し

高 等 養 護 学 校 の 教 育 が 「 卒 業 後 を 見 通 し た 教 育 」

で あ る 以 上 卒 業 後 の 支 援 体 制 の 整 備 （ 関 係 機 関

と の 連 携 ） と そ れ を 見 据 え た 支 援 内 容 の 確 立 と

い う 視 点 を 持 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。

＊ ひ と こ と ＊

こ れ か ら は ひ と り で 行 動 す る こ と が 多 く な る と

思 い ま す 。 困 っ た こ と が あ っ た ら ひ と り で 悩 ま

ず に そ ば に い る 人 に 相 談 し て く だ さ い 。

ご 本 人 か ら

バ ス に 遅 れ な い よ う に が ん ば り ま す 。 は ず か し

が ら ず に 困 っ た こ と を い い ま す 。



現 場 実 習 期 間 に お け る 緊 急 時 対 応 マ ニ ュ ア ル ( 女

1 　 緊 急 時 に お け る 基 本 的 対 応 ・ 連 絡 経 路

① 連 絡  

② 対 応

④ 報 告

２ 　 想 定 さ れ る 緊 急 事 態 と 対 応 方 法
分　類 想定される事態 対応表

通　勤　時 ・バス(交通機関)の乗り遅れ

・ 道 順 を 間 違 え る

・ 自 然 災 害 等

対応表－１

作　業　時 ・仕事の失敗による不安定

・ 人 間 関 係 に よ る 不 安

定

・ 体 調 不 良 に よ る 不 安

定

・ 意 欲 の 喪 失

対応表－２

在　宅　時 ・家族の不在

・ 休 日

対応表－３

そ　の　他 ・上記以外のこと 対応表－４

３ 　 緊 急 時 対 応 表
対応表－１

想定される事態 ぱすてる対応 学校対応
・バス(交通機関)の乗り遅れ

・道順を間違える

・二度寝など

・本人及び事業所からの連絡を
受け、バス停付近及び自宅訪
問。

事業所までの通勤支援を行

う。

・状況を把握し、乗り遅れが連
続する場合は通勤指導を行う。

・保護者との連携強化を図る。

※保護者は本人が家を出る前に出勤している。

※本人には、自宅もしくはバス停から「ぱすてる」に連絡する

よう指導している。またヘルプカードを持っており、地域の

本人・家族・事業所 ぱすてる 本人・事業所

自宅

ぱすてる

③対応について
情報・確認の
問い合わせ

⑤状況に応じ
学校としての対応



人が支援してくれる場合も考えられる。
・自然災害等 ・現地天候、交通機関の運行状

況を把握。
・天気予報等により情報を収集
し、当日早朝に保護者・事業所
に連絡。

※当日の欠席や体調にかかわることついては保護者が事業所に連
絡する。

※自然災害等については前日にある程度その状況を把握できる

ものについては、その段階で実習を休みとする。

対応表－２

想定される事態 ぱすてる対応 学校対応
・仕事の失敗による不安定

・意欲の喪失

・人間関係による不安定

・事業所の要請により、巡回。 ・状況に応じ、臨時の巡回設定
・定期巡回時に指導。

・体調不良による不安定 ・症状により、自宅への送迎・
通院支援。

 ××病院

    担当医師　

・保護者に連絡、必要な手続き
・指示を伝える

対応表－３

想定される事態 ぱすてる対応 学校対応
・家族の不在

・休日



対応表－４

想定される事態 ぱすてる対応 学校対応
・上記以外のこと



４ 　 モ デ ル ケ ー ス 評 価 ・ 考 察

① 地 域 に 支 援 の 拠 点 が あ る こ と は 非 常 に 意 義 が

あ る

・ 精 神 的 負 担 の 軽 減

・ 制 度 改 正 に よ る 地 域 で の 役 割 の 転 換 （ 学 校

か ら 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー へ ）

② 事 業 自 体 の 開 始 時 期 が 遅 く 、 情 報 不 足 で あ っ

た

・ モ デ ル ケ ー ス に 限 ら ず 早 い 時 期 の 情 報 提 供

が 必 要 （ ２ 学 年 の 早 い 時 期 ）

・ コ ー デ ィ ネ イ ト の 主 体 は 自 立 支 援 協 議 会 の

各 グ ル ー プ が 妥 当 か

→ 個 人 情 報 に か か わ る た め 小 規 模 な 会 議 形

態 が よ い

５ 　 モ デ ル ケ ー ス 事 例 か ら 　 ～ 今 後 の 展 望 ・ 取

り 組 み に つ い て

○ 　 学 校 と 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー が 早 期 よ り 地

域 の 生 徒 の 情 報 交 換 を 行 い 、 各 地 域 の 実 情 に

基 づ い た 進 路 選 択 が で き る よ う 連 携 し て い く 。

「 個 別 の 教 育 支 援 計 画 」 を 活 用 し た 連 携

・ 各 地 域 の 福 祉 施 設 や 雇 用 状 況 ・ 情 報 に よ り

学 校 で の 支 援 内 容 （ 課 題 ） も 変 容 す る

　 → 　 本 人 ・ 保 護 者 、 学 校 、 地 域 支 援 セ ン タ

ー が 共 同 支 援 計 画 を 作 成 。

・ 卒 業 後 の 姿 が イ メ ー ジ し や す く な る た め 、

具 体 的 な 支 援 が 可 能 と な る

※ 職 業 自 立 を 推 進 す る た め の 実 践 事 業 と 連 動

「 福 祉 的 援 助 の 明 確 化 」

・ 保 護 者 の 家 庭 状 況 や 障 が い の 有 無 な ど 把 握

し 、 本 人 の み な ら ず 家 族 へ の 支 援 も 明 ら か に

で き る

→ 地 域 の 福 祉 行 政 と の 連 携

○ 学 校 と 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー が 地 域 で の 役 割

を 分 業 化 し て い く

学 校 は 地 域 で 「 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 」 の

意 味 合 い が 強 ま る の で は な い か

・ ハ ロ ー ワ ー ク と 連 携 し 、 地 域 の 職 場 開 拓 を

行 う

今回のモデル事業に関連させ、具体的に取り組む事項

　・地域生活支援センターへの在校生（１、２年生）の情報の提供

　・保護者に対する地域生活支援センター（相談事業）の説明



※ 今 ま で の 学 校 枠 を 超 え て （ 本 校 生 徒 に 限 ら

ず ） 地 域 の 一 般 就 労 を 支 援

○ 　 相 談 事 業 に お い て 地 域 格 差 を 考 慮 し 、 障 が

い 者 総 合 支 援 セ ン タ ー と 連 携 し 、 各 地 域 の 実

情 に 応 じ た 支 援 を す る

６ 　 そ の 他 （ 今 後 、 事 業 に か か わ る 取 組 事 項 ）

・ 函 館 地 区 だ け で な く 、 各 地 の 障 が い 者 雇 用 の

企 業 リ ス ト 作 成 ・ 整 備

→ 伊 達 ・ 室 蘭 地 区 を 早 急 に 取 り 組 み た い 。

・ 障 が い 者 未 雇 用 企 業 に 対 す る 啓 発 、 及 び 現 場

実 習 先 の 確 保

→ 現 場 実 習 の 個 別 化

特 に 各 地 域 に 店 舗 進 出 し て い る 企 業 に 対 す

る 重 点 啓 発

・ 「 個 別 の 教 育 支 援 計 画 」 の 充 実

→ 結 果 と し て の マ ッ チ ン グ ・ 進 路 決 定 に と ら

わ れ な い 教 育 の 場 の 視 点 ・ 在 り 方

個別の教育支援計画をツールとした関係機関との連携（進路指導の在り方）

今回のモデル事業に関連させ、具体的に取り組む事項

　・函館地区での障害者雇用の企業リスト作成

→本校の企業リスト及びハローワークと共同作成

　・障害者未雇用企業に対する啓発

→すぐに一般就労ということではなく、現場実習を通じて相互理解を深めていく

という視点

※職業自立を推進するための実践事業と連動

今回のモデル事業に関連させ、具体的に取り組む事項

　・地域生活支援センターへの在校生（１、２年生）の情報の提供

　・保護者に対する地域支援センター（相談事業）の説明

→小さな町村ほど福祉施設や企業が少なく、進路開拓が困難

ハローワーク 学　　校 本人・保護者 地域支援ｾﾝﾀｰ

〈１年時〉本人・保護者のニーズ

・個別の教育支援計画の作成
・本人の実態把握
・学校生活に望むこと

〈２年時〉地域のニーズ

・関係機関との連携による個別の教育支援
計画の
作成

・本人・保護者のニーズと地域のニーズ調
整。
（地域の情報）

・地域の状況をふまえた支援内容の見直し、

・地域の福祉施設・
企業情報の集約

・本人・保護者の利用

・ハローワークとの
連携による地域の
職場情報収集



〈３年時〉卒業後のニーズ

・ハローワークとの連携による職場開拓
・卒業後の課題把握と支援体制の確立
・現場実習時の支援
・進路先の確認
・卒業後の課題の精査



Ｃ

＊ 支 援 計 画 ＊

　 平 成 元 年 に 太 陽 の 園 に 入 所 し 、 平 成 １ ７ 年 よ

り サ テ ラ イ ト 型 入 所 施 設 を 利 用 し て い る 。 地 域

生 活 に 向 け て の 具 体 的 支 援 を 実 施 し て い る が 、

家 族 よ り 自 宅 で 生 活 し 、 通 所 施 設 を 利 用 し た い

希 望 が だ さ れ て い る 。 家 庭 生 活 ・ 日 中 活 動 の 場

の 確 保 や 体 制 づ く り を 、 相 談 室 の 活 用 を 図 り な

が ら 実 践 し 、 充 実 し た 地 域 生 活 を 目 指 す 。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 10 札幌市相談室「ぽぽ」訪問（青山）。モデルケースの状況と今後の希望について相談。

次回は本人と家族で「ぽぽ」を訪問し、相談室の利用も含め検討する事とする。

12 3 本人、家族（父）、高橋（太陽の園支援員）が「ぽぽ」訪問。父の強い意向で、自宅に戻り就労

支援Ｂ型の利用を考えたい。

「ぽぽ」の職員による家庭訪問を実施し、家庭との連携を深めると共に、本人が札

幌に帰省した際、「ぽぽ」を活用してみる。

4 家庭訪問、家庭状況の把握。

父の年齢（７２歳）や妹が在宅（精神障がい）であることを考えると、相談室との

繋がりの継続は必要と考える。

7 「ぽぽ」支援員、太陽の園来園。日中活動の様子を見学し、本人と懇談。

21 相談室ぽぽ

父親との面談。本人の生育暦についての聞き取り。本人との顔合わせについて日程

調整。

20 1 4 相談室ぽぽ

本人一時帰省中に厚別区にある通所施設の見学。本人に退所後に生活希望の確認。

「父と生活したい」

この他、何件か見学の予定を立てる。

2 12 「ぽぽ」より厚別区内の通所授産施設を紹介され見学。家族より、通勤に不安があり見送りとす

る。

29 「ぽぽ」より白石区、厚別区、清田区の各々１ヶ所、計３ヶ所の日中活動の場のパンフレットを

提供し本人、家族で検討してもらう事とする。

3 22 相談室ぽぽ

一時帰省し、家族で見学及び検討を続ける。

3 相談室ぽぽ

送迎のある通所施設、作業所を調べる。（３件空き有り）

４０代（男性）　知的障害、統合失調症（支援の市町村：札幌市厚別

区）

太陽の園　　平成元年入所

療育手帳　　Ｂ　　　　　障害年金　　２級　　　　旧法施設支援　Ａ

生活支援目標：「自宅で暮らし、日中活動の場を札幌市内に求める」



17 相談室ぽぽ

白石区にある地域活動支援センターを見学（父のみ）。作業も気に入るが他ももっ

と見たいとの事で他検討中。

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊

家 族 （ 父 ） の 強 い 希 望 に よ り 、 自 宅 か ら 日 中 活

動 の 場 を 求 め た 。 通 所 す る に あ た っ て 、 最 低 条

件 と し て 送 迎 体 制 が 整 っ て い る こ と が 家 族 の 強

い 希 望 で あ っ た 。

伊 達 市 で は 、 太 陽 の 園 の バ ス が 市 内 を 巡 回 し 送

迎 を し て い る の で 、 そ の イ メ ー ジ が 非 常 に 強 く 、

そ れ と 同 じ 形 態 を 望 ん で い た 様 で あ る 。 し か し 、

送 迎 体 制 が 整 備 さ れ て い る 所 は 少 な く 、 今 現 在 、

異 動 先 は 決 ま っ て い な い 。 家 族 か ら は ４ 月 １ 日

よ り 自 宅 に 戻 り 時 間 を か け 、 ゆ っ く り と 日 中 活

動 の 場 を 探 し た い と の 要 望 が 改 め て 出 さ れ て い

る 。

太 陽 の 園 は ３ 月 ３ １ 日 を も っ て 退 所 す る が 、 自

宅 に 戻 っ て か ら は 相 談 室 「 ぽ ぽ 」 と の 繋 が り を

持 ち 、 今 後 も 相 談 支 援 を 継 続 す る 予 定 で あ る 。

日 中 活 動 の 場 が 決 ま ら な か っ た の は 残 念 で あ っ

た が 、 相 談 室 と の 繋 が り が な け れ ば 札 幌 に 帰 る

事 は 出 来 な か っ た ケ ー ス で あ る 。

＊ ひ と こ と ＊

入 所 当 初 か ら 作 業 で の 稼 働 力 は 高 く 、 現 在 も 施

設 作 業 の 木 工 芸 科 で ミ シ ン 鋸 を 使 用 し て い ま す 。

自 宅 か ら 作 業 所 ま で の 通 勤 時 に 不 安 定 行 動 が あ

り 施 設 入 所 を し ま し た 。

今 回 、 父 親 の 退 職 か ら 家 庭 で 支 援 で き る こ と と

な り 、 自 宅 か ら の 通 所 が 可 能 と な り ま し た 。 今

後 は 家 族 の 絆 を よ り 一 層 深 め て 、 楽 し い 地 域 生

活 を 過 ご し て ほ し い と 望 ん で い ま す 。 　 　 （ 高

橋 ）

ご 本 人 か ら

早 く 通 所 出 来 る 場 所 を 探 し た い で す 。 家 に 帰 る

の は 楽 し み で す 。

Ｄ １０代（女性）　知的障害（支援の市町村：札幌市西区）

太陽の園　　平成１９年入所

療育手帳　　Ｂ－　　　　障害年金　　未受給　　　　旧法施設支援　Ｂ



＊ 支 援 計 画 ＊

１ ９ 年 ３ 月 に 高 等 養 護 学 校 を 卒 業 し 太 陽 の 園 に

入 所 し た 。 卒 業 後 は 札 幌 市 内 の 自 宅 で 生 活 す る

予 定 で あ っ た が 、 家 庭 の 事 情 で 施 設 利 用 と な っ

た 。 本 人 の 強 い 希 望 が あ り 、 札 幌 市 内 で の 地 域

生 活 を 目 指 す 。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 10 25 札幌市相談室「ぽぽ」訪問（青山）。る。

実際に、「ぽぽ」で受け止められる相談ケースは１ケースであり、２０歳になるま

で入所施設の利用を継続しながら地域移行を検討しても良いのではないかとの話し

合いとなった。サテライトを利用して生活経験の積み重ねを図る方法も選択肢に入

れ、再度検討することとする。

11 1 サテライト型入所施設（更生）へ異動。地域生活移行へ向けての具体的支援の実施

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊

今 年 度 、 高 等 養 護 学 校 を 卒 業 し 地 域 生 活 で は な

く 入 所 施 設 を 選 択 し た 経 緯 か ら 、 入 所 後 す ぐ に

地 域 移 行 を 進 め る に は 多 少 の 強 引 さ が あ っ た と

思 わ れ る 。

生 活 面 や 就 労 面 で の 支 援 を 実 施 す る 中 で 、 サ テ

ラ イ ト 施 設 を 活 用 す る こ と と な り 、 現 在 、 地 域

生 活 へ む け て の 支 援 を 継 続 し て い る 。 就 労 意 欲

や 自 立 へ の 意 識 が 希 薄 で あ り 、 今 後 自 立 に む け

た プ ロ グ ラ ム を 継 続 し て 組 み 立 て １ ～ ２ 年 後 、

再 度 札 幌 市 内 の 地 域 移 行 に 繋 げ て い き た い 。

＊ ひ と こ と ＊

１ ９ 歳 の 可 能 性 を 最 大 限 に 引 き 出 し 、 希 望 に む

か っ て 進 ん で ほ し い と 思 い ま す 。

幼 少 期 よ り 施 設 入 所 を し て い た の で 、 今 後 は グ

ル ー プ ホ ー ム で の 生 活 を 目 指 し 頑 張 っ て 下 さ い 。

（ 立 花 ）

ご 本 人 か ら

作 業 を 頑 張 っ て 、 早 く 自 立 し た い で す 。

  お母さんとお姉さんと一緒に暮らしたいです。

生活支援目標：「地域で暮らす」



Ｅ

＊ 支 援 計 画 ＊

現 在 、 伊 達 市 内 の ケ ア ホ ー ム で 生 活 し 、 活 動 セ

ン タ ー を 利 用 し て い る 。

太 陽 の 園 利 用 中 か ら 札 幌 で の 生 活 を 強 く 希 望 し

て い た が 実 現 出 来 ず 、 相 談 室 の 活 用 を 図 り 充 実

し た 地 域 生 活 を 目 指 す 。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 10 25 札幌市相談室「ぽぽ」訪問（太陽の園）。ぽぽでの受け入れはＣケースのみとなり、他の札幌市

内相談室１２ヶ所を紹介される。

11 29 地域生活ＫセンターＰ、ＧＨ、就労支援事業所Ｓ等訪問。

本人、（だて地域生活支援センター主任）、（太陽の園）

30 本人の意思確認。ＧＨ入居者が女性１名しかいない点に困惑している。

12 5 面談しＧＨや就労支援事業所のより具体的な説明を行う。

7 本人、家族（妹）、担当者で再度意思確認。札幌市内の別な事業所での地域生活移行を希望。

10 地域生活ＫセンターＰへ移行しない旨の連絡。現実には、数カ所のＧＨから選択出来ない難しさ

を痛感。

20 1 18 札幌市相談室を訪問。本人、（太陽の園）

本人より、北区（出身地）か西区（妹居住）での生活を希望。

2 19 相談室○○より北区、白石区のケアホームの紹介がある。

3 6 北区Ｉケアホーム、白石区Ｓケアホーム見学。本人、（太陽の園）

8 本人面談。費用面での不安が大きいことや、作業所の内容等が納得出来ないようで他のホームを、

もう１件でよいので紹介してほしいとの申し出がある。

21 本人面談。ケアホームの空き状況や今後について相談。

短期間で決定するのではなく、時間をかけ納得のいく異動先を継続して探す

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊

伊 達 市 内 の 地 域 生 活 を 基 準 に 考 え て い る た め か 、

本 人 の 意 向 に 沿 っ た 日 中 活 動 の 場 や ケ ア ホ ー ム

を 選 択 す る こ と は 本 人 に と っ て 困 難 な 面 が 多 か

っ た よ う で あ る 。

職 員 と 一 緒 に 相 談 室 を 利 用 し 見 学 し て 歩 い た が 、

職 員 へ の 依 存 度 が 高 く な る の と 同 時 に 本 人 の 要

求 度 も 高 く な っ て い っ た 。 事 業 所 が 運 営 し て い

２０代（女性）　知的障害（支援の市町村：札幌市北区）

太陽の園　　平成１８年入居

療育手帳　　Ｂ－　　　　障害年金　　３級　　　　介護給付　　３

生活支援目標：「出身地である札幌市内で暮らす」



る ケ ア ホ ー ム の 形 態 や 、 数 ヶ 所 か ら 選 択 出 来 な

い 現 実 に 、 戸 惑 う 場 面 も 多 か っ た 。

そ の 結 果 、 長 年 の 夢 で あ っ た 札 幌 に 帰 り た い と

い う 願 望 を 、 半 年 間 で 実 現 す る こ と は 出 来 な か

った。今後も相談室を活用し、希望に添った生活場所を  探していく。

＊ ひ と こ と ＊

長 年 の 夢 で あ る 札 幌 市 内 で の 地 域 生 活 実 現 に 向

け 、 納 得 の い く 答 え を 出 し て ほ し い と 思 い ま す 。

100 ％ 納 得 出 来 な く て も 、 残 り の 何 ％ か は 自 分 で

乗 り 越 え る 力 は あ る と 思 う の で 頑 張 っ て 下 さ い 。

（ 太 刀 川 ）

ご 本 人 か ら

思 い 出 が た く さ ん あ る 札 幌 で 暮 ら し た い で す 。

お 母 さ ん と 暮 ら し た 北 区 か 、 妹 が 住 ん で い る 西

区 の グ ル ー プ ホ ー ム に 行 き た い で す 。 職 員 に 相

談 し て 決 め た い で す 。 ま た 、 一 緒 に 見 に 行 っ て

下 さ い 。

〔 北 海 道 地 域 生 活 移 行 シ ス テ ム モ デ ル 事 業 の ま と

め 〕

  今回のモデルケースは、高等養護学校３年生

が 卒 業 後 出 身 地 に 戻 り 、 就 労 を 目 指 し た り 日 中 活

動 の 場 を 求 め る ２ ケ ー ス と 、 高 等 養 護 学 校 卒 業 後 、

伊 達 市 内 で 地 域 移 行 に む け 生 活 実 習 を し た り 、 す

で に ケ ア ホ ー ム で 生 活 し て い る ３ ケ ー ス の 計 ５ ケ

ー ス を 対 象 と し た 。

ま た 、 移 行 す る に あ た っ て は 地 元 の 相 談 室 を 活 用

す る 事 を 前 提 と し た 。

　 本 来 、 入 所 施 設 か ら グ ル ー プ ホ ー ム や ケ ア ホ ー

ム へ の 地 域 移 行 は 、 本 人 の 希 望 が あ っ て 条 件 が 整

え ば 比 較 的 容 易 に 実 現 出 来 る こ と で あ る 。 実 際 に

今 年 度 、 太 陽 の 園 の 入 所 利 用 者 の ２ ４ 名 が 伊 達 市

内 で 、 ５ 名 が 出 身 市 町 村 の ケ ア ホ ー ム 或 い は 在 宅

か ら 通 所 へ と 地 域 移 行 し 退 所 し て い る 。 し か し 、

今 回 の ケ ー ス の よ う に 、 出 身 地 の ケ ア ホ ー ム に 移

行 す る こ と は 、 希 望 が あ っ て も 緊 急 度 が あ ま り 高

く な い ケ ー ス だ っ た 事 も あ っ て か 、 半 年 間 で 結 論

を 出 す こ と は 困 難 で あ っ た 。 札 幌 市 内 の 相 談 室 と

の 連 携 が と れ 、 他 の 法 人 が 運 営 す る グ ル ー プ ホ ー

ム や ケ ア ホ ー ム を 見 学 し 、 札 幌 市 内 で の 地 域 生 活

を 現 実 に 把 握 出 来 た 事 等 、 支 援 者 側 に と っ て は 一

定 の 成 果 が あ っ た 。



〔 出 身 市 町 村 へ 地 域 移 行 す る 場 合 の 課 題 〕

・ 　 在 宅 、 或 い は 今 後 在 宅 を 希 望 す る 人 達 に と っ

て 相 談 室 の 存 在 は 非 常 に 大 き い 。

・ 　 入 所 施 設 利 用 者 や 家 族 へ 、 相 談 室 を 気 軽 に 利

用 出 来 る メ リ ッ ト に つ い て ア ピ ー ル す る 必 要 が

あ る 。 （ 地 元 の 相 談 室 を 知 ら な い 家 族 が 多 い ）

・ 　 入 所 施 設 か ら 出 身 地 の 施 設 や 地 域 移 行 を 進 め

る 場 合 に は 、 相 談 室 を 経 由 せ ず 直 接 、 家 族 や 法

人 、 市 町 村 と 調 整 す る こ と が 殆 ど で あ る 。 相 談

室 を 経 由 し な い 方 が 早 い 場 合 が 多 い 。

・ 　 札 幌 で の 地 域 生 活 を 希 望 す る 人 数 が 明 確 で あ

れ ば 、 受 け 入 れ る 用 意 は あ る と 答 え て く れ た 法

人 は 数 カ 所 あ る 。 た だ 、 こ れ か ら 整 備 と な る 為 、

利 用 者 側 が 実 際 に 目 で 見 て 決 断 出 来 な い 状 況 に

あ る 。

・ 　 希 望 す る ケ ア ホ ー ム で 体 験 生 活 が 出 来 れ ば 、

よ り 地 域 移 行 が ス ム ー ス に 進 む と 思 わ れ る 。

・ 　 高 等 養 護 学 校 入 学 時 よ り 、 卒 業 後 の 進 路 に つ

い て 方 向 性 を 探 り 、 相 談 セ ン タ ー と の 繋 が り を

早 期 に 持 つ 事 が 重 要 で あ る 。

〔 今 回 の モ デ ル ケ ー ス を 何 故 、 移 行 出 来 な か っ た

の か 〕

・ 　 半 年 間 の 取 組 み は 困 難 で あ り 、 ま だ 継 続 し て

支 援 が 必 要 で あ る 。

・ 　 事 業 所 の 持 っ て い る 日 中 活 動 の 場 や ケ ア ホ ー

ム の 数 が 少 な く 、 多 様 な メ ニ ュ ー の 中 か ら 選 択

出 来 な い 。

・ 　 グ ル ー プ ホ ー ム や ケ ア ホ ー ム の 実 際 の 生 活 形

態 や 、 同 居 す る 利 用 者 の 状 況 が 解 ら ず 決 断 に は

至 ら な か っ た 。

・ 　 知 的 に は 中 軽 度 で あ っ て も 、 行 動 面 や 就 労 面

で の 自 立 が 希 薄 な 利 用 者 に 適 す る サ ー ビ ス が 整

っ て い な い 。

・ 　 相 談 室 の 利 用 に 慣 れ て お ら ず 、 時 間 が か か っ

て し ま っ た 。

・ 　 伊 達 の シ ス テ ム を そ の ま ま 求 め る ケ ー ス が 多

く 、 希 望 に 添 っ た 地 域 移 行 に 繋 げ な か っ た 。

〔 今 後 に む け て 〕

  出身地への地域生活移行にむけて、今回のモデル事業を通して足がかりが掴めたことは有意義

で あ っ た 。



  在宅から日中活動へ通う利用者にとって相談

室 の 存 在 は 非 常 に 大 き く 、 利 用 者 本 人 に と っ て は

勿 論 だ が 、 家 族 の 負 担 軽 減 や 安 心 感 が 得 ら れ る 役

割 と 機 能 を 兼 ね 備 え て い る 。 た だ 、 相 談 室 の 職 員

は 多 忙 で 、 電 話 が 繋 が り に く か っ た り 話 し 中 の 場

合 が 多 い 。 ま た 、 日 々 関 わ っ て い る 訳 で は な い 利

用 者 の 相 談 支 援 と な る と 、 担 当 者 の 力 量 に よ っ て

差 が 出 て く る の も 現 実 で あ る 。 相 談 室 の 機 能 強 化

と 、 ど こ の 相 談 室 も 同 じ 支 援 が 受 け ら れ る 状 況 を

期 待 し た い 。

  高等養護学校卒業後、就労に結びつかない利

用 者 に と っ て 、 地 域 生 活 の 実 現 は 経 済 的 に 困 難 で

あ る 。 ま た 、 生 活 経 験 の 未 熟 さ が あ れ ば な お の 事 、

施 設 入 所 を 選 択 す る ケ ー ス も 多 い 。 そ の 中 で 本 人

が 希 望 し た 場 合 、 単 な る 入 所 施 設 で は な く 、 サ テ

ラ イ ト を 利 用 す る 事 で 年 金 が 受 給 出 来 る 年 齢 に な

る ま で 地 域 生 活 を 体 験 出 来 る メ リ ッ ト が あ る 。

　 出 身 地 か ら 離 れ て 生 活 す る 期 間 が 長 く な れ ば 、

出 身 地 へ の 思 い も 強 く な っ て く る 。 し か し 、 空 白

の 時 間 を 埋 め る の は 簡 単 で は な く 、 迷 い や 期 待 度

も 増 し て く る 。 現 在 、 施 設 利 用 を し て い た り 、 施

設 の あ る 市 町 村 で 地 域 生 活 を 送 っ て い る 人 達 が 、

本 当 に 希 望 す る 場 所 で 地 域 移 行 が 出 来 る 様 、 実 際

の 地 域 で 簡 単 に 体 験 出 来 る シ ス テ ム づ く り を 含 め 、

こ の 事 業 を 通 し て 今 後 も 継 続 し て 検 証 し て 行 き た

い 。



Ⅳ 　 北 広 島 地 区

１ 　 事 業 概 要 （ 身 体 障 が い 者 施 設 か ら 地 域 へ ）

対 象 者
年齢 性別 市町村 住　　居 備　　　　考

A ５２ 男性 余市町 北広島市内 単身生活・福祉ホーム

B ４４ 女性 札幌市厚別

区

北広島市内・近郊 単身生活・諸問題により移行を断

念

Ｃ ４７ 男性 北広島市 北広島市内 単身生活・福祉ホーム

＊ 意 向 調 査 済 み

＊ モ デ ル 事 業 者 の 宿 泊 体 験 に 合 わ せ 、 ほ か 9 名 に

つ い て 宿 泊 体 験 を 実 施 し た 。

　 ○ 　 北 広 島 市 地 区 モ デ ル 事 業 の イ メ ー ジ

　 検 討 ス ケ ジ ュ ー ル
時期 地区検討連絡会 北広島市・北広島リハビリセンター

10月26日 第１回

「検討連絡会の趣旨、進め方の確

認」

・検討委員会の検討事項の伝達、

モデル事業者の実践・検証など

・検討連絡会の開催

11月 ・家事動作・外出訓練・身体機能の評価の実施

・住む場所選考・確保

・福祉ホームのバリアフリー化の検討・協議

11月28日 第２回

「検討事項の課題等の確認」

・社会資源の状況、モデルケース

の地域移行に向けた課題

・検討連絡会の開催

12月 ・宿泊体験場所の選考・確保

・体験内容の検討（家事、入浴、日中活動、ヘル

パーなど）

・福祉ホームの改修設計打ち合わせ

・ピアカウンセラーから内容について意見聴取

1
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施

住まい

個別支援計画・

宿泊体験計画

障がい者生活支援

センターみらい



・個別評価表の作成

1月 ・個別評価表の作成

・宿泊体験の実施

1月29日 第３回

「検討事項検証等の進め方の確認」

・福祉ホームの概要、宿泊体験実

施計画について

・検討連絡会の開催

2月 ・宿泊体験の実施

・宿泊体験の実施評価

・福祉ホーム改修打ち合わせ

・ピアカウンセラー同席のもと、居室、洗面所、

風呂、トイレ、スロープ等について現地打ち合

わせ

・地域生活移行について課題の整理

3月 ・地域生活移行について課題のまとめ

・個別支援計画書のまとめ

・宿泊体験実施の利用者別評価書の作成

・モデル事業の概要（最終案）作成

3月5日 第４回

「検証結果、実践状況のまとめ」

（最終案）

・検討事項検証結果等の確認、宿

泊体験実施状況報告、実践状況

の整理

・検討連絡会の開催

3月中旬 検討委員会に「検証結果、実践状況のま

とめ」最終報告

・北海道に「北広島市地域生活移行システムモデル事業

概要最終版」の報告

＊ モ デ ル 事 業 を 通 し て 地 域 生 活 移 行 へ 向 け て 見 え

て き た 課 題

１ ． 退 所 後 の 生 活 を イ メ ー ジ す る 必 要 性

２ ． 地 域 生 活 を 体 験 す る シ ス テ ム の 確 立

３ ． 住 む 場 所 の 確 保

４ ． 家 族 の 同 意

５ ． 支 援 チ ー ム 体 制 の 確 立

事 例

＊ 利 用 者 の 状 況 ＊
利用者氏名 T．S 性　別 　男・女 入所年月日 H14.10～

障がい　名 脳梗塞右片麻痺 身障等級 1種1級 生年月日 　　　　（51歳）

経済状況 生活保護（余市） 通院先

医療管

理

糖尿病、肝機能障がいのため内科治療、年に１度、

白内障観察で眼科受診

2



A　D　 L

食事 調理動作は介助要す 服薬 服薬の忘れあり

排泄 日中、夜間ともトイレにて自立 金銭 多額の使用には援助必要

移動 杖歩行、段差可、長距離は不安定 入浴 手すり等の環境により自力可能

整容 自立、自発的に身支度可能 買物 慣れた環境は自力で可能

掃除 立位での掃除は可能 洗濯 自立

コミュニケ

ーション等

重度の運動性失語のため、発語・書字での表出は困難。聴理解は良く、Yes-Noでの

会話は可能。普段と異なる欲求を確認する際は時間を要す。

家族関係 余市に妹家族が在住。本人の発病後交流が再開したが、年１回程度は妹宅に外泊する

事もあり、関係は良好だが、日常生活への協力関係は困難。

地域移行へ

の要望

制度の事などは良くわからないが、リハビリで物を作ったり、たまに外出（買い物、

スポーツ、コンサート）する事が楽しいので、一人暮らしでも通う場所や外出の支援

をしてほしい。(H19.5月時点)

＊ 生 活 支 援 目 標 と 支 援 計 画 ＊

こ れ ま で の 、 生 活 経 験 が 少 な い こ と か ら 方 向 性

を 決 め か ね て い る 状 況 も あ っ た が 、 今 後 は 自 立 を

目 標 に お き 今 ま で 積 み 重 ね て き た 訓 練 を 徐 々 に 発

展 さ せ て い く 。 ま た 実 際 に 自 立 生 活 を 始 め た 退 所

者 宅 を 見 学 に 行 く 等 、 具 体 的 な 自 立 生 活 の イ メ ー

ジ が 持 て る よ う 支 援 し て い く 。

　 地 域 生 活 後 の 課 題 と し て 、 金 銭 管 理 に つ い て は 、

ま だ 施 設 内 で 使 え る 範 囲 の 金 額 を 職 員 が 仲 介 し て

管 理 し て い る 状 況 で あ る た め 、 今 後 計 画 的 な 使 用

に つ い て の 意 識 付 け が 必 要 で あ り 、 知 的 面 を 考 慮

し て も 獲 得 に は 時 間 が か か る と 思 わ れ る 。 ま た 、

自 身 の こ と に つ い て 簡 単 な 選 択 は 出 来 て も 複 雑 な

こ と に な る と 自 己 判 断 が で き な い の が 現 状 で あ る

た め 、 判 断 し や す い 状 況 を 検 討 す る 。

＊ 経 過 記 録 ＊
年 月 日 活　動　内　容

19 4 3 本人と面談～将来目標と新制度の利用サービス希望について

　自立生活も考えているが、具体的ではない。新制度への移行時は機能訓練を希望。

5 7 家族（妹）へ説明～新制度移行と本人の希望について

※モデル事業受託後の状況

9

～

1

0

地域生活移行モデル事業について施設担当者会議

面談～地域生活移行モデル事業について

支援計画に基づいた地域生活移行の勧め方を検討

訓練士による機能評価の実施

地域生活移行に向けた課題整理～生活環境、日中活動の場について

10 15 個別支援計画の見直し（施設担当者会議）

11 面談～福祉ホームを利用した地域生活について

　住居があるなら、利用したいとの意向。具体的な生活イメージ持てない。
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地域生活体験事業（宿泊体験）の準備→住宅確保に手間取る

12 地域生活移行に向けた課題整理（施設担当者会議の開催）

地域生活体験事業（宿泊体験）の準備～体験に伴う支援計画の検討（市内のデイホ

ーム利用は可能）

25 施設担当者会議（FIM会議）～生活状況評価

20 1 9 生活体験（宿泊）場所の見学（担当者・訓練士・相談員等）

体験事業の生活支援内容打ち合わせ（施設担当者会議）

体験についてのサービス利用、生活内容について本人と協議（実施まで数回）

15 生活体験（宿泊）場所の見学

面談～宿泊体験の計画について

16 社会適応訓練実施～屋外の機能評価、買い物等のトレーニング

16 体験時利用のデイホーム職員、管理者、居宅サービス事業所と打ち合わせ

17 調理動作訓練実施

17 体験時の生活評価方法について打ち合わせ（施設担当者会議）

18 住居のバリアフリー化について、福祉機器業者と打ち合わせ

居宅サービス事業所、ヘルパーと打ち合わせ～どの程度まで見守るか

23

～

2

4

地域生活体験（宿泊体験）の実施（1回目）

　居宅サービス事業所と最終打ち合わせ～ 2 日間の予定について

　担当訓練士体験先訪問～生活動作の確認と指導

2 1 面談～1泊2日体験の反省と次回体験の計画

　経験したことを活かし、スムーズに計画している。

4 家族（妹）へ福祉ホームを利用した地域生活移行について了承得る。

担当自治体（余市町）へ連絡～地域生活移行（福祉ホームの利用）について

4

-

7

地域生活体験（宿泊体験）の実施（２回目）

　居宅サービス事業所と打ち合わせ～ 4日間の予定について

6 家族（妹）より連絡～地域生活移行への協力について

　手続きや書類関係の協力は可能とのこと。

8 担当職員（相談員・訓練士）による福祉ホームの見学

20 体験事業の反省について（施設担当者会議）

本人の機能評価、地域生活に向けた課題の整理

3 地域生活準備※ほぼ毎日の支援実施

・担当自治体（余市町）及び住所地（北広島市）との入居に伴う調整

　生活保護担当へ住居地変更に伴う移管手続き調整、入居支度（家賃、家具什器費 ）

等の申請、移管のための各自治体面談の対応

　障害福祉担当へ支援先の調整と確認（福祉ホームは居住地特例のため、介護給付

費等は余市町担当、地域生活支援事業は北広島市）、区分調査の対応

　住民課へ転出、転入手続き

・本人への支援

　入居先の見学実施、生活への要望確認、準備事項の確認、利用サービスの検討

　金銭管理方法（引き出し等）の調整、食事についての検討、サービスの情報提供
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　家族との協議、サービス利用に伴う各種申請・手続きの支援、家財道具の購入支

援　　　　　　

・障がい者生活支援センターとの協議

　本人への面談の対応、本人についての情報提供、サービス調整協議、日常生活用

具の検討、地域生活移行後の支援について

・居宅サービス事業所とのサービス調整

　本人への面談対応、本人についての情報提供、サービス調整協議

・福祉ホーム（入居先）との協議

　本人との面談対応、本人についての情報提供、生活保護の手続きに関する証明依

頼、共益費・光熱費等の取り扱い確認、利用方法についての確認、設備関係の調整

・配食サービス事業所とのサービス調整

　サービス内容の確認（特別食等）、配食依頼表の提出

・日中活動事業所との調整（同法人を利用）

　利用日数の調整、本人についての情報提供

4 福祉ホームの入居（地域生活の開始）

・施設退所し入居後の支援～移管先（生活保護）への届け出、家財道具の調整、各

種サービス申請に伴う決定事項の確認、各種サービス内容への本人意見の確認、サ

ービス事業所との変更・改善調整

22 サービス調整会議（サービス担当者会議）の実施

　実際の地域生活後の状況確認と今後のサービス調整について

＊ 地 域 生 活 体 験 評 価 と 今 後 の 支 援 に つ い て ＊

　 施 設 内 の 生 活 に お い て 習 慣 化 さ れ た 行 動 に つ

い て は 自 立 出 来 て い た も の の 、 地 域 生 活 （ 単 身

生 活 ） に つ い て は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 不 安 や

情 報 の 不 足 、 金 銭 管 理 ・ 生 活 習 慣 病 管 理 面 で 不

安 が 大 き い ケ ー ス で あ っ た 。 本 人 自 身 も 漠 然 と

一 人 暮 ら し が で き れ ば い い と 考 え て い る 様 子 で

あ っ た が 、 具 体 的 に ど う 準 備 す る か 、 ど の よ う

に 生 活 す る か 具 体 的 な イ メ ー ジ は な く 、 生 活 体

験 に よ り 、 あ る 程 度 の イ メ ー ジ が 固 ま っ た よ う

で あ る 。 職 員 側 と し て は 、 ヘ ル パ ー 利 用 時 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て の 不 安 が あ っ た も の

の 、 自 発 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ て い た

よ う で あ り 、 生 活 に 対 す る 積 極 性 も 見 ら れ た 。

本 人 自 身 は 調 理 が 一 番 大 変 で あ っ た と の 感 想 を

持 ち 、 地 域 生 活 後 は 配 食 サ ー ビ ス や 家 事 援 助 を

利 用 し た い と 具 体 的 な 要 望 が 出 て き て い た 。 生

活 習 慣 病 の 管 理 や 生 活 費 の 管 理 な ど に つ い て は

計 画 的 な 面 が 見 ら れ て い た が 、 体 験 が 短 期 間 で

あ っ た こ と や 緊 張 感 、 事 前 に 職 員 と ヘ ル パ ー が

詳 細 な 打 ち 合 わ せ を し て い た こ と も あ る た め 、

5



地 域 生 活 移 行 後 し ば ら く の 間 は 何 ら か の 支 援 が

必 要 と 思 わ れ る 。

　 本 人 自 身 が 認 識 す る た め に も 実 際 に 体 験 、 経

験 す る こ と が 必 要 な ケ ー ス に つ い て は 、 今 回 の

生 活 体 験 は 非 常 に 有 効 で あ る が 、 健 康 管 理 や 生

活 費 管 理 な ど に つ い て は 、 長 期 間 の 体 験 ト レ ー

ニ ン グ が 必 要 で あ り 、 実 際 に 地 域 生 活 を 送 り な

が ら 気 軽 に 支 援 を 受 け ら れ る 体 制 が 望 ま し い 。

生 活 経 験 を 積 む 期 間 と し て も 福 祉 ホ ー ム の 利 用

は 有 効 で あ る と 思 わ れ 、 身 体 障 が い 者 の 利 用 が

可 能 な ホ ー ム の 増 加 が 望 ま れ る 。 本 人 に つ い て

は 、 当 面 、 福 祉 ホ ー ム と 通 所 （ 機 能 訓 練 ） の 利

用 と な る た め 、 他 サ ー ビ ス 事 業 所 と も 連 携 し 、

就 労 も 含 め 、 将 来 的 な 方 向 を 検 討 し 、 支 援 し て

い く 。

＊ 評 価 ・ 考 察 ＊

　 身 体 機 能 は 自 立 度 の 高 い ケ ー ス で あ っ た が 、

言 語 障 が い に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 不 安 、

聴 理 解 の 低 下 が あ り 、 地 域 （ 単 身 ） 生 活 に お い

て は 、 本 人 自 身 の 欲 求 が 表 出 し て こ な い の で は

な い か と い う 点 、 施 設 生 活 で 最 も 支 援 の 比 重 が

大 き い 生 活 管 理 （ 金 銭 ・ 健 康 等 ） 能 力 面 で の 不

安 に つ い て 、 生 活 環 境 や 支 援 体 制 の 構 築 が 課 題

で あ っ た 。 生 活 体 験 を 通 し て 、 本 人 自 身 が 具 体

的 な 生 活 の イ メ ー ジ を 持 つ こ と が 出 来 た 点 や 職

員 側 が 本 人 に 対 し て の 認 識 を 改 め る （ 事 前 評 価

以 上 の 生 活 能 力 が あ る ） こ と に な っ た こ と が 一

番 の 成 果 で あ ろ う 。 同 時 に 、 地 域 生 活 移 行 が 今

後 の 長 い 単 身 生 活 の 始 ま り で も あ り 、 緊 張 感 や

が ん ば り で 過 ご し た 短 期 間 の 体 験 期 間 と 異 な り 、

バ ラ ン ス を と り な が ら 過 ご し て い く こ と が 必 要

で あ る 。 生 活 の 中 で の 欲 求 や 困 り ご と な ど を 認

識 し 、 自 発 的 に 伝 え て い く こ と が 可 能 か 、 就 労

も 含 め て 、 将 来 的 に は ど の よ う に 過 ご し て い く

か な ど の 課 題 も 残 さ れ て い る 。 主 の よ う な ケ ー

ス の 場 合 、 習 慣 化 さ れ た 生 活 の 自 立 度 は 高 い も

の の 、 生 活 欲 求 を 表 出 し づ ら い た め 、 支 援 者 側

の 気 付 き も 必 要 と な る 。 こ の た め 、 本 人 を 支 え

る 支 援 者 の ネ ッ ト ワ ー ク が 重 要 で あ り 、 今 後 の

課 題 で も あ る 。

ひ と こ と
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　 一 人 暮 ら し は 障 が い を 負 っ て か ら 初 め て の 経 験

で 、 緊 張 し た し 、 非 常 に 疲 れ た 。 意 外 と 大 変 な 面

も あ っ た が 、 何 と か や れ そ う だ と 思 う 。 調 理 が 特

に 大 変 だ っ た の で 、 ヘ ル パ ー を 利 用 す る な ど 誰 か

に 協 力 し て 貰 い た い 。 一 人 で 夜 間 を 過 ご し 、 気 楽

で は あ っ た が 、 結 構 寂 し い も の だ と 実 感 し た 。 福

祉 ホ ー ム は 一 人 部 屋 だ が 、 他 に も 人 が 居 る と 思 う

と 安 心 で き る の で 、 入 居 が で き 、 よ か っ た と 思 っ

て い る 。
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＊ 参 考 資 料 ＊

※ 本 人 に 地 域 生 活 後 の 生 活 の 流 れ 、 利 用 サ ー ビ

ス に つ い て 説 明 時 使 用

　 　 　 ＜ 1 週 間 の 流 れ の 目 安 ＞
時間 月 火 水 木 金 土 日

６：００

７：００

８：００

９：００

１０：０

０

１１：０

０

１２：０

０

１３：０

０

１４：０

０

１５：０

０

１６：０

０

１７：０

０

１８：０

０

１９：０

０

起床

朝食（温

め）

★ヘルパ

ー作り置

き

通所へ

通所で昼

食

夕食（配

食）

起床

朝食

（配食）

通所へ

または

半年に

１回

眼科受

診

（５月、

１１月

の第２

火曜日

・東部

さくら

眼科）

★ H 通

院介護

利用

夕食

（配食）

起床

朝食（配

食）

通所へ

通所で昼

食

夕食（配

食）

起床

朝食（配

食）

通所へ

通所で昼

食

１４：０

０

通所送迎

で帰宅

１５：０

０

★ヘルパ

ー

第１・３

外出し、

銀行と買

い物

第２・４

・５はヘ

ルパーが

買い物

起床

朝食

（温め）

★ヘル

パー作

り置き

通所へ

通所で

昼食

夕食

（温め）

★ヘル

パー作

り置き

起床

朝食（配

食）

昼食（温

め）

★ヘルパ

ー作り置

き

7 月、 10

月、 1 月、

4 月の第

2 土曜は

買い物外

出

（地域生

活支援事

業）

夕食（配

食）

起床

朝食（配

食）

１０：３

０

ヘルパー

昼食（温

め）

★ヘルパ

ー作り置

き

夕食（温

め）

★ヘルパ

ー作り置

き
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夕食（ヘ

ルパー）

★介護給付（居宅介護）の支給決定内容

　　身体介護　 8 時間00分 / 月　　　家事援助等　 8 時間00分 / 月　　　通院介助　　 5 時間00分

/ 月

★利用サービス事業所

　１、北広島リハビリセンター通所（担当　斉藤）…月 ~ 金　10：00～16：00（木のみ15：00帰宅）

２、障害者支援センターみらい（担当　高橋）…サービス調整、金銭管理の支援、困りごと等

　３、ヘルパーステーション四恩園（担当　菊池）…買い物、食事、通院の手伝い

　４、配食サービス（ハーモニー）…朝食 440 円（火水木土日）夕食 300 円（月火水土）
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モ デ ル ケ ー ス 事 例 （ ケ ー ス B ）

＊ 利 用 者 の 状 況 ＊
利用者氏名 M,W 性　別 　男・女 入所年月日 H13.１～

障がい　名 脳性麻痺 身障等級 1種2級 生年月日 　　　　（44歳）

地域生活移

行希望理由

　以前も地域での生活をしていたため、生活への不安はない。身体的なリハビリや金

銭管理の指導を受け自信も付いてきた。

家族の

　　要望

　母への依存が強く、母親自身も拒否できないため、ようやく精神的にも落ち着いた

現状を維持してほしい。これまでの経過から施設を出てほしくない。

施設側の

判断理由

　本人の単身生活への意欲が強い。精神科への定期的な通院、生活全般に関する判断

面への支援があれば、不安材料もあるが、生活は可能。

これまでの

支援経過

　授産施設や一般就労、結婚・離婚を経過し、施設に入所。精神的にも不安定で、母

への依存が強く、施設内においても職員への依存傾向は強いため、精神的な自立に向

けて繰り返し支援をしている状況。他者とのかかわりを強く求める傾向にあるが、自

己中心的な考えからトラブルになる事も多く、対人関係の調整をその都度行っている。

精神的には、精神科への定期受診により最近は安定した状況になっている。

　入所当初は授産施設利用及び就労を希望しており、 OTにて手芸を実施。作成過

程においても依存傾向、集中力の低下が見られていたが、徐々に改善が見られてい

る。最近は身体機能維持のために行っていた歩行器での歩行訓練に自発的に取り組

み、体重の減少も見られるなど、意欲的になっている。

　金銭管理が出来ずに離婚や住居の退去、家族への経済的負担になった経過があり、

入所後も管理が出来ず、金銭管理への支援は継続中。

＊ 生 活 支 援 目 標 と 支 援 計 画 ＊

　 今 後 に つ い て は 入 所 時 よ り 就 労 の 意 欲 あ り 。

行 動 へ の 他 者 依 存 が （ 常 に 意 見 を 求 め る ） 強 い

が 、 身 体 機 能 的 に は 高 レ ベ ル の 状 態 。 意 欲 的 な

発 言 や 、 過 去 に も 自 立 生 活 、 就 労 、 授 産 施 設 の

利 用 を 経 験 し て お り 、 早 い 時 期 で の 目 標 実 現 は

可 能 と 思 わ れ た も の の 、 精 神 不 穏 状 況 が 続 き 、

早 期 移 行 を 断 念 し た 経 緯 が あ る 。

　 昨 年 頃 よ り 将 来 の 生 活 に 向 け 、 訓 練 や 生 活 管

理 へ の 取 り 組 み 姿 勢 に も 向 上 が 見 ら れ る が 、 幼

児 性 が あ り 、 自 己 を 高 く 評 価 し て お り 、 認 識 力

の 甘 さ や 判 断 力 の 欠 如 、 忍 耐 力 の 低 下 は 否 め な

い 。 就 労 支 援 施 設 利 用 を 想 定 し た 場 合 、 医 療 面

を 含 め た 健 康 管 理 、 金 銭 管 理 、 栄 養 管 理 な ど の

自 己 管 理 は 不 可 欠 で あ る が 、 現 状 と し て は 毎 日

の 作 業 継 続 や 生 活 管 理 に は 常 時 支 援 が 必 要 な 状

況 。 精 神 科 受 診 は 、 現 在 施 設 対 応 で 継 続 し て い

る が 、 本 人 自 身 に は 自 覚 が 無 く 、 精 神 科 通 院 、

服 用 管 理 面 で の 不 安 が 大 き い 。 以 前 、 地 域 生 活

を 送 っ て い た 経 過 （ 不 穏 状 況 ・ ト ラ ブ ル ） か ら

も 家 族 の 不 安 は 大 き い 。 こ の 為 、 地 域 生 活 移 行
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の 可 能 性 は あ る が 、 施 設 で の 訓 練 や 生 活 状 況 を

見 極 め な が ら 慎 重 に 移 行 準 備 と 可 否 を 判 断 し て

い く 必 要 が あ る 。

＊ 支 援 経 過 ＊ 　 ※ モ デ ル 事 業 開 始 前 の 状 況
年月日 支援（活動）内容

19．4.26 本人と面談～今後の生活目標について

　新制度移行後は機能訓練を選択。将来は授産施設なども検討したいとのこと。

地域生活移行に向けた情報提供。準備について協議。

　　8.13 家族と協議～将来目標と新制度の利用サービス希望について

　地域生活移行には不安があるが、本人の状況により家族も判断していきたい。

※ モ デ ル 事 業 受 託 後 の 状 況
年月日 支援（活動）内容

19.9

～ 10

月

地域生活移行モデル事業について施設担当者会議

支援計画に基づいた地域生活移行の勧め方を検討

訓練士による機能評価の実施

地域生活移行に向けた課題整理～精神面のサーポート・授産施設利用について

11月 支援計画の検討～授産施設の情報提供、見学の実施

地域生活移行に向けた課題整理～精神面のサーポートについて

　　　　　　　　　　　　　　　地域生活移行は焦らず、適した生活環境を検討

本人と面談～授産施設利用について

12.13 家族と協議～生活状況と将来目標について

　日中の活動に意欲的に取り組み精神状況も安定。日に数十回としていた母への電

話連絡も意識的に減少させることができている。授産施設利用に向けた作業種目に

取り組んでいる。

　12.17 施設担当者会議（FIM会議）～生活状況評価

20.1．23 社会適応訓練実施～屋外の機能評価、買い物等のトレーニング

＊ モ デ ル 事 業 に お け る 支 援 結 果 と 今 後 の 支 援 内 容

に つ い て ＊

　 主 の 場 合 、 地 域 生 活 移 行 の 不 安 材 料 と し て 精

神 的 な 面 へ の サ ー ポ ー ト 体 制 が あ る 。 遠 方 に 住

み 、 高 齢 で あ る 母 親 へ の 依 存 が 強 く 、 地 域 生 活

移 行 に よ り そ の 負 担 が 一 層 増 す こ と を 家 族 は 懸

念 し て い る 。

　 身 体 機 能 面 で の 自 立 度 は 高 い が 、 日 常 生 活 に

お け る 助 言 等 の 支 援 が 常 に 必 要 な 状 態 （ 施 設 内

で は 毎 日 職 員 へ 意 見 を 求 め て く る 状 態 ） で あ り 、

そ れ に よ っ て 精 神 的 な 安 心 を 得 て い る 面 が あ る 。

こ の た め 、 グ ル ー プ ホ ー ム な ど の 生 活 支 援 者 が

常 時 か か わ り を 持 て る よ う な 生 活 環 境 が 望 ま し

い と 思 わ れ る が 、 現 時 点 で 適 し た 環 境 は 無 く 、

ま た 、 就 労 へ の 意 欲 が 高 い こ と か ら 、 授 産 施 設
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で の 作 業 を 中 心 と し た 生 活 を 考 え て い る 。 自 立

生 活 と 就 労 （ 授 産 施 設 ） の 同 時 実 現 は 主 の 精 神

的 な 面 を 考 慮 す る と 負 担 が 大 き い と 思 わ れ 、 利

用 し た い 授 産 施 設 も 主 の 意 識 の 中 で 具 体 化 し て

い る た め 、 当 面 は 授 産 施 設 の 入 所 を 近 い 目 標 と

し 、 地 域 生 活 移 行 も 視 野 に 入 れ た 生 活 面 の ト レ

ー ニ ン グ を 実 施 し て い く 。

＊ 考 察 ＊

　 地 域 生 活 実 現 に つ い て は 、 身 体 機 能 的 な 側 面

よ り も 精 神 的 な 自 律 が 大 き な 課 題 と な っ て い る 。

日 常 生 活 の 僅 か な 面 で 助 言 等 の 支 援 が あ る こ と

で 自 立 可 能 な ケ ー ス で あ り 、 一 人 暮 ら し の 孤 独

よ り も 、 他 者 と の 接 触 を 好 ん で お り 、 グ ル ー プ

ホ ー ム な ど の 形 態 が 必 要 と 思 わ れ る 。 同 時 に 人

間 関 係 に 幼 稚 な 面 か ら 利 用 者 間 の ト ラ ブ ル を 抱

え や す く 、 ス ト レ ス に な る た め 、 支 援 者 が サ ー

ポ ー ト に 入 れ る 体 制 が 望 ま し い 。

　 こ の よ う な ケ ー ス に 対 す る 支 援 体 制 が 入 所 施

設 に 限 ら れ て い る 現 状 と 遠 方 に 居 住 す る 家 族 の

不 安 や 負 担 を 考 慮 し た こ と に よ り 地 域 生 活 移 行

に は 繋 が ら な か っ た 。 た だ し 、 本 人 自 身 は 具 体

的 な 入 所 授 産 施 設 （ 就 労 ） 先 が 定 ま り 、 意 欲 的

な 状 態 で あ り 、 生 活 環 境 の 変 化 、 新 た な 対 人 関

係 か ら 来 る ス ト レ ス を 考 慮 す る と 必 ず し も 一 度

に す べ て を 実 現 す る こ と が 最 良 と は 限 ら な い で

あ ろ う 。 ま た 、 多 く の 情 報 が 逆 に 本 人 自 身 の 混

乱 を 招 く 場 合 も あ り 、 こ の よ う な ケ ー ス の 場 合 、

本 人 を 十 分 に 把 握 し た 支 援 者 に よ る マ ネ ジ メ ン

ト が 重 要 に な っ て く る の で は な い か と 思 わ れ た 。

　 精 神 面 の 安 定 に 数 年 を 要 し た 経 緯 か ら も 、 今

後 、 本 人 の 生 活 環 境 の 変 化 に 伴 い 、 新 た な 人 間

関 係 や ト ラ ブ ル 、 ス ト レ ス が 発 生 し て く る と 思

わ れ る が 、 そ れ ぞ れ の 場 で の 支 援 が 途 切 れ る こ

と な く 、 特 に 精 神 面 の サ ー ポ ー ト が 継 続 さ れ る

こ と が 必 要 で あ る 。 生 活 環 境 や 地 域 が 代 わ っ て

も 必 要 な 支 援 体 制 が 継 承 さ れ て い く こ と が 望 ま

し い 。 家 族 に と っ て も そ う し た 支 援 体 制 の 不 足

が 一 番 の 不 安 点 （ 『 不 穏 な 状 況 に 戻 っ て し ま う

の で は な い か 』 ） で あ る た め 、 生 活 環 境 を 十 分

に 検 討 し 、 地 域 生 活 の 中 で ど の よ う に 支 援 体 制

を と っ て い け る の か 、 継 続 性 を ど の よ う に 作 っ

て い く か 今 後 の 課 題 で あ る 。
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モ デ ル ケ ー ス 事 例 （ ケ ー ス C ）

＊ 利 用 者 の 状 況 ＊
利用者氏名 Y.Y 性　別 　男・女 入所年月日 H15.11～

障がい　名 脳梗塞右片麻痺 身障等級 1種1級 生年月日 　　　　（46歳）

経済状況 障害基礎年金1級 通院先

医療管

理

高血圧症のため、降圧剤と抗痙攣剤服用。

肥満傾向あり、生活習慣病等の留意が必要。

A　D　 L

食事 調理動作は介助要す 服薬 自立

排泄 日中、夜間ともトイレにて自立 金銭 自立

移動 車椅子、杖の併用 入浴 手すり等の環境により自力可能

整容 自立、自発的に身支度可能 買物 車椅子使用で介助あれば可能

掃除 車椅子使用範囲は可能 洗濯 車椅子使用し、自立

コミュニケ

ーション等

失語症により喚語困難で、言いたい言葉がなかなかでない面があるが、対話者の配慮

によりコミュニケーションは充分可能。理解力も日常レベルの問題は無い。

家族関係 市内に離婚した妻と子供家族が在住。普段より子供の行事に合わせた交流が保たれて

いる。妻は稼働しており、生活上の援助は出来ないが、現状の維持を伴に望んでいる。

地域移行へ

の要望

働く事への意欲は無い。妻や子供との交流が図れる範囲での生活と機能訓練の継続を

望んでいる。(H１９．５現在)

＊ 生 活 支 援 目 標 と 支 援 計 画 ＊

施 設 入 所 後 、 離 婚 に 至 っ た 経 緯 が あ る た め 、 以

前 は 今 後 の 生 活 の 不 安 か ら か 、 現 状 や 今 後 の 事

に 対 し て 話 を す る と 話 題 を 逸 ら し 、 具 体 的 な 検

討 を 拒 否 。 妻 と 復 縁 す れ ば 良 い と の 考 え で 、 将

来 目 標 が 定 め ら れ な か っ た 。 今 年 度 、 家 族 で 再

協 議 の 結 果 、 復 縁 は 断 念 。 一 時 は 地 域 生 活 の 意

欲 も 低 下 し て い た が 、 そ の 後 も 前 妻 、 子 供 の 面

会 や 外 出 の 協 力 が 定 期 的 に 得 ら れ て い る こ と も

あ り 、 自 身 の 将 来 の 生 活 を 再 度 見 つ め 直 し 、 自

立 生 活 を し な が ら 前 妻 も 含 め 子 供 と の 関 係 を 維

持 し て き た い と 前 向 き な 思 い が 見 ら れ る よ う に

な っ た 。 以 前 よ り リ ハ ビ リ に は 積 極 的 で 、 少 し

ず つ で は あ る が 、 機 能 的 な 改 善 を 自 身 で 実 感 で

き て い る た め 、 地 域 生 活 に 向 け た 具 体 的 な ト レ

ー ニ ン グ を 実 施 す る と 伴 に 、 住 居 選 定 の 支 援 や

社 会 資 源 、 サ ー ビ ス に つ い て の 情 報 提 供 を 行 っ

て い く 。

＊ 支 援 経 過 ＊ 　 ※ モ デ ル 事 業 開 始 前 の 状 況
年月日 支援（活動）内容

19．4.11 本人・前妻と面談～将来目標、希望する生活について

　本人は妻との生活を要望しているが、妻は受け入れが難しいとのこと。

　　5.30 本人と面談～将来目標と新制度の利用サービス希望について
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　妻との同居は難しいため、市内での自立生活を希望。このため、 10 月新制度

移行時は機能訓練事業を選択する。

　　6.11 父・叔父と面談～本人の自立生活要望について

　 ※ モ デ ル 事 業 受 託 後 の 状 況
年月日 支援（活動）内容

19.9

～ 10

月

地域生活移行モデル事業について施設担当者会議

面談～地域生活移行モデル事業について

支援計画に基づいた地域生活移行の勧め方を検討

訓練士による機能評価の実施

地域生活移行に向けた課題整理～住宅確保の問題等

　　11月 地域生活体験事業（宿泊体験）の準備→住宅確保に手間取る

　　11.21 社会適応訓練実施～屋外の機能評価、買い物等のトレーニング

　　11.28 面談～地域生活移行（福祉ホームの利用）について

　地域生活を目標としているが、入居時期が予想よりも早いため、心の準備が出

来ないとの話が出る。具来的な生活のイメージが持てない様子。

　　12月 地域生活移行に向けた課題整理（施設担当者会議の開催）

地域生活体験事業（宿泊体験）の準備～体験に伴う支援計画の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体機能上、札幌市の住居使用を決定。

　　12.17 施設担当者会議（FIM会議）～生活状況評価

　　12.18 面談～地域生活移行（福祉ホームの利用）について

4月開設の福祉ホームに入居し、地域生活を始める気持ちが固まる

20.1．9 体験事業の生活支援内容打ち合わせ（施設担当者会議）

体験についてのサービス利用、生活内容について本人と協議（実施まで数回）

　　1.11 体験時利用の居宅サービス事業所と打ち合わせ

　　1.16 生活体験（宿泊）場所の見学

　　1.17 体験時の生活評価方法について打ち合わせ（施設担当者会議）

　　1.18 住居のバリアフリー化について、福祉機器業者と打ち合わせ

　　1.21 居宅サービス事業所と体験時の予定等打ち合わせ、サービス利用費の見積もり依頼

担当訓練士との入浴動作の課題について協議

　　1.25 居宅サービス事業所にサービス利用費の見積もり内容確認

体験時の生活内容を本人と最終確認

　　1.29 調理動作訓練実施

　　2.1

～ 2.3

地域生活体験（宿泊体験）の実施

　居宅サービス事業所と最終打ち合わせ～体験期間の予定について

　相談担当者、担当訓練士体験先訪問（初日のみ）～生活動作の確認と指導

　　2.4 面談～体験事業の感想等

　本人より次回の体験者に生かしてほしいとの要望が幾つか出される。

　　2.8 担当職員（相談員・訓練士）による福祉ホームの見学

　　2.20 体験事業の反省について（施設担当者会議）

本人の機能評価、地域生活に向けた課題の整理

　　3月

3.7

地域生活準備

・本人と面談 ( 障がい者支援センターみらい来所 ) ～居宅サービス利用等地域生

活全般について意向確認

10 ・みらいと協議～日用生活用具などの給付について
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12 ・支援自治体（北広島市）へ確認～特別障害者手当の受給について

　経済的な問題あり、受給対象化どうか確認→対象外

13 ・福祉ホーム「ほたる」見学実施。環境状況の確認（特に浴槽について）

→必要生活用品などについても確認。

14 ・本人と面談～福祉ホーム移行時のサービスについて協議

食事は配食サービス＋家事援助で準備。入浴は福祉ホームで浴槽への出入りは難

しいため、当面、ヘルパー（身体介護）利用し、日曜日にシャワー浴のみ利用。

他、入浴は通所利用時週２回利用予定。経済的には預貯金があるため、保護境界

層及び生活保護の受給は現時点で申請しない。

買い物は家族対応予定。

18 ・ホームヘルプサービス調整（四恩園ヘルパーステーション）と打ち合わせ

19 ・入浴補助用具・日常生活用具選定（本人、みらい、医療器担当者）

・家族（父）と面談～福祉ホーム移行予定日とサービス利用調整状況の説明。

　　必要生活用品の購入については、再度来所し家族対応で購入予定するとの事。

26 ・居宅介護サービス支給量決定≪身体介護３０Ｈ・家事援助３０Ｈ・通院介助（身体介護を

伴う）１０Ｈ・移動支援（身体介護有）２０Ｈ≫

29 ・日常生活支援用具の納品(福祉ホームへ)

31 ・施設退所し、福祉ホームの入居支援行う。

　北広島市役所へ転居手続き（住民票・手帳・保険証・○障の住所変更）

4.1 福祉ホームの入居（地域生活の開始）

・各種サービス内容への本人意見の確認

4.8 サービス事業所との変更・改善調整(福祉ホームへ訪問)

4.22 サービス調整会議（サービス担当者会議）の実施

　実際の地域生活後の状況確認と今後のサービス調整について

＊ 地 域 生 活 体 験 評 価 と 今 後 の 支 援 に つ い て ＊

　 身 体 機 能 的 に 体 験 先 で の 入 浴 動 作 は 困 難 で あ

っ た が 、 本 人 自 身 は 予 想 以 上 に 頑 張 り が 見 ら れ 、

浴 室 段 差 を 越 え る 事 に 30 分 、 入 浴 動 作 （ 浴 槽 の

利 用 が 困 難 だ っ た た め 、 シ ャ ワ ー 浴 の み ） に 1 時

間 を か け な が ら も 、 自 力 で 行 っ て い た 。 ま た 、

体 験 計 画 時 は 調 理 動 作 な ど に つ い て も メ ニ ュ ー

が 考 え ら れ な い 、 面 倒 だ と い う 様 子 が 見 ら れ た

が 、 実 際 に ヘ ル パ ー に 聞 き な が ら 努 力 し て い る

よ う で あ っ た 。 札 幌 の 住 宅 で の 体 験 が １ 番 手 だ

っ た と い う こ と も あ り 、 次 回 の 体 験 者 に 生 か し

て ほ し い と 意 見 を 幾 つ か メ モ し て 来 る 等 、 積 極

的 な 様 子 が 見 ら れ 、 今 回 の 体 験 が 本 人 の 地 域 生

活 に 向 け た 自 信 に 繋 が っ た よ う で あ る 。

　 福 祉 ホ ー ム の 利 用 に つ い て は 、 身 体 機 能 的 に

浴 室 の 利 用 が 困 難 な 状 態 で あ り 、 通 所 サ ー ビ ス

を 利 用 し て 入 浴 の 確 保 を し て い く 必 要 が あ る 。
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動 作 に 対 し て の 緊 張 が 強 く 、 疲 労 感 が 強 い た め 、

就 労 は 現 時 点 で 困 難 と 思 わ れ 、 徐 々 に で は あ る

が リ ハ ビ リ に よ り 身 体 機 能 が 向 上 し て き て い る

こ と を 自 覚 し て い る た め 、 本 人 の 要 望 ど お り 、

地 域 生 活 移 行 後 も 機 能 訓 練 事 業 （ 通 所 ） を 利 用

し 身 体 機 能 の 向 上 に 努 め て い く 事 と す る 。

＊ モ デ ル 事 業 に 関 す る 本 人 意 見 ＊

　 実 際 に 住 む 場 所 が 決 ま る ま で は 期 間 が 必 要 と

思 っ て い た の で 、 最 初 は 心 の 準 備 が 無 く 、 退 所

す る こ と が 非 常 に 不 安 に 思 え た 。 自 立 生 活 に 関

し て 、 一 人 暮 ら し の 不 安 が あ っ た が 、 生 活 体 験

の 際 に ヘ ル パ ー を 利 用 し 今 後 に つ い て イ メ ー ジ

す る こ と が 出 来 、 何 と か や っ て い け る と い う 自

信 に な っ た 。 リ ハ ビ リ を 続 け た か っ た の で 、 当

面 は 機 能 訓 練 に 通 所 す る こ と が で き て 安 心 し て

い る 。 妻 や 子 供 た ち と も 交 流 で き 、 こ れ ま で 通

り の 生 活 を 維 持 し な が ら 、 自 立 生 活 に 徐 々 に 慣

れ て い け る 環 境 な の で 、 今 は 満 足 し て い る 。

＊ 考 察 ＊

当 初 、 地 域 生 活 移 行 を 目 標 と し つ つ も 、 具 体 的

な イ メ ー ジ は な く 、 本 人 の 意 識 は 、 身 体 機 能 を

向 上 さ せ る こ と が 中 心 で あ っ た 。 本 来 で あ れ ば 、

住 居 の 決 定 ま で に 相 当 の 時 間 と 労 力 を 要 す る 状

態 で あ る が 、 今 回 の モ デ ル 事 業 を 通 し て 自 治 体

側 の 積 極 的 な 住 居 整 備 で ス ム ー ズ に 住 居 を 決 定

す る こ と が 出 来 た 。 身 体 障 が い 者 （ 車 い す 利 用

者 ） に と っ て 、 適 し た 住 居 が 少 な い 現 状 の 中 で 、

今 後 本 人 の 望 む 地 域 で の 生 活 を 現 実 の も の と し

て い く に は こ う し た 自 治 体 側 の 積 極 的 な 環 境 整

備 が 欠 か せ な い も の で あ る と 考 え る 。 生 活 体 験

を 通 し て 、 具 体 的 な 生 活 の イ メ ー ジ を 持 つ こ と

も 出 来 、 4 月 の 地 域 生 活 に 向 け て 具 体 的 な サ ー ビ

ス 調 整 に 入 る と こ ろ で あ る が 、 当 面 、 通 所 を 利

用 し 現 入 所 施 設 と の か か わ り を 継 続 で き る こ と

が 本 人 に と っ て も 一 番 の 安 心 の よ う で あ る 。 す

ぐ に サ ー ビ ス に 繋 が ら な い よ う な 生 活 上 の 細 か

な 不 安 や 配 慮 も あ り 、 精 神 面 も 含 め て 、 地 域 生

活 移 行 後 の 一 定 期 間 は 居 宅 サ ー ビ ス 側 と 入 所 先

側 で 連 携 を 図 り 、 利 用 者 の 地 域 生 活 サ ポ ー ト 体

制 を 作 っ て い く 必 要 性 を 改 め て 感 じ て い る 。

＊ 参 考 資 料 ＊ ※ 本 人 ・ 家 族 に 地 域 生 活 後 の 生 活 の

流 れ 、 利 用 サ ー ビ ス に つ い て 説 明 時 使 用
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サ ー ビ ス 予 定 表
日 月 火 水 木 金 土

朝食 自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

自炊

（ ト ー ス ト

・ 牛 乳 等 ）

AM 11:00 ～ 買 い

物

家 事 援 助

（ 昼 食 分 ）

10：00 迎え

通 所

９：３０迎え

通 所

９：３５迎え

通 所

９：３５迎え

通 所

１０：００迎え

通 所

昼食 へ・食事 通所食事 通所食事 通所食事 or

レ ス ト ラ ン

食 事

通所食事 通所食事 へ・食事

PM 14:00 ～

家 事 援 助 /

（ 夕 食 分 )

△ 入 浴

身 体 介 護

（ シ ャ ワ ー

浴 ）

15:30 ま で

通 所

○ 入 浴

通 所 通 所 通 所

○ 入 浴

通 所 ～

１ ４ ： ０ ０

終 了
家事援助/（昼食２

食分＋夕食２食分

 ＋（掃除）

身 体 介 護

（ 買 い 物 ）

14:30 ～ １

6 ： 30 ｏ ｒ

17:00 終 了

夕食

へ・食事

配食

サービス

( ハ ーモニ

ー )

配食

サービス

( ハ ーモニ

ー

配食

サービス

( ハ ーモニ

ー )

配食

サービス

( ハ ーモニ

ー )

へ ・食事 へ・食事

※月～金は北広島リハビリセンター更生部通所利用予定。（４/1より）

※介護保険（２号）or身体障害者福祉法⇒当面は身体障害者福祉法でサービス開始。

※隔週で掃除＋買い物

・居宅支援自己負担額→身体介護（４００円）・家事援助（１５０円）

・移動支援利用については→余暇活動事前に連絡し、ガイドヘルプサービス調整する。

　・居宅支援での本人との買い物支援時の交通う手段について→タクシーチケット利用＋自己負担。

★利用予定サービス

・ホームヘルプサービス（身体介護・家事援助）～四恩園

・日中活動 / 北広島リハビリセンター更生部通所（機能訓練事業）
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受診予定病院　北広島リハビリセンター診療部

※受診病院は北広島リハビリセンター診療部で継続受診。（定期検査＋薬処方）

相談窓口　北広島市障害福祉係（北広島市中央 4丁目 2番地 1 ）

℡　（代表）011-372-3311　ＦＡＸ　０１１－３８１－１０７３

　障がい者生活支援センター「みらい」（北広島市北進町１丁目５－２）

℡　（代表）011-37６ -７７７６　ＦＡＸ　０１１－３７６－７７７８

買い物購入内容　→　家族対応（父・叔母）

地 域 生 活 移 行 モ デ ル 事 業 　 実 施 報 告 ～ 北 広 島 リ ハ

ビ リ セ ン タ ー ～

１ ． 北 広 島 リ ハ ビ リ セ ン タ ー の 概 要

当 施 設 は 身 体 障 害 者 更 生 援 護 施 設 ( 更 生 部 ) 、 身

体 障 害 者 療 護 施 設 ( 療 護 部 ) の 併 設 施 設 と し て 、

入 所 定 員 170 名 を 抱 え る 大 規 模 施 設 で あ る 。 平 成

19 年 10 月 に 更 生 部 は 障 害 者 自 立 支 援 法 対 応 施 設

に 移 行 し 、 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 60 名 、 生 活 介

護 40 名 、 施 設 入 所 支 援 70 名 の 施 設 と な り 、 療 護

部 は 平 成 20 年 4 月 に 新 法 へ の 移 行 を 予 定 し て い る 。

地 域 生 活 移 行 に つ い て は こ れ ま で も 更 生 、 療 護

に 限 ら ず 利 用 者 個 々 の 意 向 に 基 づ い て 支 援 を 実

施 し て き た 実 績 が あ る が 、 今 回 の 地 域 生 活 移 行

モ デ ル 事 業 に つ い て は 、 有 期 限 利 用 が 定 め ら れ

て い る 機 能 訓 練 の 利 用 予 定 者 を 対 象 に 3 ケ ー ス を

設 定 し た 。

２ ． 北 広 島 リ ハ ビ リ セ ン タ ー 更 生 部 の 地 域 生 活 移

行 状 況

更 生 部 入 所 利 用 者 の 多 く は 中 途 障 害 者 で あ り 、

特 に 脳 血 管 障 害 が 8 割 近 く を 占 め 、 平 均 年 齢 は 55

歳 、 身 体 機 能 改 善 や 労 働 に つ い て も 微 妙 な 年 齢

に 差 し 掛 か っ て く る 頃 で あ る 。 昨 年 （ 18 年 度 ）

実 績 で は 施 設 退 所 13 名 の 内 、 地 域 生 活 移 行 は 5 名

で あ り 、 年 々 退 所 者 数 に 占 め る 割 合 は 地 域 生 活

移 行 よ り も 他 施 設 や 医 療 機 関 へ の 移 行 数 が 多 く

な っ て き て い る 現 状 に あ る 。 ま た 、 地 域 生 活 移

行 に お い て は 、 出 身 地 に 帰 る ケ ー ス は ほ と ん ど

無 く 、 居 宅 サ ー ビ ス や 住 居 の 充 実 し て い る 札 幌

圏 で の 生 活 が 増 え て い る 。 単 身 者 が 多 い こ と も

あ り 、 地 域 生 活 移 行 に 向 け た 支 援 は 住 居 を 探 す

所 か ら 始 め て い る 状 況 で あ る 。

３ ． こ れ ま で の 地 域 生 活 移 行 ケ ー ス に お け る 課 題
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① 　 住 む 場 所 を 探 す 、 地 域 の 社 会 資 源 等 の 情 報

収 集 や 調 整 に 多 大 な 労 力 を 要 す 。 障 害 の 状 態 に

よ っ て も 生 活 条 件 が 異 な る た め 、 細 か な 点 ま で

確 認 が 必 要 で マ ン ツ ー マ ン の 支 援 に な る 。

② 　 施 設 入 所 者 に と っ て 、 受 傷 後 の 地 域 生 活 は

未 知 の 領 域 で あ る た め 不 安 が 大 き い 。 退 所 す る

に は か な り の 勇 気 が 居 る 状 態 で あ り 、 退 所 後 の

相 談 場 所 が 少 な い 。

③ 　 日 中 活 動 の 場 が 少 な く 、 閉 じ こ も っ た 生 活

に な り が ち 。

④ 　 単 身 生 活 者 は 一 人 で の 時 間 が 長 く 、 孤 独 に

な り や す い 。

⑤ 　 施 設 の 生 活 に 慣 れ る に 従 っ て 、 地 域 で 暮 ら

す 意 欲 が 低 下 、 場 合 に よ っ て は 施 設 を 追 い 出 さ

れ る と い う 感 覚 に な っ て し ま う た め 、 意 欲 面 の

支 援 を 意 図 的 に 行 う 必 要 が あ る 。

⑥ 　 地 域 生 活 後 、 想 定 を 越 え た 状 況 を 体 験 し 、

体 調 を 崩 す 、 怪 我 を す る 利 用 者 が 少 な く な か っ

た 。

⑦ 　 退 所 後 の 他 サ ー ビ ス 事 業 者 と の 関 係 が 確 立

す る ま で 、 退 所 し た 後 も １ ～ ３ ヶ 月 程 度 は ア ド

バ イ ス や 調 整 ( 仲 立 ち ) が 必 要 で あ っ た 。

⑧ 　 単 身 者 は 特 に 家 財 道 具 な ど を そ ろ え る 事 か

ら 始 め な け れ ば な ら ず 、 資 金 面 ・ 人 的 な 支 援 が

少 な い 。

⑨ 　 賃 貸 契 約 の 際 の 保 証 人 が 得 ら れ な い 。 又 は 、

契 約 時 身 体 障 害 と い う 事 で 断 ら れ る 事 が あ っ た 。

４ ． 地 域 生 活 移 行 に 向 け た 個 別 支 援 の 課 題

① 　 自 己 認 識 に 乏 し く 、 現 実 的 な 計 画 が 立 て ら

れ な い 利 用 者 も 多 い 。

② 　 規 則 的 で 管 理 さ れ た 施 設 の 生 活 に な れ て し

ま い 自 発 的 に 考 え た り 、 行 動 す る 事 が 少 な い た

め 、 自 分 の 生 活 に つ い て 考 え ら れ な い 。

③ 　 ト ラ ブ ル は 職 員 が 解 決 し て く れ る と い う 依

存 が あ る 。 → 地 域 生 活 移 行 後 の ト ラ ブ ル は ど う

す る か ？ 自 発 的 に 相 談 機 関 に 発 信 で き る か ？

④ 　 経 済 的 余 裕 、 人 的 な 支 え が 少 な い 。 ( 生 活 準

備 資 金 の 不 足 、 保 証 人 や 福 祉 サ ー ビ ス 外 の 支 援

が 無 い )

⑤ 　 利 用 者 、 家 族 と も 安 心 の 面 で 、 施 設 で の 生

活 を 望 む 傾 向 が 見 ら れ る 。

⑥ 　 最 初 か ら 、 あ き ら め の よ う な 感 覚 が あ り 、

実 現 意 欲 に 繋 が ら な い 。
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５ ． 地 域 生 活 体 験 （ 宿 泊 体 験 ） の 実 施 に つ い て

１ ） 地 域 生 活 体 験 の 必 要 性

① 　 こ れ ま で の 当 施 設 に お け る 地 域 生 活 移 行 の

課 題 （ 上 記 ） か ら 、 よ り 利 用 者 自 身 の 意 欲 や

生 活 欲 求 を 引 き 出 す 必 要 性 が あ る と 感 じ ら れ

た 。

② 　 モ デ ル ケ ー ス を 通 し て 、 具 体 的 に 退 所 後 の

生 活 を イ メ ー ジ す る 必 要 性 が 強 く 感 じ ら れ た 。

障害を負った後の生活体験が無く、外泊経•
験 に も 乏 し い た め 、 施 設 を 離 れ た 環 境 で ど の

よ う に 生 活 で き る か 、 何 が 困 り 事 か 想 像 が 付

い て い な い 。

何から考え、準備すべきか、職員任せになっている。誰かが助けてくれるという気持ちが•
あ る 。

施設では自発的に行動しなくても生活が成•
り 立 つ た め 、 生 活 上 の 細 か な 事 を 自 分 で 考 え

調 整 す る 習 慣 が 出 来 て い な い 。

健康管理、金銭管理が出来るかどうか？予•
想 外 の 出 来 事 に 対 処 で き る か ？ ヘ ル パ ー や 地

域 の 方 と の 意 思 疎 通 関 係 、 自 分 の 意 思 が 伝 え

ら れ る か 等 々 施 設 内 で は 判 断 が つ き 難 い 点 が

あ る 。

外出訓練や調理動作訓練で動作の確認は出来ているが、判断力や手順等慣れが必要な面が•
あ る 。

③ 　 地 域 生 活 移 行 ケ ー ス に 応 じ て そ の 都 度 試 行

錯 誤 を 繰 り 返 し て い る が 、 施 設 内 の シ ス テ ム

に つ い て も 検 証 す る 必 要 が あ る 。

２ ） 地 域 生 活 体 験 （ 宿 泊 体 験 ） 実 施 ま で の 準 備

経 過

① 　 体 験 場 所 の 検 討 （ 車 イ ス 利 用 者 に 適 し た 住

居 が 少 な い こ と 、 一 時 的 な 使 用 の た め 、 契 約

関 係 や 手 す り 、 段 差 解 消 な ど の バ リ ア フ リ ー

化 が 難 し い こ と な ど で 体 験 場 所 決 定 ま で に 時

間 を 要 し た ）

② 　 体 験 場 所 の 決 定 ～ 北 広 島 市 内 、 札 幌 市 内 マ

ン シ ョ ン の ２ 箇 所

③ 　 体 験 す る 利 用 者 の 選 定 （ 生 活 環 境 上 、 制 約

が 多 い た め 利 用 者 を 限 っ た ） と 説 明

④ 　 体 験 予 定 利 用 者 の 支 援 計 画 作 成

⑤ 　 体 験 予 定 利 用 者 と 生 活 内 容 の 検 討 （ 面 談 に

よ る 計 画 の 検 討 ） を 複 数 回 実 施

⑥ 　 実 施 ま で に ヘ ル パ ー 事 業 所 等 関 連 機 関 と の

打 ち 合 わ せ を 複 数 回 実 施
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⑦ 　 打 ち 合 わ せ 後 、 計 画 書 を 修 正

⑧ 　 体 験 時 の 職 員 の 役 割 分 担 、 打 ち 合 わ せ

⑨ 　 職 員 に よ る 現 地 の 見 学 、 調 査 を 数 回 実 施

⑩ 　 体 験 場 所 の 環 境 整 備 （ 日 用 品 等 生 活 必 需 品

の 用 意 ）

⑪ 　 手 す り や 段 差 解 消 な ど 福 祉 用 具 の 選 定 に 福

祉 用 具 業 者 見 学 。 そ の 他 、 ヘ ル パ ー 側 も 独 自

に 現 地 確 認 行 う

⑫ 　 体 験 予 定 利 用 者 の 現 地 見 学 の 実 施 → 体 験 へ

の 心 構 え 、 利 用 者 自 身 の 計 画 を 協 議

⑬ 　 事 前 に 利 用 者 の 情 報 提 供 を ヘ ル パ ー 事 業 所

に 書 面 及 び 口 頭 で 伝 え る

⑭ 　 ヘ ル パ ー 側 か ら の 要 望 に よ り 、 支 援 内 容

（ ど の 程 度 ま で 見 守 る か 、 手 伝 う か ？ ） を 明

確 に す る → 事 前 に 家 事 動 作 や 外 出 （ 買 い 物 ）

訓 練 を 実 施 し 、 評 価 を 元 に 計 画 し 、 要 請 す る

⑮ 　 個 別 評 価 表 の 作 成 （ ヘ ル パ ー に も 体 験 時 の

評 価 を 依 頼 ）

⑯ 　 体 験 当 日 、 支 援 す る ヘ ル パ ー と の 最 終 確 認

の 実 施 （ ３ ０ 分 ～ １ 時 間 程 度 ）

３ ） 地 域 生 活 体 験 （ 宿 泊 体 験 ） の 実 施 要 領 ( 簡 略 )

＜ 地 域 生 活 体 験 の 方 法 ＞

① 　 初 期 体 験 （ 1 泊 2 日 ） ： １ / ２ １ ～ １ / ３ ０ の 間 

･ ･ ･対象　６名 ( モ デ ル ケ ー ス 含 む )

• 住 居 ス ペ ー ス に 制 限 が あ る た め 、 身 体 機 能

上 可 能 な 利 用 者 を 対 象 と す る 。

• 夕 食 ～ 夜 間 ～ 翌 朝 （ 朝 食 ま で ） の 単 身 生 活

の 体 験 を 行 い 、 次 の 体 験 事 業 計 画 の 基 と す る 。

② 　 生 活 体 験 ( 在 宅 ) 型 （ ２ 泊 ３ 日 ） ～ ２ / １ ～ １

７ の 間 　 　 　 … 対 象 　 3 名 ( モ デ ル ケ ー ス 含 む )

• 特 に 、 就 労 や 通 所 な ど を 予 定 し て い な い 利

用 者 を 対 象 と す る 。

• 体 験 日 程 （ 日 課 ） を 個 々 に 計 画 し 、 ヘ ル パ

ー 調 整 す る 。

• 2 日 目 に ガ イ ド ヘ ル プ を 2 時 間 利 用 す る 。 内

容 、 行 き 先 等 は 個 々 に 計 画 。

③ 　 通 所 型 （ 3 泊 4 日 ） 体 験 ： ２ / ４ ～ ２ / １ ８ の 間 

･ ･ ･対象　２名 ( モ デ ル ケ ー ス 含 む )

• 地 域 生 活 移 行 後 は 通 所 で の 日 中 活 動 を 予

定 し て い る 利 用 者 を 対 象 と す る 。

• 居 住 先 は 初 期 体 験 と 同 様 、 夕 方 ～ 翌 日 朝

食 後 ま で と し 、 日 中 は 施 設 に 戻 り 、 日 中 活 動

に 参 加 す る 。
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④ 　 就 労 体 験 型 （ ３ 泊 ４ 日 ） ～ ２ /４～２１の間　　　 ･ ･ ･

対 象 　 ３ 名

• 宿 泊 体 験 中 、 就 労 （ 就 労 支 援 施 設 ） 先 の 見

学 、 体 験 実 習 を 行 う 。

• 体 験 日 程 （ 日 課 ） を 個 々 に 計 画 し 、 ヘ ル パ

ー 調 整 す る 。

• 就 労 体 験 先 へ の 通 勤 は 地 下 鉄 利 用 者 1 名 、 他

は 送 迎 サ ー ビ ス 利 用 。

• 就 労 体 験 中 の 昼 食 は 、 体 験 先 に 委 託 （ お 弁

当 ） 。

＜ そ の 他 ＞

• 体 験 中 の 生 活 支 援 は 出 来 る だ け 、 別 事 業 所

の 居 宅 サ ー ビ ス を 利 用 す る 。

• 体 験 予 定 日 の 前 後 及 び 初 日 に つ い て は 、 職

員 が 訪 問 し 能 力 評 価 を 行 う 。

• 緊 急 連 絡 は 携 帯 電 話 と し 、 夜 間 の 緊 急 時 は

連 絡 を 受 け た 職 員 が 対 応 す る 。

４ ） 地 域 生 活 体 験 （ 宿 泊 体 験 ） の 実 施 評 価

　 　 　 ※ 個 々 の 評 価 表 、 実 施 後 の ま と め は 別 紙 に

て 記 載

① 　 当 初 、 体 験 に つ い て の 利 用 者 の 反 発 （ 施 設

を 出 さ れ る の で は 無 い か ） も 予 測 さ れ て い た が 、

訓 練 で あ る こ と を 全 面 に し て い た た め 、 一 部 利

用 者 か ら 疑 念 の 声 が 上 が っ て い た も の の 、 体 験

ま で の 日 程 を 担 当 相 談 員 や 訓 練 士 と 計 画 を 立 て

な が ら 、 前 向 き に 体 験 を 実 施 す る 事 が 出 来 た 。

② 　 体 験 中 は 緊 張 感 が 強 く 、 室 内 の 整 理 や 外 出

の 準 備 の た め に 、 普 段 よ り 早 い 時 間 帯 （ ４ ～ ５

時 ） に 起 床 す る な ど の 様 子 が 見 ら れ た り 、 事 前

に 行 っ て い た 入 浴 動 作 な ど も 緊 張 か ら 失 敗 す る

と い っ た 状 況 も 見 ら れ た 。

③ 　 体 験 し た 利 用 者 の ほ と ん ど が 熱 心 に 取 り 組

み 、 今 後 の 生 活 に つ い て 具 体 的 に イ メ ー ジ が 付

く よ う に な っ た 事 や 利 用 者 間 で 体 験 時 の 情 報 交

換 を 行 い 、 次 に 繋 げ る 様 子 が 見 ら れ た 事 や 今 回

体 験 に 参 加 出 来 な か っ た 利 用 者 も 地 域 で の 生 活

が 身 近 に 感 じ ら れ る よ う に な り 、 全 体 と し て 地

域 生 活 移 行 に 向 け た 気 持 ち の 高 ま り が 見 ら れ る

相 乗 効 果 が 発 生 し た 。

④ 　 体 験 期 間 は 初 期 体 験 と し て １ 泊 ２ 日 を 実 施

し 、 そ の 後 利 用 者 の 生 活 目 的 に 応 じ て ２ 泊 ３ 日

と ３ 泊 ４ 日 を 実 施 し た が 、 住 居 の 問 題 も あ り １

泊 ２ 日 を 体 験 で き ず に 複 数 泊 し た 利 用 者 の ト ラ
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ブ ル が 目 立 っ た こ と 。 １ 泊 ２ 日 し か 体 験 で き な

か っ た 利 用 者 は 期 間 が 短 す ぎ る と 感 じ ら れ た こ

と や 特 に 就 労 を 含 め た 体 験 を 行 っ た 利 用 者 は ３

泊 ４ 日 に つ い て も 短 す ぎ る と の 声 が 出 て い た 。

こ れ ら は 、 職 員 側 が 計 画 時 に 利 用 者 の 疲 労 感 や

不 安 感 を 考 慮 し 設 定 し た も の で あ る が 、 予 想 外

に 体 験 し た 利 用 者 が 意 欲 的 で あ っ た か ら と 思 わ

れ る 。

⑤ 　 こ れ ま で 、 施 設 を 出 て 行 く こ と へ の 利 用 者

の 抵 抗 感 を 強 く 感 じ て い た が 、 今 回 の 体 験 を 通

し て 利 用 者 自 身 は 地 域 で の 生 活 を 望 み つ つ も 不

安 や あ き ら め が 先 に 立 っ て し ま っ て い る と い う

認 識 を 強 く す る こ と が 出 来 た 。

⑥ 　 高 次 脳 機 能 障 害 の 利 用 者 ほ ど 、 口 頭 の 説 明

で は 理 解 出 来 な い が 、 （ 理 解 し た と の 意 思 表 示

を し て い て も 理 解 し て い な い 事 が あ る ） 実 際 に

体 験 す る 事 で 始 め て 理 解 や 覚 え る こ と が 出 来 た 。

⑦ 　 地 域 生 活 体 験 の 有 効 性 ～ 当 施 設 の 利 用 者

（ 身 体 障 害 者 ） に と っ て 、 身 体 に 障 害 を 抱 え な

が ら 地 域 で 生 活 す る 事 は 容 易 な 事 で は な く 、 住

居 や 家 族 等 の 支 援 者 、 経 済 的 課 題 、 病 状 の 管 理 、

不 安 等 様 々 な 理 由 か ら 地 域 生 活 の 意 思 を 利 用 者

自 身 が 閉 ざ し て い る 場 合 も 多 い 。 地 域 生 活 体 験

は こ う し た 意 思 や 意 欲 を 引 き 出 す き っ か け に も

な る と 思 わ れ る 。

６ ． 地 域 生 活 体 験 事 業 の 課 題

① 　 体 験 場 所 の 課 題 と し て 、 多 く は 車 椅 子 を 利

用 し た 生 活 で あ る た め 、 間 口 や 段 差 、 フ ロ ー リ

ン グ 、 浴 室 、 ト イ レ の 広 さ や 手 す り 等 々 ハ ー ド

面 で の 制 約 は 多 く 、 尚 且 つ 障 害 に よ り 適 度 さ に

つ い て は 微 妙 に 異 な る た め 、 す べ て の 利 用 者 に

適 し た 場 所 の 確 保 は 困 難 で あ る 。 同 時 に 一 時 的

な 体 験 の 場 で あ る 以 上 、 手 す り を 取 り 付 け る な

ど の 改 築 は 困 難 で あ り 、 身 体 障 害 者 に 適 し た 住

居 の 少 な さ が 改 め て 痛 感 さ れ た 。 施 設 の 職 員 が

必 要 に 応 じ 体 験 中 の 支 援 を す る た め に も 近 郊 で

の 体 験 場 所 を 確 保 し た い 。

② 　 体 験 期 間 の 課 題 と し て は 、 最 初 の 体 験 と し

て 、 １ ～ ２ 泊 の 短 期 間 の 体 験 を 実 施 し た 後 、 利

用 者 の 目 標 に 合 わ せ て 長 期 間 の 設 定 が 必 要 。 最

低 で も １ 週 間 、 状 況 に よ り １ ヶ 月 程 度 の 体 験 も

必 要 と 思 わ れ る 。 特 に 、 就 労 目 的 の ケ ー ス や 金

銭 管 理 に 不 安 の あ る ケ ー ス は 長 期 体 験 が 必 要 。
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③ 　 施 設 を 離 れ た 場 所 で 体 験 す る 事 は 、 安 全 面

等 で の 課 題 も 残 さ れ て い る 。 今 回 は 緊 急 の 連 絡

手 段 と し て 携 帯 電 話 の 利 用 を 学 習 し 、 離 さ ず に

持 た せ た も の の 、 利 用 者 に よ っ て は 充 分 に 利 用

す る こ と が 出 来 な か っ た 。 ま た 、 家 族 の 不 安 も

あ る 為 、 夜 間 の 確 認 （ 今 回 は 不 安 な 利 用 者 に は

夜 間 、 ヘ ル パ ー 巡 回 を 利 用 し た ） や 体 験 中 の 事

故 対 応 に つ い て の 整 理 は 必 要 で あ る 。

④ 　 体 験 形 態 と し て は 利 用 者 の 地 域 生 活 後 の 目

標 に 合 わ せ 、 自 宅 で の 生 活 中 心 、 日 中 活 動 の 場

へ の 通 所 、 就 労 先 へ の 通 勤 等 を 組 み 合 わ せ て 体

験 で き る 事 が 望 ま し い 。 自 立 生 活 と 就 労 の 二 重

の 負 担 を 一 度 に 経 験 す る こ と が 困 難 な 場 合 は 施

設 か ら の 通 勤 の み の 体 験 も 出 来 る と 良 い と 思 わ

れ る 。

⑤ 　 利 用 者 の 目 標 に 合 わ せ た 体 験 形 態 の 実 施 に

つ い て は 、 多 様 な 関 係 機 関 の 協 力 が 必 要 で あ り 、

体 験 実 施 の 目 的 、 認 識 の 共 有 が 必 要 。 今 回 他 サ

ー ビ ス 利 用 の 中 心 と な っ た 介 護 ヘ ル パ ー へ の 目

的 意 識 の 浸 透 が 出 来 ず 、 一 部 の 利 用 者 と ト ラ ブ

ル が 発 生 し た 。

⑥ 　 体 験 中 の 支 援 に つ い て 、 施 設 職 員 が 必 要 に

応 じ 支 援 を す る 事 も 必 要 で あ る が 、 マ ン ツ ー マ

ン の 対 応 と な る た め 、 普 段 の 業 務 の 中 で 実 施 し

て い く 余 裕 が 無 い 。 マ ン パ ワ ー 、 時 間 的 な 課 題

は 残 る 。

⑦ 　 現 制 度 の 中 で は 、 利 用 者 が 施 設 に 寝 泊 り し

な い 事 は 報 酬 減 に 繋 が る 。 通 常 業 務 に 負 担 が か

か り つ つ 減 収 に な る 状 態 で あ る 以 上 、 こ う し た

体 験 事 業 は 一 般 化 し て い か な い も の と 思 わ れ る 。

⑧ 　 利 用 者 個 々 に と っ て も 、 施 設 に 籍 を 置 き つ

つ 、 体 験 中 の 経 費 が か か る よ う で あ る と 二 重 の

負 担 が 発 生 す る こ と に な る 。 ま た 、 以 前 に 比 べ

施 設 生 活 に お け る 費 用 が か か っ て い る 利 用 者 に

と っ て 、 経 済 的 な 余 裕 は 少 な く 、 家 族 が 反 対 す

る 要 因 で も あ る 。

⑨ 　 身 体 障 害 者 に と っ て 、 体 験 中 の 身 体 介 護 の

問 題 は 大 き い 。 介 護 ヘ ル パ ー 利 用 の 費 用 な ど の

課 題 を 解 消 す る 必 要 が あ る 。 特 に 重 度 の 身 体 障

害 者 に と っ て は 介 護 の 比 重 が 大 き い た め 、 そ の

費 用 は 多 大 で あ る 。

⑩ 　 体 験 期 間 の み の 利 用 で あ る た め 、 単 発 の サ

ー ビ ス 提 供 が 実 施 可 能 な 事 業 所 が あ る か ど う か 。

人 手 不 足 の 問 題 も あ り 、 体 験 の 時 期 や 希 望 の 時
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間 の 利 用 が 出 来 な い 場 合 も 想 定 さ れ る 。

７ ． 地 域 生 活 移 行 シ ス テ ム へ の 課 題

以 上 の ま と め か ら 、 実 生 活 の 体 験 の 必 要 性 は 明

確 に な っ た も の の 、 体 験 を 実 施 す る た め の 制 度

的 な 課 題 も 多 い 。 ま た 、 実 際 の 地 域 生 活 移 行 に

向 け た 課 題 、 及 び 地 域 生 活 後 の 課 題 に つ い て 述

べ て い く 。

１ ） 地 域 生 活 移 行 に 向 け た 課 題

① 　 体 験 場 所 と 同 様 、 そ れ ぞ れ の 障 害 に 適 し た

住 居 の 確 保 は 困 難 で あ る 。

→ 　 公 共 住 宅 の 充 実 や 民 間 ア パ ー ト 等 の 情 報 網

の 整 備 、 相 談 機 関 が 必 要 。 特 に 低 料 金 で 保 障

さ れ る 公 共 住 宅 の 充 実 が 望 ま れ る が 、 他 行 政

を 含 め て 総 合 的 な 計 画 が 必 要 。

② 　 地 域 生 活 に 対 す る 家 族 の 反 対 が 多 い 。 ( 不

安 、 心 配 、 家 族 の 負 担 感 )

→ 　 地 域 で 当 た り 前 の よ う に 障 害 者 が 自 立 生 活

を 送 れ る よ う な 社 会 、 制 度 整 備 が 必 要 。 （ 入

所 施 設 か ら の 地 域 生 活 移 行 だ け で な く 、 親 元

で 暮 ら す 若 年 齢 障 害 者 に と っ て も 、 い ず れ 親

を 頼 れ な く な る 時 期 が 来 る 。 現 在 在 宅 で 暮 ら

す 障 害 者 や 親 に と っ て も 将 来 の 不 安 が 大 き い

の で は な い か ？ ）

③ 　 住 居 を 見 つ け た と し て も 、 保 証 人 に な っ て

も ら え る 家 族 、 親 族 が 少 な い 。 （ 希 薄 な 家 族

関 係 、 家 族 の 反 対 等 か ら ）

→ 　 保 証 制 度 の 検 討 。 保 証 料 金 が 高 額 で は 無 い

こ と が 必 要 。

④ 　 身 体 障 害 者 と い う 理 由 で 、 契 約 を 断 ら れ る

こ と も あ る 。

→ 　 上 記 保 証 制 度 や 住 居 の 紹 介 制 度 な ど 。

⑤ 　 家 族 の 支 援 が 少 な い 単 身 者 に と っ て は 地 域

生 活 の た め の 生 活 必 需 品 の 用 意 が 人 的 に も 経

済 的 に も 大 き な 課 題 。

→ 　 入 所 中 の 経 費 負 担 が 以 前 よ り も 増 し た こ と

か ら 、 一 層 厳 し い の で は な い か ？ 資 産 状 態 に

応 じ た 生 活 資 金 の 貸 付 や 支 給 等 の 制 度 化 は ？

（ 生 活 保 護 受 給 者 の 方 は 支 給 さ れ る ）

⑥ 　 住 む た め の 各 種 手 続 き （ 住 所 の 変 更 や 福 祉

サ ー ビ ス を 受 け る た め の 手 続 き 、 電 気 ・ ガ ス

等 住 宅 関 係 の 諸 手 続 き ） へ の 支 援 が 必 要 。 利

用 者 は 手 続 き の 知 識 が ほ と ん ど 無 い 。

→ 　 地 域 で の 相 談 支 援 機 関 の 充 実 が 必 要 。
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⑦ 　 施 設 で は 相 談 事 を 相 談 員 に し て い る が 、 地

域 生 活 後 の 主 体 と な る 相 談 先 が 少 な い 。 生 活

後 の 細 か な 点 で の 相 談 や 調 整 が 必 要 だ が 、 利

用 し て い る サ ー ビ ス 事 業 所 の ど こ に 何 を 相 談

す べ き か わ か ら な い 。

→ 　 地 域 で の 相 談 支 援 機 関 の 充 実 や ケ ア マ ネ ー

ジ ャ ー の 活 用 。

⑧ 　 言 語 障 害 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 不 安 な 利

用 者 も 多 く 、 利 用 者 の 真 意 が サ ー ビ ス 事 業 所

に 汲 み 取 っ て も ら え る か 不 安 が あ る 。

→ 　 地 域 生 活 移 行 前 の 体 験 期 間 を 設 定 す る な ど 、

地 域 生 活 が 始 ま る 前 の 準 備 期 間 が 必 要 。

⑨ 　 地 域 生 活 移 行 ま で の 準 備 等 で 1 ヶ 月 間 、 地

域 生 活 を 始 め た 後 の 1 ヶ 月 間 く ら い は サ ー ビ ス

の 調 整 や 各 種 手 続 き 等 め ま ぐ る し く 、 利 用 者

支 援 者 と も に 負 担 の か か る 期 間 で あ る た め 、

利 用 者 の 真 意 を 事 前 に 理 解 し て い た だ く た め

に も 移 行 前 の 1 ヶ 月 前 く ら い よ り 地 域 で の サ ー

ビ ス 担 当 者 が か か わ れ る と 良 い 。 （ 現 在 は 地

域 で 生 活 が 始 ま っ て か ら の か か わ り ） 出 来 れ

ば 支 援 チ ー ム を 施 設 側 と 組 め る と 良 い の で は

な い か 。

２ ） 身 体 障 害 者 の 地 域 生 活 の 課 題

① 　 身 体 障 害 者 に と っ て 、 そ れ ぞ れ の 障 害 、 生

活 状 況 に よ っ て 生 活 環 境 は 大 き く 異 な る 。 そ

う し た 面 の 相 談 支 援 体 制 が あ る と 良 い 。

② 　 日 常 の 生 活 に つ い て は あ る 程 度 自 立 可 能 で

あ っ て も 、 金 銭 面 ・ 健 康 管 理 面 な ど 、 ち ょ っ

と し た ア ド バ イ ス や 支 援 が 必 要 な 方 が 多 い 。

も っ と 気 軽 に 定 期 的 に 支 援 し て も ら え る サ ー

ビ ス が ほ し い 。

③ 　 公 共 の 交 通 機 関 な ど は ま だ ま だ 身 体 障 害 者

が 利 用 し づ ら い 面 も 多 く 、 冬 場 は 特 に 外 出 は

大 変 な 状 態 で あ る 。 移 動 支 援 が 通 勤 な ど も 含

め て も っ と 充 実 し て ほ し い 。 （ 身 体 障 害 者 は

移 動 手 段 が 確 保 さ れ て 始 め て 健 常 者 と 同 じ 土

俵 に 乗 れ る の で は な い か ？ ）

④ 　 地 域 生 活 後 、 身 体 障 害 者 が 利 用 し や す い 日

中 活 動 の 場 が 少 な い 。 就 労 や 作 業 を す る だ け

で な く 、 長 期 的 に 通 え る 場 が ほ し い 。

⑤ 　 ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス を 使 う ま で も 無 い よ

う な 冬 場 の ご み 捨 て な ど の 日 常 生 活 の ち ょ っ

と し た 点 や 転 倒 な ど の 緊 急 時 の 対 応 な ど あ ら

か じ め 予 定 で き な い 部 分 を 補 う サ ー ビ ス が ほ
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し い 。 （ 普 段 か ら 近 所 付 き 合 い な ど で 助 け 合

う 関 係 を 作 っ て お く 事 も 必 要 。 た だ し 、 地 域

住 民 の 理 解 が 無 い と 難 し い 方 も 居 る 。 ）

⑥ 　 身 体 障 害 者 の 場 合 、 自 立 支 援 を 重 視 し た 支

援 計 画 で あ る が 、 居 宅 サ ー ビ ス な ど の 利 用 時

間 数 は 区 分 に 応 じ た 制 限 や 支 援 地 域 に よ る 差

が あ り 、 必 ず し も 支 援 計 画 通 り に な ら な い 現

状 が あ る 。 一 定 の 基 準 が あ る こ と は や む を 得

な い が 、 個 別 の 状 況 に よ り サ ー ビ ス 利 用 の 量

は 決 め ら れ る べ き で は な い か 。 明 確 な 支 援 計

画 や ケ ア マ ネ ジ メ ン ト を 基 に 判 断 す べ き 。

⑦ 　 身 体 障 害 者 は 地 域 に お い て は 少 数 派 と な り 、

サ ー ビ ス の 種 類 や 量 も 地 域 格 差 が 大 き い 。 生

活 に 直 接 か か わ る 介 護 な ど の 基 本 的 な サ ー ビ

ス は ど の 地 域 に お い て も 一 律 で あ る べ き で 、

そ の 他 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た サ ー ビ ス を 充 実

さ せ て ほ し い 。

⑧ 　 施 設 入 所 者 の 地 域 生 活 移 行 だ け で な く 、 病

院 退 院 や 在 宅 生 活 中 の 障 害 者 に と っ て も 生 活

体 験 が 必 要 な 場 合 が あ る 。 シ ョ ー ト ス テ イ で

は 無 く 、 ト レ ー ニ ン グ 期 間 と し て の 体 験 事 業

を 施 設 の 機 能 を 生 か し て 実 施 す る こ と も 可 能

で は な い か 。

⑨ 　 重 度 障 害 者 に と っ て は 夜 間 や 緊 急 時 に 即 座

に 対 応 で き る 環 境 は 必 要 。 施 設 と 単 身 生 活 の

中 間 の よ う な 福 祉 ホ ー ム （ 集 合 住 宅 形 態 ） は

安 心 で き る と 思 わ れ 、 ま た 、 ト レ ー ニ ン グ が

必 要 な 障 害 者 に と っ て も 有 効 で あ る 。 福 祉 ホ

ー ム が 充 実 さ れ る よ う な 制 度 支 援 が 必 要 。

⑩ 　 生 活 費 を 障 害 年 金 に 頼 っ て い る 障 害 者 に と

っ て 、 サ ー ビ ス 費 の 負 担 や そ の 他 経 費 負 担 は

大 き い 。 経 済 的 な 支 援 策 は 必 要 。

８ ． ま と め （ 感 想 ）

身 体 障 害 者 に と っ て 、 地 域 生 活 の 実 現 は 課 題 が

多 く 、 意 欲 的 で 勇 気 の あ る 障 害 者 で な い と 実 現

で き な い の が 現 状 で あ る 。 今 回 の モ デ ル 事 業 を

通 し て 、 施 設 入 所 者 自 身 の 生 活 力 は 施 設 職 員 が

考 え て い る よ り も あ る と 感 じ た 。 し か し な が ら 、

障 害 を 抱 え て い る た め に 生 活 の 中 で あ き ら め が

身 に つ い て お り 、 地 域 で 暮 ら す こ と が 可 能 で あ

る と い う 選 択 肢 を 持 た な い で い る の で は な い か

と い う 印 象 を 強 く す る こ と が 出 来 た 。 施 設 利 用

者 に こ の 選 択 肢 を 示 し て い く こ と は 必 要 で あ る
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が 、 同 時 に 地 域 生 活 後 の 長 期 的 な 生 活 を 見 据 え

た 支 援 や 制 度 の 整 備 が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、 施

設 入 所 者 だ け で な く 、 現 在 在 宅 で 過 ご し て い る

障 害 者 、 い ず れ は 家 族 と 離 れ 一 人 暮 ら し す る で

あ ろ う 障 害 児 に と っ て も 重 要 な こ と で あ る 。

地 域 の 中 で 地 域 住 民 の 一 人 と し て ど の よ う な 生

活 を し て い く の か 、 障 害 に 限 ら ず 、 一 人 の 人 間

と し て の 切 実 な 『 こ の よ う に 生 活 し た い 』 『 普

通 に 生 活 し た い 』 と い う 意 思 を 支 え る た め の 施

策 は 地 域 を 豊 か に し て い く も の で あ る と 思 う 。
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地域生活体験（宿泊体験）実施の利用者別評価

※社会適応訓練の１は買い物外出、２は公共交通機関利用

※宿泊体験の１は１泊２日の初期体験、２は在宅型、３は通所型、４は通勤（就労）型体験
利用者氏名 体験内容 体験日程 体験場所 体験目標・計画等 本人の感想 体験による評価（ヘルパー評価別途）

M氏

　※道新掲載

される。

社会適応訓練１

社会適応訓練２

調理動作訓練

宿泊訓練１

宿泊訓練４

就労体験（実習）

11/7

1/23

１/30

1/24

1/21～22

2/4～7

2/5～6

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

札幌地下鉄

デイホーム

平岸MS

あかり家

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

歩行時の注意不足を認

識する。

本人目標は単身生活と

就労であるため、実現

に向けた具体的な課題

を探る。

雪道や地下鉄の利用は

慣れれば一人で可能と

思う。一人暮らしは疲

れもしたが、生活して

いける自信になった。

一人の生活は気兼ねが

無くて良いし、仕事も

ぜひやって行きたいと

思う。

外出の訓練では人に尋ねることが出来ず一部介助の

状況だったが、宿泊体験の際は修正できていた。身

体機能的には住宅環境等の制限は無いが、歩行時の

注意不足があり、新たな場所では事前に学習するこ

とが必要。自立生活、就労への自信が付いているが、

家族の不安解消と頑張りすぎる面が見られたため、

長い期間での就労体験も行うと良いのではないか。

相談者が確保されれば自立生活は充分可能。

T・S氏

　※ケースA

　※福祉ホー

ム利用

社会適応訓練１

調理動作訓練

宿泊訓練１

宿泊訓練３

1/16

１/17

1/23～24

2/4～7

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

デイホーム

デイホーム

外出先・在宅での機能
評価と能力判断を行う。

4月の福祉ホーム入居

に向けて、自立生活の

具体的なイメージを持

てるようにする。

買い物は楽しいが、調

理は非常に大変だった

ので、サービスを使い

たい。気楽さはあった

が、夜間は一人で寂し

かった。

外出の訓練では財布を忘れて来るなど不安材料もあ
ったが、宿泊体験時は計画的に買い物が出来ていた。
体験中は非常に緊張していた様子。一人暮らしは寂
しい、調理が大変なのでヘルパーを利用したいなど
の自発的な要望が出され、本人自身に生活のイメー
ジが出来てきた。福祉ホームの利用であれば、生活
の問題は無いと思われる。

U氏

　※福祉ホー

ム利用

社会適応訓練１

調理動作訓練

宿泊訓練１

宿泊訓練３

1/16

1/17

1/24～25

2/12～15

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

デイホーム

デイホーム

外出先・在宅での機能
評価と能力判断を行う。

4月の福祉ホーム入居

に向けて、自立生活の

具体的なイメージを持

てるようにする。

元々一人暮らしをして

いたので、不安はなく

気楽さが一番良い。調

理はあまり好きでは無

く、総菜などを買って

食べていければいいと

思う。

外出先や在宅での生活動作は十分可能。受障前も一

人暮らしが長く、単身生活を好んでいるため、精神

面での不安はない。不安点として、調理への意欲は

元々低い上、偏食も多く、総菜などを購入する様子

もあるため、地域生活移行後はサービス調整し、食

生活の安定に配慮が必要。

Ｙ・Ｙ氏

　※ケースC

　※福祉ホー

社会適応訓練１

調理動作訓練

宿泊訓練２

11/21

１/29

2/1～3

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

平岸MS

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

4月の福祉ホーム入居

に向けて、自立生活の

具体的なイメージを持

ヘルパーが居たので、

思ったほど困ることは

なかった。入浴は大変

だったが、調理は楽し

かった。体験は良い経

身体機能的には入浴動作などの自立は難しく、福祉

ホームでの入浴も自力では困難。通所利用での入浴

を本人自身も考えている様子。体験時は職員の予想

以上にがんばりや努力が見られ、地域生活に向けて

非常に意欲的になっている。生活関連動作にも積極
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利用者氏名 体験内容 体験日程 体験場所 体験目標・計画等 本人の感想 体験による評価（ヘルパー評価別途）

ム利用
てるようにする。 験になった。 的に取り組んでいる。

利用者氏名 体験内容 体験日程 体験場所 体験目標・計画等 本人の感想 体験による評価（ヘルパー評価別途）

Kさん 社会適応訓練１

調理動作訓練

宿泊訓練２

1/23

1/31

2/7～9

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

平岸MS

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

今後の地域生活希望に

ついてのイメージを付

ける。

マンションは狭かった
が、皆こんなものかと
思った。調理をあまり
せず、一人で静かにの
んびり過ごせた。

調理意欲は施設での訓練時より低下気味で宿泊体験
時はほとんどしていない様子。身体機能のレベルは
高いが、性格的にもせっかちな面があるため、注意
不足が多く危険な点が多くみられた。常時介助が可
能なケア付き住宅等の利用であれば地域生活は可能。

T氏 社会適応訓練１

社会適応訓練２

宿泊訓練４

就労体験（実習）

1/23

1/30

2/12～15

2/13～14

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

札幌地下鉄

平岸MS

あかり家

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

将来の希望が単身生活

と就労であるため、具

体的な目標を探る。

ヘルパーを利用すれば

自分で生活できる自信

になった。仕事は初日

大変だったが、自分で

もやれそうだと思う。

環境整備により自立生活は可能で、体験時も積極的

に行っていた。普段から動作に余計な力が入りすぎ、

疲労が見られるので、長期間の生活経験もできると

良いと思われる。実習先での評価も高く、本人の将

来目標について家族と協議していく。

S氏 社会適応訓練１

調理動作訓練

宿泊訓練２

12/19、2/

13

2/14

2/15～17

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

平岸MS

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

今後の方向性について

の検討材料として行く。

ヘルパーが約束時間に

間に合わず、腹が立ち

その後も全部自分でや

ったので、非常に大変

だった。

感覚麻痺が重度のため、狭い室内で身体をぶつけた

が気づいて居ない。筋力があるため、予想以上に入

浴動作などは出来ていた。発言は消極的だったが、

料理は意欲的にやっていた。ヘルパーとコミュニケ

ーションのトラブル有。

K氏 社会適応訓練１

社会適応訓練２

調理動作訓練

宿泊体験４

就労体験（実習）

1/30

1/30

2/7

2/18～21

2/19～20

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

札幌地下鉄

平岸MS

あかり家

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う。

将来の希望としては就

労と単身生活のため、

具体的なイメージを持

てるようにする。

ヘルパーの協力があれ

ば生活はできるし、仕

事もやりたいと思った

気兼ねしない生活は何

より良く、自分の作っ

た食事はおいしかった。

普段施設内では可能な動きも緊張のためか宿泊の初

日は転倒する場面が見られた。調理人だったことも

あり、食事作りは楽しんでいた様子。就労意欲も高

く、不慣れなパソコンも熱心に取り組んでいた様子。

主に適した作業種目を見つけ就労先を中心にした生

活の場を検討してよいのではないかと思われる。

I 氏 社会適応訓練１調

理動作訓練

宿泊体験１

11/21

1/19

1/22～23

生協ｴﾙﾌｨﾝ店

デイホーム

外出先・在宅での機能

評価と能力判断を行う

社会適応性を養う。

疲れたが、宿泊の体験

は楽しかった。また機

会があればやってみた

い。

冬道の歩行など、自発的に注意することが出来てい

た。入浴動作などには不安点も多いため、環境整備

は必要。高次脳機能障害が強く、金銭管理面でのあ

り。口頭理解困難なため、今後の生活に合わせ、実

際に体験することが必要。

N氏 調理動作訓練

宿泊体験１

1/23

1/28～29 デイホーム

在宅での機能評価と能

力判断を行う。今後の

方向検討材料。

一人の生活は特に不安

はないが、話す相手が

ほしいと思った。

注意、判断力は問題なく、身体機能面でも高いレベ

ル。授産施設利用も検討中だが、生活環境の選択肢

は多いと思われる。

Y氏 社会適応訓練１調 1/16 生協ｴﾙﾌｨﾝ店 外出先・在宅での機能 初めての経験ばかりで 家事動作等の経験が全く、慣れが必要と思われるが、
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利用者氏名 体験内容 体験日程 体験場所 体験目標・計画等 本人の感想 体験による評価（ヘルパー評価別途）

理動作訓練

宿泊体験１

１/22

1/28～29 デイホーム

評価と能力判断を行う

今後の方向性の検討材

料とする。

楽しかった。調理は思

った以上に上手く出来

た。

本人自身は意欲的。歩行姿勢へのこだわりが強かっ

たが、体験により自信が付いた様子で意欲も向上し

ている。経験を積みたい。
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地域でくらす（北海道地域生活移行支援システム構築に向けて） 

 

Ⅰ 利用者の意向の把握 

地域生活への移行を進めるに当たっては、利用者本人の気持ちが最大限尊重されなければなら

ない。また、本人の意向を正確に聴き取るには、事前に地域での生活に関する分かりやすい情報

が提供されている必要がある。具体的には、分かりやすいことばで伝える→ビデオ・写真などを

用いて視覚的に伝える→街を見学することで街の雰囲気を感じる→地域での生活を体験すること

で具体的な生活をイメージする・・・という手段を用意して、一人ひとりに丁寧に聴いていく必

要がある。 

道では、平成 20 年 4 月から７月にかけて、利用者本人に対して、地域生活移行も含めた入所

施設利用者意向についての聴き取り調査を実施する予定であるが、長年、施設で過ごした方にと

っては、地域で生活するということ自体が理解しづらいと思われることから、試行的に短期間で

も自活訓練事業等を利用し、地域生活と施設での生活の差を体感することで、自己決定をするこ

とも必要である。さらに、地域のグループホーム等への入居に際しては、一緒に生活する他の利

用者との相性等が大切なため、必要な方には、事前に交流の機会を設け、スムーズな地域生活移

行に結び付ける。 

また、聴き取りが困難な障がいの重い利用者には、生活体験の場を設け、施設生活場面とは異

なった生活体験を通して、本人の全体の状況から本人の生活志向を汲み取らなければならない。 

平成 20 年度には、施設入所者のグループホーム等への体験利用の補助事業も実施する予定で

ある。 

こうして、全ての利用者に様々な機会を工夫し用意することで、自己決定がなされるよう支援

し、地域生活移行についての聴き取り、施設での生活の意向の調査を今後も実施する必要がある。 

なお、障害児施設利用者の加齢児への調査について、今回の聴き取り調査では実施できていな

いことから、今後、聴き取り調査の対象とする必要がある。 

 

Ⅱ 施設職員の意識 

職員の専門性の向上は、サービスの質を保障する大きな要素として大変重要である。 

施設が提供するサービスは、利用者一人ひとりの意思を尊重し、個別の支援計画に基づき提供

されることによって、利用者のニーズが満たされなければならない。そして、それを実現するた

めには、利用者のニーズの把握、個別支援計画の策定及び実行、その結果を評価し、評価に基づ

いて必要なサービスの改善を行う一連の手法、すなわちケアマネジメント手法を全職員の共通認

識のもとに明確化する必要がある。 

このような障がい者福祉にかかる知識や技術はもちろん、知的障がい者福祉分野における対人

援助技術や自閉症・発達障がいの療育プログラム、障がいのある人たちの高齢化、退行などの専

門的知識や技術も保持できるよう、職員研修の積極的な実施や、自己研修等を奨励し、専門性を

常に維持・向上する必要がある。 

 

Ⅲ 家族の理解 

家族は、我が子・兄弟・姉妹が安心して暮らせることを常に願っている。地域生活移行を進め

るに当たっては、そうした家族の希望に配慮しながら進める必要がある。 

平成 20 年１～２月に開催した「地域生活説明会」においてアンケート調査を行ったところ、

利用者の家族のうち８割程度の家族が、受け皿が整備された場合を含めてグループホーム等での

 



生活を希望されている。必ずしも家族の希望と、本人の意思が一致していない場合もある。 

今後、さらに家族の理解、協力が得られるよう、市町村、障がい者総合相談支援センター及び

道が連携して、利用者の家族の皆様が住んでいる地域へ出向き、地域の中で暮らしていくための

様々な情報を提供し、具体的に不安に感じていることなどを伺い、家族の希望に配慮しながら進

めていかなければならない。なお、今後も、継続的な調査を行い、課題の把握とその改善の施策

を国に提案する必要がある。 

 

家族から、多く寄せられている不安に対する対応の考え方については、次のとおり。 

高齢になった時の対応 

この問題は障がいがあるなしに拘わらず、誰にでも当てはまる課題であり、高齢者（65 歳以

上）という枠組の中で考えていくことになる（特定疾患は 40 歳以上）。高齢になっても介護保険

制度のホームヘルプサービス*や、デイサービス*を利用して、可能な限り住み慣れた家（グルー

プホーム等）で生活できるような支援が得られる。 

もしグループホーム等での生活が継続できなくなった場合は、関係者による本人の希望に沿っ

た支援の検討（ケアマネジメント*）を通じて、入所型の介護保険施設（特別養護老人ホーム、老

人保健施設、認知症高齢者グループホーム等）を選択することもできる。その際には、本人の意

向を尊重するとともに、一人ひとりの障がいの特性を理解した受入れができるように、関係機関

との密接な連携のもとで、支援を行っていく必要がある。 

「親亡き後」の問題 

支援費制度施行前は、障がい者施策が十分といえる状況ではなく、主に家族が障がい者の介護

や支援を担っていたので、｢親亡き後｣を心配されるのは当然であったと考えられる。この｢親亡き

後｣の不安を解消するには、介護や支援を社会全体で支えることが必要であると考えられ、以前と

比べれば、在宅福祉サービスは地方間格差があるが次第に充実し、介護が社会化しつつある。 

今後、道では障がい者が地域社会の中で自立した生活が送れるように、居宅介護事業、地域生

活支援事業やグループホームなどの社会資源をさらに充実し、社会全体での支援体制を構築する

ことにより、障がい者とその家族を支えていくことを基本に取り組む必要がある。 

施設入所に比べて大幅に金銭的な負担が増えるのでは 

障害者自立支援法により、原則１割の利用者負担とともに施設を利用する方は食費や光熱水費

の実費を負担することとなりましたが、工賃控除を見直して定率負担と食費等の負担が軽減され

ることになった。 

グループホーム等を利用する方についても、入所施設と同様の工賃控除の制度が導入され、利

用者間の公平性を保つように制度が改正されたが、入所施設利用者には、障害基礎年金から支払

いしても最低 2 万５千円残る仕組みとなっている。地域生活すると家賃の違いにより、この金額

を殆どの人は下回ってしまう。 

このように、入所施設を利用する方の負担と地域で暮らしている方の負担の差が出てきている

が、国の障害者自立支援法に対する特別対策の内容や、平成 20 年に予定されている見直しの内

容を確認しながら、グループホーム等で暮らす方の実態調査を行い、その結果を施策に反映さる

必要がある。 

障がいの重い方は地域生活移行できないのでは 

障がいの重い方が地域で安心して生活できる取組をしなければならない。 

国においても、平成 15 年 4 月から支援費制度がスタートし、障がいが重くてもグループホー

ムでホームヘルプサービスを使いながら生活が可能なグループホームが全国で誕生した。しかし、

平成 18 年 10 月から障害者自立支援法の本格施行からグループホーム等でのホームヘルプサ

ービスが使えなくなり、介護が必要な方のためにケアホーム*が制度化され、より多くの障がいの

 



重い方が地域で暮らせるようになり、平成 19 年 4 月から区分 4 以上の重度訪問介護、行動援護

対象者には個別のホームヘルプサービスが使えるようになったが、報酬上の課題が残っている。

特別対策でサービス費用に問題があるとして基金事業が活用され、上乗せされることとなったが、

障害程度区分４以上の方を対象とされており、引き続き、区分 1、区分２、区分 3 でも加算がな

いと十分な夜間支援が出来ない現状もあり、制度改善にむけた検討が必要である。 

また、日中活動の場として、障がいが重く福祉的就労が難しい方のために、生活介護事業所の

拡充を図ることで、休息や安らぎのある日中活動の場を確保し、ゆったりとした生活ができるよ

うに取り組む必要がある。 

現在、受け皿が整備されていない中で地域生活移行を進めるのは無理があるのでは 

個々の利用者の意向を尊重し、グループホーム等の生活の場、就労、通所授産施設等の日中活

動の場、相談・支援体制などが整った上で、地域での生活へ移行できるよう取り組まなければな

らない。 

地域生活移行を希望している方の全ての受け皿を用意してから一斉に地域生活へ移行するので

はなく、個々の利用者の状況にあわせて受け皿を整備し、受け皿が整った方から順次、地域への

生活に移行してもらう施策が必要である。多くの受け皿を用意していくには、既存の制度を活用

するだけでは十分ではないことから、日中活動の場を拡大するための事業、相談支援体制の強化

等、「共生型」基盤整備の活用などにより、積極的に地域のサービス基盤整備を図る必要がある。 

 

Ⅳ 入所施設からの多様な移行の方法 

施設からグループホーム等への直接の移行に限らず、自活訓練 1)（敷地外も含む。）、地域移行

型ホーム 2)や生活体験の場の確保等の多様な移行方法を用意して、利用者一人ひとりの希望に応

じた移行プログラムを作成し、それに基づいた支援を行う必要がある。利用者が他の施設等を利

用して地域生活に移行したいという希望があれば、地域の社会福祉法人等の協力も得て進める必

要がある。 

なお、自活訓練については、旧法身体障害者入所施設は対象外であること、新体系サービスに

おいては自活訓練の位置づけはないこととされているが、身体障がい者も日常生活訓練は必要で

あり、施設入所支援サービス等から地域生活を希望する場合も想定されることから、制度の創設

を国に要望する必要がある。また自立訓練（生活訓練）・宿泊型の見直しをして、在宅から自立訓

練を使い地域生活を目指す人も使えるように制度の改善も図る必要がある。 

入所施設は、利用者の意向を実現するサービス提供に努めるべきであるが、現在の報酬体系で

は、地域生活移行に対する支援が評価されていないことから、地域生活に必要な支援を十分に行

えない実状がある。また、市町村は、遠隔の施設を利用している場合、その本人の意向が十分に

汲み取れない状況にある。このため、施設職員と市町村をつなぐ役割が重要であり、道の広域性

を考えると、この役割は道が担うべきであると考える。 

 

Ⅴ 地域生活移行における社会資源の充実 

障がいのある方が地域で生活していくためには、生活の場、日中活動の場、様々な在宅福祉サ

ービス、相談支援体制等、地域生活に必要な社会資源が確保されなくてはならない。 

現在、道では、各圏域に設置されている障がい福祉圏域等連絡協議会（以下、「連絡協議会」と

いう。）を中心に、地域生活に必要な社会資源の整備・調整を行っている。連絡協議会は、保健福

祉事務所社会福祉課を中心に保健所、市町村、障がい者の代表者及び社会福祉法人等で構成し、

圏域の現状と課題について分析し、対応を検討することを目的として、道内 21 の圏域ごとに設

置されている。 

一方、障害者自立支援法の施行に伴い、市町村が、地域の障がい福祉に関する定期的な協議の

 



場として、相談支援事業者、行政、医療及び教育等の関係者で構成する地域自立支援協議会（以

下、「協議会」という。）を設立するよう規定された。 

今後、連絡協議会においては、圏域全体の障がい保健福祉施策の実施について調査・検討し、

協議会においては、地域内の社会資源の整備や個別事例への対応などについて構成メンバーが協

議、調整するなど、調整会議と協議会が連携しながらそれぞれの役割を果たす仕組みを構築する

必要がある。施設利用者の地域生活移行や移行後の支援についても、連絡協議会と協議会におい

ては役割を分担して取り組むことができるよう、道障害者保健福祉課、市町村が連携して支援す

る必要がある。 

 

Ⅵ 居住の場の確保 

施設入所者や高等養護学校卒業生などのためのグループホーム等を全障害保健福祉圏域におい

て整備できるよう、協議会及び連絡協議会を通じて関係機関等に働きかけが必要である。 

地域生活移行に当たっては、入所施設周辺のグループホーム等だけではなく、希望する地域で

生活できるよう、圏域ごとに「グループホーム等入居希望者名簿」を整備することで、新たなグ

ループホーム等の必要数（ニーズ）を把握し、市町村と連携し、資源開拓を圏域単位で進めると

ともに、グループホーム等を設置しようとする法人や市町村等と密接な連携を図り、計画がスム

ーズに具体化するように支援し、利用者の地域での生活を実現しなければならない。 

また、道営住宅等公営住宅やアパートヘの単身入居を促進する必要がある。平成１８年２月か

ら、知的障がい者及び精神障がい者が公営住宅に単身入居できるようになったが、道営住宅では

適用されていない。また、一人暮らしの方を支援していくため、地域の支援体制を調整する「居

住サポート事業」の活用や「あんしん賃貸支援事業」など住宅施策とも連携し、市町村や社会福

祉法人と連携した居住サポートの仕組みを構築し、障がいのある方が安心して生活できるよう支

えていくことが必要である。 

 

Ⅶ 日中活動の場の確保 

(1) 就労支援の取組 

道内各地域において、就労支援に関するネットワークの構築や、基金事業を活用した職場実

習の受入拡大など、一般就労の促進に当たっては、一層の労働期間との連携が必要である。 

道において実施している職場実習の受入や臨時職員としての任用は、受入の拡充を図るとと

もに、他の行政機関などに対し受入マニュアルを配布するなどして受入について働きかけを行

うとともに、身近な福祉施設で就労を目指す取り組みについても、道内の施設でも正式な雇用

からパート雇用も含めた多様な就労を検討するべきである。 

工賃向上に向けた「北海道働く障がい者応援プラン－工賃向上５か年戦略－」を推進し、企

業等からの発注を一元的に受ける共同受注システムを確立し、発注する企業のニーズをこなせ

るよう、受注側の授産事業所等の能力に応じたマッチング事業が必要である。 

さらに、授産製品の優先発注や障がい者多数雇用など、継続的かつ安定的な取組を行ってい

る企業等について、道として認証制度の導入や、道がモデル的な取組を先行的に実施し、その

効果を検証することが効果的であることから、具体的な支援策を検討するとともに、障がい者

の就労支援を行う企業等や市町村の具体的な支援内容や実施時期等を公募し、支援内容等を明

記した「企業・市町村等の障がい者就労支援に向けた取組アクション 2008（仮称）」を策定

することとされているが、積極的な広報・ＰＲが必要である。 

また、一般企業の雇用が可能となるよう、障害者就業支援ワーカーと求人開拓員を全ての障

害保健福祉圏域に配置し、企業への就労支援を進める必要がある。 

(2) 多様な支援の取組 

 



利用者の状態や希望に応じた多様な支援体制を図るため、地域活動支援センターや生活介護

事業所等の整備を促進するとともに、既存施設の改修費等に対する補助事業を実施するなど、

障がいの重い方たちの日中活動の揚を充実していかなければならない。 

平成元年度から実施している在宅の障がいの重い方たちを支援していく「重症心身障害児

（者）通園事業」の拡充や、医療的ケアを必要とする障がい児者のために、看講師を配置した

場合等の費用に対して助成する「重度障害者医療的ケア等支援事業」について、対象拡大など

の見直しを行った上で引き続き実施する必要がある。 

さらに、「共生型」基盤整備事業で整備した施設を活用し、地域活動支援センターの充実や

障がい児者の地域生活をサポートする拠点となるような支援が有効である。 

 

Ⅷ 個別支援計画の作成と支援の充実 

利用者の生活支援は、個別の支援計画に基づき一人ひとりに適切な支援を行うことが求められ

る。特に障がいの重い方については個別支援計画の策定をより適切に行うことが重要である。 

これまで支援計画については、利用者の障がいの重度化、多様化に伴い、施設内自立を目指す

ための支援に重点が置かれてきたが、基本構想策定後、QOL（生活の質）の充実や地域生活に視

点を置いた支援への移行を図り、地域生活移行が実現できる個々の支援計画を作成することとな

る。また、常によりよい支援が利用者に提供できるよう、外部の専門家等を交えたケース検討会

を定期的に開催したり、地域社会へ積極的に活動の場を移し、社会と直接触れあう機会を増やす

ことで社会生活力を高めるなどの様々な取組を引き続き具体的に行っていく必要がある。 

特に、コミュニケーションが不十分な重度の利用者に対しても、生活全般の中でニーズを的確

に把握し、支援を行い、職員自らがその支援を点検し、自己評価を行うなどの方法を導入し、適

切に支援計画が策定され、計画に基づいた支援が提供できるように取り組む必要がある。 

さらに、利用者に施設内外での多くの体験の機会を保障し、自己の選択や決定ができるような

支援策として、自活訓練の場があるが、地域生活移行を一層進めるために、引き続き、自活訓練

を障がいの種別や程度に制限されず、多くの利用者がその希望に沿って活用でき、かつ実効のあ

る支援となるよう実施する必要がある｡ 

 

Ⅸ 相談・支援体制の充実 

障がい者の地域生活を支える各種相談・支援機関として、平成１７年度に３障がいの相談をワ

ンストップで受け付けて支援する障がい者総合相談支援センター（以下、「センター」という。）

を各圏域に設置し、専従のコーディネーターを配置して、障がいのある方が利用しやすい総合的

な相談支援体制を構築してきた。 

障害者自立支援法の施行により、市町村が基礎的な相談支援事業について一元的に実施するこ

ととなったことから、障がい者福祉に関する知識及び経験が豊かな人材をアドバイザーとして各

圏域に配置し、地域で対応困難な事例への助言、相談支援従事者の資質向上に向けた指導、広域

的な課題の解決に向けた体制整備の支援を行うとともに、就労支援など専門的な支援システムの

構築に取り組んできた。市町村に配置している身体・知的障がい者相談員の機能強化を図るとと

もに、道の広域特性を鑑みると、今後は、入所施設から地域移行を希望する方などの調整にセン

ターが取り組むことで円滑に地域生活移行できることから、センター職員が中心となった相談支

援事業所との連携や専門スタッフの資質の向上に取り組む必要がある。 

また、自閉症・発達障害支援センターは、当事者や家族にとって、専門的な相談・支援機関と

して、その役割が期待されており、自閉症児者に対する支援を総合的に行う地域の拠点として自

閉症・発達障害支援センターでの療育相談体制を強化する必要がある。 

 

 



Ⅹ 地域生活移行後の支援 

地域生活移行された方々を定期的に訪問して面接を行い、移行後の状況を把握して必要な支援

を行わなければならない。 

グループホーム等の入居者の地域生活を日常的に支えるのは、世話人、生活支援員やサービス

管理責任者あるいは相談支援従事者などである。それぞれの職務に応じた知識や技術を向上させ

る研修の機会を設けるとともに、個人では解決できない困難な問題が生じた場合は、運営事業者

と協議をしたり、必要に応じて障がい者総合相談支援センターや圏域内の事業者などと協議、調

整を行うなど解決に努め、障がい者が地域で安心して暮らせる仕組みの構築に反映させなければ

ならない。 

また、世話人やサービス管理責任者を対象とした研修会を実施することでサービスの質の向上

を図るとともに、世話人を希望する方を対象とした研修会を開催し、世話人になる方の掘り起こ

しを図るとともに、グループホーム等設置・運営や世話人の役割についてのマニュアルを活用し、

ＮＰＯ法人等によるグループホームの設立や運営を支援し、世話人に対するフォローアップを行

う必要がある。 

利用者保護の観点に立ち、事業者による適切なサービス水準の確保を図るため、グループホー

ム等事業者への実地指導を行うとともに、利用者と面接し、支援が必要な場合は、市町村や障が

い者総合相談支援センター等と連携して対処するとともに、利用者の家族等にも定期的にアンケ

ート調査を行うなど、サービスの質の確保に努める必要がある。 

 

ⅩⅠ 再入所 

施設利用者は、入所が長期間にわたっている方が多く、これらの方々が、地域生活への移行

やその後の新たな環境に十分適応できるかなどについて、不安を抱いている場合も多くあると

考えられる。 

このため、自活訓練により自信をつけていただいたり、地域移行後の生活が安心して送れる

ように支援体制を強化しなければならない。 

利用者が地域生活を継続できなくなった場合は、まず、圏域内の社会資源への受入れについ

て事業者間で調整できるよう支援し、どうしても圏域内で地域生活を継続できない場合は、広

域的な受入れの調整や、施設へ再入所できる体制をとり、地域生活移行に再びチャレンジでき

るような支援が必要である。 

 

ⅩⅡ 地域住民の理解 

依然として障がい者に対する偏見や差別といった｢心の壁｣はあり、啓発等の施策の一層の充

実により｢心のバリアフリー*｣を実現することが必要である。特に精神障がいに対する理解や正

しい知識の普及は遅れており、今後取組を強化する必要がある。 

このため、啓発リーフレットの作成や市町村やグループホーム等が設置される地域で、講演

会やビデオなどを利用した説明会等を積極的に行うとともに、障がいのある方とない方が共に

つくるコミュニティを目指し、障害保健福祉圏域（以下「圏域」という。）単位に民生児童委員

をはじめ、広く住民の皆さんを対象としたシンポジウム等の研修会の開催が必要である。 

また、障がい者プランに沿って「障害者週間」などの啓発活動を実施するとともに、各々の

障がい者施設においても、ボランティアの受入れなど日常的に住民との交流を図るなど、地域

に開かれた運営に努めることが重要である。 

ひとつのグループホームが設置されたことをきっかけに、地域の中に｢障がい者への理解｣が

じんわりと浸透していくということが各地で報告されている。障がいのある方が地域の中で、

ごく普通に暮らしていくことにより、心のバリアフリーが実現に近づくものと考えられる。 
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地域生活移行フロー 

 
各地区モデル事業の検討結果から、現行制度を活用した地域生活移行のひとつのパターンを提示する。なお、実施主体は施設が中心的に担う場合や

地域の相談支援事業所が担う場合など、地域における社会資源の状況により異なるものと思われる。利用者本人の気持ちを最大限尊重することを共通

の認識とすれば、実施主体の違いが支援内容に影響することはない。 
 

 〔現行制度を活用した地域生活移行〕   〔域生活移行システムの構築〕 
     

  

 

 

 

 

相談受付票 

ＡＤＬ総合評価表 

フェイスシート 

生活支援計画書 

 

利用者のニーズの把握、個別支援計画の策定及び実行、その結果を

評価し、評価に基づいて必要なサービスの改善を行う一連の手法、す

なわちケアマネジメント手法を全職員の共通認識のもとに明確化す

る。 

また、本人の意向を正確に聴き取るため、事前に地域での生活に関

する分かりやすい情報を提供する。具体的には、 

分かりやすいことばで伝える 

→ビデオ・写真などを用いて視覚的に伝える 

→街を見学することで街の雰囲気を感じる 

→地域での生活を体験することで具体的な生活をイメージする 

という手段を用意して、一人ひとりに丁寧に聴いていく。 

〔施設〕

 

 

 

 

 

わたしの 
個別支援計画表 

利用者の意向の聴き取りに当た

っては、ピアカウンセリングの手

法が有効であることから、地域生

活希望者によりわかりやすい情報

提供を行うピアサポーターの養成

を行う。 

  

 

  

 

 

 

 

 

わたしの情報提供書 

モニタリング記録表 

社会適応訓練評価表 

多様な移行方法を用意する。 

①施設からグループホーム等への直接の移行 

②自活訓練（敷地外も含む。） 

③地域移行型ホーム 

④生活体験の場の確保 

利用者一人ひとりの希望に応じた移行プログラムを作成し、それに

基づいた支援を行う。利用者が他の施設等を利用して地域生活に移行

したいという希望があれば、地域の社会福祉法人等との連携も検討。 

〔施設〕  

 

 

相談受付票 

入所施設利用者から遠隔市町村へ

の地域生活移行の希望が寄せられ

た場合、道において地域間をコー

ディネートし、地域自立支援協議

会につなぐ。 

  

 

   

２ 入所施設からの 

多様な移行の方法 

広域調整の 

実施 

ピア 

カウンセリング 

の実施 

１ 利用者の意向の 

把握 

→個別支援計画作成 
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わたしの情報提供書 

市町村が、地域の障がい福祉に関する定期的な協議の場として、相

談支援事業者、行政、医療及び教育等の関係者で構成する地域自立支

援協議会において、個別支援を検討し、地域の社会資源のコーディネ

ートを行い、居住の場や日中活動の場の確保を図る。 

地域生活移行に当たっては、入所施設周辺のグループホーム等だけ

ではなく、希望する地域で生活できるよう、相談支援事業所との連携

を図るとともに、グループホーム等を設置しようとする法人や市町村

等と密接な連携を図り、計画がスムーズに具体化するように支援し、

利用者の地域での生活を実現する。 

一人暮らしの方を支援していくため、地域の支援体制を調整する

「居住サポート事業」の活用も検討する。 

また、地域生活においては、必ず日中活動の場を確保する必要があ

る。日中活動の場は、地域活動支援センターや福祉的就労など多様な

体験を通し、利用者の希望に添った場を検討する。 

   

 

施設 

市町村

事業所

３ 地域自立支援 

協議会 

 

 

   

  個別支援計画の作成、相談・支援体制確保 〔事業所〕 地域生活移行後の利用者の不安

解消を図るとともに、地域生活支

援の質を高めるため、支援者側の

フォローアップを行う。 

 

 

個別支援計画 

モニタリング記録表 

地域生活移行に際しては、必ず相談支援体制を確保する必要があ

る。グループホーム等の入居者の地域生活を日常的に支えるのは、世

話人、生活支援員やサービス管理責任者であるが、地域生活移行時は

より手厚い支援を必要とするため、相談支援事業所との連携を図る。 

また、定期的なモニタリングを行うことにより、地域生活での不安

の解消を図るとともに、適正なサービスの利用につなげる。 

 

 

 

４ 地域生活移行後 

の支援 

フォローアップ 

  

 

   

  利用者が地域生活を継続できなくなった場合は、まず、圏域内の社

会資源への受入れについて事業者間で調整できるよう支援し、どうし

ても圏域内で地域生活を継続できない場合は、広域的な受入れの調整

や、施設へ再入所できる体制をとり、地域生活移行に再びチャレンジ

できるような支援が必要である。 

 

 

 

 

  
施設 

市町村

事業所

５ 再入所 

※高等養護学校卒業生の場合、個別の教育支援計画を追加する。 
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入所施設利用者意向調査実施要綱 
 

１ 目的 
平成１９年３月に「希望するすべての障がい者が地域で暮らせる社会」の実現に向け北海道障

がい福祉計画を作成し、平成２３年度末までに入所者数の約２割に当たる２，３６６人の地域生

活移行を目標に掲げたところである。 
今回、第２期計画の作成に当たり、今後の必要なサービス基盤整備の参考とするため、障害者

自立支援法施行後における入所施設利用者の意向を調査することとする。 
２ 実施主体 

北海道 
３ 調査項目 

(1) 入所施設利用者の意向 
(2) 入所施設利用者の状況 

４ 調査対象者 
入所施設利用者 

５ 調査期間 
平成２０年４月 ～ 平成２０年７月末 

６ 調査方法 
(1) 入所施設利用者意向調査（以下「調査」と

いう。）の実施に当たっては、北海道障害者総合相談支援センター（以下「センター」という。）

が圏域における実施計画を作成し、道は、計画に基づき必要な研修及び説明会を実施する。 

調査施設（H19.10.1 現在） 
区分 施設数 定員 

身体障害者入所更生施設 7 384

身体障害者療護施設 28 1,669

身体障害者入所授産施設 16 670

知的障害者入所更生施設 124 7,653

知的障害者入所授産施設 19 953

障害者支援施設 15 791

計 209 12,120

(2) 利用者説明会 
センターは、調査の実施に当たっては、地域資源の活用や地域生活に関する必要な情報を利

用者に説明した上で、調査を実施する。 
なお、各施設においては、必要に応じ、別途利用者への説明の機会を設定し、十分な情報提

供に努められるようお願いする。 
(3) 実施方法 

ア 調査実施関係者は、調査の実施に当たり、利用者の意向を尊重し、丁寧な聴き取りとなる

よう努めるものとする。 
イ 各センターは、入所者の一定程度について直接聞き取り調査を実施する。 
ウ 各施設は、地域生活移行に関する相談従事者を２名以上配置し（兼務・道依頼）、センター

が聴き取り調査を実施した利用者以外の利用者に対し、基本的に聞き取りで調査を実施し、

集計結果を別に配布する集計表に入力する。 
エ 調査の実施に当たっては、市町村、センター及び各施設等関係機関と連携のうえ、実施す

る。 
(4) 取りまとめ 

センターは、各施設の調査終了後、調査結果を取りまとめ、道に報告する。 
７ 集計結果の活用 

道は、調査結果を関係団体及び市町村に提供し、市町村障害福祉計画の作成に役立てるととも

に、必要な施策を検討する。 



施設利用者意向調査実施研修会開催要領 
 

１ 目的 
施設利用者意向調査（以下「調査」という。）の実施に当たり、利用者の意向を適正に聴き取る

ことにより障害福祉計画作成の基礎データとするため、「施設利用者意向調査実施研修会」を開催

する。 
 
２ 主催 

北海道（保健福祉事務所） 
 
３ 対象者 

(1) 北海道障害者総合相談支援センター（以下「センター」という。）職員 
(2) 入所施設職員 
(3) 市町村職員 
(4) 相談支援事業所職員（調査を実施する場合に限る） 
(5) その他必要と認められる者 

 
４ 研修内容 

(1) 調査の実施について（３０分） 
(2) 利用者の意向の聴き取り方（６０分） 
(3) 利用者説明会用ビデオ（２０分） 
(4) 調査注意事項の説明（３０分） 
(5) 利用者説明会実施内容について（３０分） 
(6) 意見交換（６０分） 
 

５ 開催日時及び開催場所 
月 日   地区 開催場所 

3 1 (土) １３：００～ 札幌市内・石狩 別館地下１階大会議室 
 3 (月) １３：００～ 後志 後志保健福祉事務所講堂 
    釧路・根室 釧路市交流プラザさいわい 
 4 (火) １３：００～ 十勝 十勝保健福祉事務所４階Ａ・Ｂ 
    網走 北見市 サンライフ 
 9 (日) １３：００～ 札幌市内・石狩 赤れんが２階１号会議室 
 10 (月) １３：００～ 胆振・日高 苫小牧市文化交流センター 
    上川・留萌・宗谷 上川保健福祉事務所講堂 
 11 (火) １３：００～ 空知 空知保健福祉事務所講堂 
 13 (木) １３：００～ 渡島・檜山 北斗市かなでーる中会議室 
 
６ 実施方法 

(1) センターの役割 
センターは、調査の技術的事項を担当する。 

(2) 保健福祉事務所の役割 
保健福祉事務所は、調査の事務的事項を担当する。 

(3) その他 
対象者は、原則、所管する保健福祉事務所の研修会に参加することとする。 



入所施設利用者意向調査実施説明会開催要領 
 

１ 目的 
入所施設利用者意向調査（以下「調査」という。）の実施に当たり、利用者の意向を適正に聴き

取るため、必要な情報を提供するとともに調査について説明する「入所施設利用者意向調査実施

説明会」（以下「説明会」という。）を開催する。 
 
２ 主催 

北海道（保健福祉事務所） 
 
３ 対象者 

(1) 入所施設利用者 
(2) その他必要と認められる者 

 
４ 開催内容 

(1) 調査の実施について（１０分） 
(2) 利用者説明会用ビデオ（２０分） 
(3) その他必要な情報提供 

 
５ 開催日時及び開催場所 

センターは、「入所施設利用者意向調査実施研修会」開催後、各施設担当職員と調整の上、開催

日時を決定することとし、原則、各施設において開催する。 
 
６ 実施方法 

(1) センターの役割 
センターは、調査の技術的事項を担当する。 

(2) 保健福祉事務所の役割 
保健福祉事務所は、調査の事務的事項を担当する。 

(3) 説明会実施計画書の作成 
 センターは、各施設毎の説明会実施計画書を作成し、所管する保健福祉事務所に提出する。 

また、説明会開催後、実施報告書を作成し、所管する保健福祉事務所に提出する。 
(4) その他 

保健福祉事務所は、できる限り、市町村担当者の参加を呼びかけるものとする。  
 



様式１ 施設
し せ つ

で暮
く

らしている皆
みな

さんへのアンケートです。 施設
し せ つ

名
めい

皆
みな

さんが将来
しょうらい

どんなところでどうやって暮
く

らしたいかお聞
き

きするためのものです。 記入
きにゅう

年月日
ねんがっぴ

皆
みな

さんの名前
な ま え

は市町村
しちょうそん

に伝
つた

えますが公表
こうひょう

することはしません。調査
ちょうさ

の結果
け っ か

はあとで皆
みな

さんにお知
し

らせします。 調査票
ちょうさひょう

番号
ばんごう

～あなたの気持
き も

ち（希望
き ぼ う

）を教
お し

えてください～
質問
しつもん

　２　　今
いま

困
こま

っていることは何
なに

ですか？

当
あ

てはまるものに○をつけてください。（複数回答可）

１，友
とも

だち関係
かんけい

２，自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

がない ３，騒
さわ

がしい

質問
しつもん

　１　　将来
しょうらい

どこで生活
せいかつ

したいですか？　どちらかに○をつけてください。 こ
ち
ら
に
進す

す

ん
で
く
だ
さ
い
。

４，部屋
へ や

が他
ほか

の人
ひと

と一緒
いっしょ

５，その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問
しつもん

　３　　「違
ちが

うところ」にしたのはどうしてですか？（複数回答可）

１、今
いま

いるところが良
よ

い ２、違
ちが

うところに住
す

みたい 当
あ

てはまるものに○をつけてください。

１、一人
ひ と り

でやってみたい ２、家
いえ

に帰
かえ

りたい ３、友達
ともだち

と生活
せいかつ

したい

４、自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

が欲
ほ

しい ５、結婚
けっこん

したい ６、仕事
し ご と

をしたい

７、やりたいことがある ８、その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問
しつもん

　４　　どんなところに住
す

みたいですか？当てはまるものに○をつけてください。（ひとつ）

こちらに進
すす

んでください。 １、自分
じ ぶ ん

の家
いえ

２、アパート ３、グループホーム

４、ほかの施設
し せ つ

５、その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問
しつもん

　２　　「今
いま

いるところ」にしたのはどうしてですか？（複数
ふくすう

回答
かいとう

可
か

） 質問
しつもん

　５　　誰
だれ

と住
す

みたいですか？当てはまるものに○をつけてください。（複数回答可）

当
あ

てはまるものに○をつけてください。 １．両親
りょうしん

（おとうさん・おかあさん）

１、安心
あんしん

だから ２、助
たす

けてくれるから ２、楽
たの

しいから ２．祖父母
そ ふ ぼ

（おじいちゃん・おばあちゃん）

４、他
ほか

は心配
しんぱい

５、困
こま

りそうだから ６、相談
そうだん

できるから ３．兄弟
きょうだい

（おにいさん・おねえさん・おとうと・いもうと）

７、家
いえ

の人
ひと

が心配
しんぱい

するから ８、好
す

きなことがあるから ９、違
ちが

うところを知
し

らないから ４．友
とも

だち ５．ひとり

１０、自信
じ し ん

がないから １１、その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ６．恋人
こいびと

７．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　）

質問
しつもん

　６　「違
ちが

うところ」に住
す

んで何
なに

をしたいですか？当てはまるものに○をつけてください。（複数回答可）

１、どこかで働
はたら

きたい ２、勉強
べんきょう

したい ３、のんびりしたい

質問
しつもん

　３　　今
いま

いる所
ところ

で、変
か

えてもらいたいことはありますか？（複数回答可） ４、遊
あそ

びたい ５、今
いま

のところに通
かよ

いたい

１，一人
ひ と り

部屋
べ や

がほしい ２，自由
じ ゆ う

に外出
がいしゅつ

したい ３，静
しず

かに食事
し ょ く じ

したい ７、その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４，お金
かね

をもっともらいたい ５，好
す

きなものを食
た

べたい ６，携帯
けいたい

を持
も

ちたい 質問
しつもん

　７　　助
たす

けてもらいたいことは何
なん

ですか？当てはまるものに○をつけてください。（複数回答可）

７，作業
さぎょう

内容
ないよう

を変
か

えたい ８，その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　） ＜家
いえ

の中
なか

＞

１，ごはんつくり ２．おふろ ３．そうじ ４，せんたく

５．きがえ ６．ゴミの出
だ

し方
かた

７．茶
ちゃ

わん洗
あら

い ８．クスリをのむこと

質問
しつもん

　４　　手伝
て つ だ

ってほしいことはありますか？（複数回答可） ９．夜
よる

に何
なに

かあった時
とき

１０．トイレ １１．その他
た

（　　　　　　　　　）

１．衣類
い る い

整理
せ い り

２．お風呂
ふ ろ

３．洗面
せんめん

＜家
いえ

の外
そと

＞

４．掃除
そ う じ

５．洗濯
せんたく

６．着替
き が

え １．一緒
いっしょ

に病院
びょういん

にいってもらいたい ２．一緒
いっしょ

に買
か

い物
もの

に行
い

ってもらいたい

７．トイレ ８．お金
かね

の使
　つか

い方
　　かた

９．外出
がいしゅつ

３．仕事
し ご と

がしたい ４．日中
にっちゅう

かよえる場所
ば し ょ

がほしい

１０．通院
つういん

１１．買
か

い物
もの

１２．困
こま

った時
とき

相談
そうだん

したい ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１３．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　） ＜その他
た

＞

１．困
こま

ったときにだれかに相談
そうだん

したい ２．友
とも

だちがほしい

　　これからしてみたいことは何
なん

ですか？（複数回答可）

１．ちがう仕事
し ご と

２．旅行
りょこう

３．結婚
　けっこん

４．スポーツ ５．その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ありがとうございました



あなたの気持ち
き も ち

をおしえてください

　　　　(希望
き ぼ う

）

　　問１
と い

　どちらかに○をつけてください。

　今
い ま

は（　施設
し せ つ

名
め い

　）にいますが

　　今
い ま

いるところがよい

こちらのページに

すすんでください。

ｐ６



 記入年月日
きにゅうねん がっ ぴ

　　平成 20 年　　　月　　　日

調査員氏名
ち ょ う さ い ん し め い

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　違
ち が

うところに住
す

みたい

こちらのページに

すすんでください。

ｐ７



問
と い

２　「今
い ま

いるところ」にしたのは

　　　　どうしてですか？　　　　（複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

○をつけてください

安心
あ ん し ん

助
たす

けてくれる 楽
たの

しい

心配
し ん ぱ い

困
こ ま

る 相談
そ う だ ん

できる

家
い え

の人
ひ と

が心配
し ん ぱ い

する 好
す

きなことがある 違
ち が

うところを知
し

らない

自信
じ し ん

がない その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ５

§今いるところ



問
と い

３　今
い ま

いる所
ところ

で、変
か

えてもらいたいことはありますか？

　　　（複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

○をつけてください。

一人
ひ と り

部屋
べ や

がほしい 自由
じ ゆ う

に外出
がいしゅつ

したい 静
しず

かに食事
し ょ く じ

したい

お金
かね

をもっともらいたい 好
す

きなものを食
た

べたい 携帯
けいたい

を持
も

ちたい

作業
さぎ ょ う

内容
ないよう

を変
か

えたい その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ４

§今いるところ



問
と い

４　手伝
て つ だ

ってほしいことはありますか？ （複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

　　衣類
い る い

整理
せ い り

　　　お風呂
ふ ろ

　　　　洗面
せんめん

　　掃除
そ う じ

　　　　洗濯
せんたく

　　　　　着替
き が

え

　　トイレ 　　お金
かね

の使
つか

い方
かた

　　　　　外出
がいしゅつ

　　通院
つういん

　　　買
か

い物
もの

　　　困
こま

った時
とき

相談
そうだん

したい

　　その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ３

§今いるところ



様式２

施
し

　設
せつ

　名
めい

　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査票
ちょうさひょう

番号
ば ん ご う

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平成２０年４月
　北　　海　　道

ｐ１

入 所
に ゅ う し ょ

施 設
し せ つ

利 用 者
り よ う し ゃ

意 向
い こ う

調 査 票
ち ょ う さ ひ ょ う



問
と い

５　これから、してみたいことは何
な ん

ですか？（複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

　　　　旅行
りょこう

　　　　結婚
　けっこん

　　　スポーツ 　　　その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

備考

　　　☆ご協力
き ょ う り ょ く

ありがとうございました

ｐ２

　　ちがう仕事
し ご と

§今いるところ



問
と い

２　今
い ま

、困
こ ま

っていることは何
な ん

ですか？（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

○をつけてください

友
とも

だち関係
かんけい

自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

がない 騒
さわ

がしい

部屋
へ や

が他
ほか

の人
ひと

と一緒
いっしょ

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ８

§違うところ



問
と い

３「違
ち が

うところ」にしたのはどうしてですか？

　　　　　　（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

○をつけてください

一人
ひ と り

でやってみたい 　家
いえ

に帰
かえ

りたい 友
とも

達
だち

と生活
せいかつ

したい

自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

がほしい 　結婚
けっこん

したい 仕事
し ご と

をしたい

やりたいことがある その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ９

§違うところ



問
と い

４　どんなところに住
す

みたいですか？（ひとつ）

○をつけてください。

自分
じ ぶ ん

の家
いえ

アパート グループホーム

ほかの施設
し せ つ

その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ１０

§違うところ



問
と い

５　だれと住
す

みたいですか？（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

○をつけてください。

　　両親
りょうしん

（おとうさん・おかあさん）

　　祖父母
そ ふ ぼ

（おじいちゃん・おばあちゃん）

　　兄弟
きょうだい

（おにいさん・おねえさん・おとうと・いもうと）

　　友
とも

だち ひとり

　　恋人
こいびと

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ１１

§違うところ



問
と い

６　「違
ち が

うところ」に住
す

んで、なにをしたいですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

○をつけてください。

どこかで働
はたら

きたい 勉強
べんきょう

したい

のんびりしたい 遊
あそ

びたい

今
いま

いるところにかよいたい

その他
た

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ｐ１２

§違うところ



問
と い

７　　助
た す

けてもらいたいことはなんですか？

（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

○をつけてください。

<家
いえ

の中
なか

のこと>

ごはんつくり おふろ そうじ せんたく

きがえ ゴミの出
だ

し方
かた

茶
ちゃ

わん洗
あら

い クスリをのむこと

夜
よる

に何
なに

かあった時
とき

トイレ その他
ほか

（　　　　　　　　　）

<家
いえ

の外
そと

のこと>

一緒
いっしょ

に病院
びょういん

にいってもらいたい 一緒
いっしょ

に買
か

い物
もの

に行
い

ってもらいたい

仕事
し ご と

がしたい 日中
にっちゅう

かよえる場所
ば し ょ

がほしい

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

<その他
た

>

困
こま

ったときにだれかに相談
そうだん

したい 友
とも

だちがほしい

お金
かね

の使
つか

い方
かた

ｐ１３

§違うところ



問
と い

８　これから、してみたいことは何
な ん

ですか？（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

ちがう仕事
し ご と

旅行
りょこう

結婚
　けっこん

スポーツ その他
ほか

(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

備考

　　　☆ご協力
き ょ う り ょ く

ありがとうございました

ｐ１４

§違うところ



あなたの気持ち
き も ち

をおしえてください

　　　　(希望
き ぼ う

）

　　問１
と い

　どちらかに○をつけてください。

　今
い ま

は（　施設
し せ つ

名
めい

　）にいますが

　　今
い ま

いるところがよい

こちらのページに
すすんでください。

ｐ６



記入年月日
きにゅうねんがっぴ

　平成　20　年　　　月　　　日

調査員氏名
ち ょう さい んし め い

　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　違
ち が

うところに住
す

みたい

こちらのページに
すすんでください。

ｐ７



（　）に○をつけてください。

安心
あんしん

　助
たす

けてくれる 楽
たの

しい 心配
しんぱい

困
こま

る 　相談
そ う だ ん

できる 家
いえ

の人
ひと

が心配
しんぱい

する 好
す

きなことがある

違
ちが

うところを知
し

らない 自信
じ し ん

がない

その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ５

　　（　　　） 　　（　　　）

　（　　　）

　（　　　） 　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

問
と い

２　「今
い ま

いるところ」にしたのは

　　　　どうしてですか？　　　　（複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

§今いるところ



問
と い

３　今
い ま

いる所
ところ

で、変
か

えてもらいたいことはありますか？

　　　（複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

（　）に○をつけてください。

一人
ひ と り

部屋
べ や

がほしい 自由
じ ゆ う

に外出
がいしゅつ

したい 静
しず

かに食事
し ょ く じ

したい

　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　）

携帯
けいたい

を持
も

ちたい お金
かね

をもっともらいたい 　　好
す

きなものを食
た

べたい

　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　） （　　　　　）

　→ その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　作業
さぎ ょ う

内容
ないよう

を変
か

えたい その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　）

ｐ４

§今いるところ



問
と い

４　手伝
て つ だ

ってほしいことはありますか？ （複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

（　）に○をつけてください。

　　衣類
い る い

整理
せ い り

　　　洗濯
せんたく

　　　着替
き が

え 　　　掃除
そ う じ

　　トイレ 　お金
かね

の使
つか

い方
かた

　　　外出
がいしゅつ

　　　お風呂
ふ ろ

　　　通院
つういん

　　　買
か

い物
もの

困
こま

った時
とき

相談
そうだん

したい 　　　洗面
せんめん

　　その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ３

　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　）

　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　）

　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　） 　　　（　　　　　　）

§今いるところ



様式３

施
し

　設
せつ

　名
めい

　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査票
ちょうさひょう

番号
ばんごう

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平成２０年４月
　北　　海　　道

ｐ１

入 所
に ゅ う し ょ

施 設
し せ つ

利 用 者
り よ う し ゃ

意 向
い こ う

調 査 票
ち ょ う さ ひ ょ う



問
と い

５　これから、してみたいことは何
な ん

ですか？ （複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

（　）に○をつけてください。

　　　　結婚
　けっこん

　　　　旅行
りょこう

（　　） （　　）  (     )

　　　その他
ほか

(　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　スポーツ 　　　その他
ほか

(　　　　　　　　　　　　　　　)

（　　）

備考

　　　☆ご協力
き ょ う り ょ く

ありがとうございました

ｐ２

　　ちがう仕事
し ご と

§今いるところ



問
と い

２　今
い ま

、困
こ ま

っていることは何
な ん

ですか？（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

（　）に○をつけてください。

   友
と も

だち関係
かんけい

    騒
さわ

がしい 自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

がない

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　部屋
へ や

が他
ほか

の人
ひ と

と一緒
い っ し ょ

ｐ８

       （　　　　　）        （　　　　　）        （　　　　　）

　　　　　（　　　　　　　　）

§違うところ



問
と い

３「違
ち が

うところ」にしたのはどうしてですか？

　　　　　　（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

（　）に○をつけてください。

友
とも

達
だち

と生活
せいかつ

したい 　家
いえ

に帰
かえ

りたい 一人
ひ と り

でやってみたい やりたいことがある

仕事
し ご と

をしたい 　結婚
けっこん

したい 自分
じ ぶ ん

の部屋
へ や

がほしい

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ９

　　　　（　　　　）

　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　）

　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　） 　　　　（　　　　）

§違うところ



問
と い

４　どんなところに住
す

みたいですか？（ひとつ）

（　）に○をつけてください。

自分
じ ぶ ん

の家
いえ

アパート

（　　　　　） （　　　　　）

　　　グループホーム 　　　　ほかの施設
し せ つ

（　　　　　） （　　　　　）

その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ１０

§違うところ



問
と い

５　だれと住
す

みたいですか？（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

（　）に○をつけてください。

両親
りょうしん

（おとうさん・お

かあさん）

祖父母
そ ふ ぼ

（おじいちゃ

ん・おばあちゃん）

兄弟
きょうだい

（おにいさん・おねえさ

ん・おとうと・いもうと）

（　　） （　　） （　　）

友
とも

だち ひとり 　　　　恋人
こいびと

（　　） （　　） （　　）

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　）

その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　）

ｐ１１

§違うところ



問
と い

６　「違
ち が

うところ」に住
す

んで、なにをしたいですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

（　）に○をつけてください。

 どこかで働
はたら

きたい 　　勉強
べんきょう

したい 　のんびりしたい

　　（　　　） 　　（　　　） 　　（　　　）

遊
あそ

びたい

（　　）

その他
た

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

その他
た

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ｐ１２

　　今
いま

いるところにかよいたい

　（　　　）

§違うところ



） ）

問
と い

７　　助
た す

けてもらいたいことはなんですか？

（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

（　）に○をつけてください。

<家
いえ

の外
そと

のこと>

一緒
いっしょ

に病院
びょういん

にいって

もらいたい

日中
にっちゅう

かよえる場所
ば し ょ

が

ほしい

一緒
いっしょ

に買
か

い物
もの

に行
い

っ

てもらいたい
　　仕事

し ご と

がしたい

（　　　） （　　　 （　　　 （　　　）

<その他
た

>

困
こま

ったときにだれかに相談
そうだん

したい 　友
とも

だちがほしい 　お金
かね

の使
つか

い方
かた

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

その他
ほか

（　　　　　　　　　）

その他
ほか

（　　　　　　　　　）

ｐ１４

§違うところ



問
と い

７　　助
た す

けてもらいたいことはなんですか？

（複数
ふ く す う

回答
か い と う

可
か

）

（　）に○をつけてください。

<家
いえ

の中
なか

のこと>

　ごはんつくり 　　おふろ 　　そうじ

　　（　　） 　　（　　） 　　（　　）

　　せんたく 夜
よる

に何
なに

かあった時
とき

　　きがえ

　　（　　） 　　（　　） 　　（　　）

　ゴミの出
だ

し方
かた

　茶
ちゃ

わん洗
あら

い クスリをのむこと

　　（　　） 　　（　　） 　　（　　）

その他（　　　　　　　　　）

　　トイレ

　　（　　） その他（　　　　　　　　　）

ｐ１３

§違うところ



問
と い

８　これから、してみたいことは何
な ん

ですか？ （複数回答可
ふ く す う か い と う か

）

（　）に○をつけてください。

　　　　結婚
　けっこん

　　　　旅行
りょこう

（　　） （　　） （　　）

　　　その他
ほか

(　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　その他
ほか

(　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　スポーツ

（　　）

備考

　　　☆ご協力
き ょ う り ょ く

ありがとうございました

ｐ１５

　ちがう仕事
し ご と

§違うところ



入所施設利用者意向調査 聞き取りマニュアル（Ｖｅｒ．1.1） 

 

 

 あなたの気持ち（希望）を教えてください。 

※利用者一人ひとりにわかりやすく説明をしてください。 

 

○全体として 

 ・ 長野県の調査の手引きは、参考資料としての活用だけではなく、調査員の心構えとして熟読

し、対象者の聞き取りに臨む。 

 ・ 対象者と対峙して、いきなり聞き取り様式１・２・３を実施するのではなく、事前に、聞き

取れる雰囲気作りを心掛ける。 

・ 聞き取りをする際に、例えば、「友達は好きですか？」といった、受け答えが限定される、も

しくは、受け答えがオウム返しとならないように、「友達のことをどう思いますか？」といった

ような、対象者の様々な意向を汲み取り反映できるような聞き取り方を心がける。 

・ 例えば、「今いるところが良い」を選んだ場合の問２の「入所施設利用者意向調査 聞き取り

マニュアル（以下、「マニュアル」と略）」でいう、「安心」「助けてくれる」「楽しい」「心配」

等の具体例を最初からあげて聞き取りに臨むのではなく、具体例がなくても対象者が設問に対

しての受け答えが可能あれば、その内容を調査員が判断して該当するところにチェック、もし

くは「その他」「備考欄」に記入をする。 

受け答えが苦手な方に限り、マニュアルで言う「今いるところが安心だからですか？」「友達

や職員が助けてくれるからですか？」「今いるところは楽しいからですか？」等の具体的な例を、

可能な限り対象者の理解力にあわせて提示し、その意向を聞き取るよう心掛ける。 

・ 調査員が設問し、その受け答えを聞き取り様式にチェックするといった、よくある事情聴取

的な聞き取りスタイルでは、対象者の緊張を煽る可能性が高い。どのような聞き取り手法でも、

聞き取り様式の項目が網羅できれば良いとして、手法においては対象者の能力合わせてフレキ

シブルに対応するよう心掛けたい。例えば、聞き取り様式の項目をすべて盛り込んだ日常会話

形式の独自のシナリオを作成し、それを用いて聞き取りを行い、後でそれぞれの様式にフィー

ドバックする手法など。 

ただし、例に挙げたような手法は、調査員の技術や経験に大きく左右されるので、基本的に

は聞き取り様式１・２・３とマニュアルを原則（ベース）として臨みたい。 

・ 様式 1 に限らず、対象者自らが書ける人には書いてもらってもよい。 

・ 対象者により受け答えに一貫性がない、また、話が二転三転する場合もあると思われるが、

その動向を備考欄に記載。加えて、対象者がそのような場合であっても、出来る限り柔軟に、

かつ、根気強く対象者の受け答えに傾聴するよう心掛ける。 

 

 

 

 

 

問１ 今は(   )にいますが、 

   今いるところが良いですか？違うところで暮らしたいですか？ 

これからの生活を考えた時に、どこで暮らしたいかを聞いて下さい。 

意志疎通を図ることが難しい方の場合であっても、この質問についてはできる限り聴き取りして

ください。問２以降、回答不能もあり得ます。 

また、まったく聴き取りできなかった場合は、その旨を記載することとし、聴き取りを終了して

ください。 
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○問１（共通） 

 ・問１の聞き取りには、最低限、施設の写真があったほうが良い。（ホームページや施設要覧

の活用、また、事前に写真を撮るなど、圏域センター側で準備、調整を図る。） 

・「今いるところが良い」「違うところに住みたい」の聞き取り時に「違うところに住みたい」

を説明するときには、「グループホーム」「自宅」「違う施設」など具体的な名称は提示しな

い。（問 4 と設問がかぶってしまうため） 

 

施設生活継続（今いるところがよい） 

 問２ 今いるところにしたのはどうしてですか？ 

今いる所にいたい理由を聞いて下さい。・・（複数回答 OK） 

安心        ~ 今いるところにいると安心だから 

助けてくれる    ~ 友達や職員が助けてくれるから 

楽しい       ~ 今いるところは楽しいから 

心配        ~ 今いるところ以外は心配だから 

困る        ~ 今いるところ以外は困る事があるから 

相談できる     ~ 友達や職員に相談できるから 

家の人が心配する  ~ 今いるところ以外は心配するから 

好きな事がある   ~ 今いるところで好きな事があるから 

違うところを知らない~ 今いるところ以外知らないから 

自信がない     ~ 今いるところ以外で暮らす自信がないから 

その他 

上記以外に何かありましたら記載して下さい。 

 

 

 

問３ 今いるところでかえてもらいたいところはありますか？ 

今いる所で直してもらいたいところを聞いて下さい。 

施設内の別の所に移動したい等もあったら聞いて下さい。・・（複数回答 OK） 

一人部屋がほしい   ~ 現在は二人以上の相部屋で生活している 

自由に外出したい   ~ 外出も自分たちの好きなところに自由に出してもらいたい 

静かに食事をしたい  ~ 大勢の中では嫌だ 

お金をもっともらいたい~ お金をたくさんもらって、ほしい物を買いたい 

好きな物を食べたい  ~ 自分の好みの物を食べたい 

携帯を持ちたい    ~ みんなが持っているので 

作業を変えたい    ~ 違った仕事をしてみたい 

その他 

上記以外で何かありましたら記載して下さい。 

 

○問３（今いるところが良い） 

・「違うところに住みたい」の問２と一緒で、「今、困っていることは何ですか？」という聞

き方に変えたほうが良いのでは？現行の「～変えてもらいたい…」という表現よりも、「困

っていること」という設問のほうが、対象者がイメージしやすい。結果、施設への改善点

があげられても、対象者の困りごとがあげられても、その内容を調査員が判断して、問３

（今いるところが良い）と問４（今いるところが良い）のどちらかに振り分けてチェック
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をする。 

 

 

 

問４ 手伝ってほしい事はありますか？ 

手伝ってほしい事を聞いて下さい。・・（複数回答 OK） 

衣類整理、お風呂、洗面、掃除、洗濯、着替え、トイレ、お金の使い方、外出、通院、買物、

困った時相談したい 

上記以外に何かありましたら記載して下さい。 

 

これからの事を聞いた時に一人暮らしをしたいとか、アパートに暮らしたいとか出てくるか

もしれません。その時には違うところで生活したい方のアンケートに進んでも OK です。 

 

施設生活以外（違うところ） 

 

 

（複数回答 OK） 

問２ 今、困っている事は何ですか？ 

   友達関係     ～他者との人間関係全般 

自由な時間がない。 ~ 現在住んでいるところでの環境等 

   騒がしい      ~ 現在住んでいるところでの環境等 

   部屋が他の人と一緒 ~ 現在すんでいるところでの環境等 

   上記以外に出てきたら記入して下さい。 

 

 

 

施設以外で生活をしたい理由を聞い下さい。（複数回答 OK） 

問３ 違うところにしたのはどうしてですか？ 

一人でやってみたい ~ 一人暮らし 

家に帰りたい    ~ 両親、兄弟と暮らしたい。 

友達と生活したい  ~ GH,CH,アパート等 

自分の部屋がほしい ~ 相部屋は嫌 

結婚したい     ~ 好きな人と住みたい 

仕事をしたい    ~ 仕事をして生活したい 

やりたいことがある ~ 今のところでは出来ない 

その他       ～ 上記以外にでてきたら記入して下さい。 

 

 

 

問４ どんなところに住みたいですか？ 

 ひとつだけ選んで下さい。 

自分の家    ～ 問３で家に帰りたい方が答えた場合 

アパート    ～ ひとり暮らしや結婚して２人で生活する 

グループホーム ～ ケアホームや共同住居など 

他の施設    ～ 施設がいいけど今の施設ではないところ 

その他     ～ 上記以外にでてきたら記入して下さい。 

 

 問５ 誰と住みたいですか？ 
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誰と住みたいか聞いてください。問４と一緒に聞く方法もあります。（複数回答 OK） 

両親  ～お父さん・お母さん 

祖父母 ～おじいちゃん・おばあちゃん 

兄弟  ～お兄さん・お姉さん・弟・妹 

友達   

恋人   

一人   

その他 ～ 他に何かあったら書いてください。 

 

 

 

地域に出て何をしたいかを聞いてください（未来）問４・５と一緒に聞く方法もあります。（複数

回答 OK） 

   どこかで働きたい   ~ どんな仕事をしたいか 

   勉強したい      ~ どのような事を学びたいか 

      のんびりしたい    ~ のんびりしたい以外に何かあれば 

      遊びたい       ~ どのような遊びをしたいか 

      今いるところに通いたい~ 地域に住んで日中活動の場所の設定 

      その他 

   上記以外にでてきたら記入して下さい。 

 

 

 

地域で生活する場合に手伝ってほしいことを聞いてください（複数回答 OK） 

家の中、家の外でのこと、その他、記載されていないことは下に書いて下さい。 

<家の中のこと> 

   ご飯作り、お風呂介助、掃除、洗濯、着替え、ごみの出し方、食器洗い、薬を飲む事、夜に

何かあった時、トイレ介助、その他 

<家の外のこと> 

一緒に病院に行ってもらいたい、一緒に買い物に行ってもらいたい、仕事がしたい、 

   日中通える場所がほしい、その他 

<その他> 

      困った時誰かに相談したい、友達がほしい、お金の使い方、その他 

   上記以外にでてきたら記入して下さい。 

 

 

 

やってみたい事を聞いて下さい。（複数回答 OK） 

   ちがう仕事、旅行、結婚、スポーツ 

   上記以外でありましたら記入して下さい。 

 

次頁以降は、長野県西駒郷における地域生活移行に係る検証事業において作成されたものです。 

グループホーム移行者に対する聴き取り調査のため、入所施設利用者にそのまま使用できません

が、障害者への聴き取りに必要なマナーについて記載されていますので、活用ください。 

これから、してみたいことは何ですか？ 

問７ 助けてもらいたい事は何ですか？ 

問６ 違うところに住んで何をしたいですか？ 
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長野県内 知的障害者・精神障害者 地域移行者調査調査の手引き 

＜一部抜粋＞Ver.2（2007 年 9 月） 

平成１９年度厚生労働省障害者自立支援調査研究プロジェクト 

「知的障害者及び精神障害者の地域生活支援推進に関する研究」 

長野県障害者地域生活支援研究会 

 調査実施関連部分  

 

（１） 質問する前から調査は始まっています：留意点・確認事項 

 

① 時間を割いて調査に協力していただいているので、失礼のないよう十分気をつける 

② 最初に、調査員の自己紹介（名刺や身分証明書の提示）と挨拶 

③ 調査依頼書が届いているか確認し、念のため、再度、調査依頼書を提示する 

④ 対象者の名前、その場で会った支援者等の名前・立場（例 GH 世話人）をお聞きする 

⑤ 対象者と調査員でプライベートに話が聴ける場所提供をお願いする（隣人に声が筒抜けの場

合もあります、対象者に不利益が生じないよう気をつけてください） 

⑥ 同席を強く希望する支援者（又は家族）には、調査の趣旨を説明し退席をお願いする 

⑦ あらかじめ「（例）だいたい１時間くらいになりそうですが、疲れたり、辛くなったらいつで

も言ってくださいね」「トイレは行きたい時にいつでも行っていただいて構いません」と伝え

て始める 

⑧ ご本人の部屋の場合は、部屋の温度・湿度、隣室の声の聞こえ具合、ドアの開閉状態、外部

の音、プライバシーの確保状況などの生活環境についても注意し、あとで記録に残す。 

⑨ IC レコーダーについて説明し、許可をとる。例えば「今日はメモをとらずお話をじっくりお

聴きしたいので、録音してもいいですか？」「このテープは私があとでメモを作る時に確認す

るためのものなので、他の人には聴かせません」・・など。最初は IC レコーダーに興味津々で

質問に答えないかも知れませんが、その際にはデモ録音して一緒に聴いてみるのも手です。ど

んなものなのかわからないと、ずっと IC レコーダーに釘付けになるからです。その後は、調

査員もあまり IC レコーダーを見たりせずスマートに会話を続けてください。 

⑩ 念のために、強調すること。「もっと支援がよくなったり、毎日の暮らしがよくなるように、

長野のあちこちで同じようにお話を聞いています」「ここでお聞きしたことは、施設の人や GH

の世話人さんなどには言いません。思ったことを教えていただけたら嬉しいです」「言いたく

ないことは無理に言わなくて構いません」「もし我慢していることや困っていることがあった

ら正直に話してください」・・・など、対象者の不安を軽減するよう、会話の途中でも適宜説

明して下さい。「誰かに伝えられて怒られるのではないか、正直に言ってあとで説教されるの

ではないか」という不安は思いのほか強いと思ってください。会話のなかで、聴き取りをしな

がらもその不安への配慮を忘れないで下さい。 

⑪ 「（例）答えにくいことや答えたくないことは無理しなくていいです。でも、思っていること

を教えていただけたら、とても嬉しいです。ぜひ協力してください」などと逃げ場を用意しな

がらも協力をお願いする。 

⑫ 特に精神障害の方へは「今日の体調はいかがですか？」と最初にさりげなく体調を気遣うの

も重要です。または夜の訪問であれば「（例 眠剤は）飲まれましたか？」「何時くらいが一番

眠くなりますか？」などと、あらかじめ尋ねてから聴き取りをスタートするのも流れを想定し

やすいかも知れません。薬の話を嫌う方も少なくないのであまり強調しすぎないこと。 
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■ 大切なこと → あくまでも訪問したのは「あなた」にお会いし、お話を聴くため、という

ことを全身で伝えること。（世話人等との話で盛り上がりすぎない、対象者本人以外とこそこ

そ下打ち合わせのような会話をしない、いつまでも皆との話を引きずらない など） 

■ 大切なこと → あいさつの仕方や GH への入り方で「この人には話してみたい」と思える

よう細心の注意を払ってください。（例えば、近所中に響き渡るような大声で夜間にやってき

た、対象者が挨拶を返そうとしているのに待てずに自分のペースでどんどん先に話してしまう、

「どうぞ」と言われる前にズカズカと入ってしまうなど、実は結構みんな見ています） 

■ ポイント 相手の反応を見る余裕を持ち、相手のペースを大事にしながら、すでに気聴き取

りが始まっていることを意識してください。（例えば、その晩、入居者同士でもめて GH 内の

雰囲気が重く、とても第三者を受入れるような状況でない場合、もしかしたら調査はすぐに中

止になるかも知れません。対象者が興奮したり、落ち込んでいたりと、精神状態が不安定だっ

たりしたら、無理せず帰ってくることも重要な判断です） 

 

 

（２） 質問が始まって終わるまで：リラックスした雰囲気を保ちながら相手の疲れを感じ取る 

 

 ①面接途中で誰かが入ってきたら会話を止めてください。退出後に再開して下さい 

 ②調査員の意図に反し、話があちこちに行くことがあります。実は、そこに一番伝えたいこと

が隠れている場合もありますので、引きずられるのではなく、流れにどんな意味があるのか、

考えながら話を合わせてください。ただし、聴き取りの技術が低いために対象者が集中でき

ない場合もあります。話を深めたり、相づちを打ったり、少し間を置いて再度同じ質問をす

るなど、上手に聴き取りを組み立てるよう努めてください。 

 ③対象者の緊張や不安が強く、続行が不可能である場合は無理せずに中止してください。ただ

し、その場合も「今日は無理を言ってごめんなさい」「会えてうれしかったです」「また来て

もいいですか？」「今度またお話ができるのを楽しみにしています」などのことばをかけ、

次につなげること。対象者は無言で無反応であっても、どんな思いで声をかけてくれている

のかは伝わると思ってください。協力してくれないことを不満に思うのではなく、無理をさ

せ、負担を与えたことを詫びるべきです。調査には協力する義務もなければ、そこは対象者

の生活の場で大きな顔をされる道理もありません。このことを肝に銘じて下さい。 

 ④最後に感謝とねぎらいのことばを忘れずに伝えてください。うわべだけではなく、心からの

お礼を言われたら、対象者は悪い気はしません。謝品も形式で渡すのではなく、感謝のしる

しとしてお渡しください。 

 

 

（３） 質問項目：大切なのは「尋ねること」より「聴くこと」 

 

 「地域での生活の実態」「地域生活移行について」「将来の希望」に至るまで幅広い内容を、対象

者に合わせて質問文をわかりやすくアレンジしながら質問する。 

 以下は質問例だが、対象者によってはこれ以外に自分の関心事や「話したいこと」「見せたいこと」

などに集中することが予想される。その場合、そちらに耳を傾けることで、質問の糸口を見つけた

り、対象者が最も主張したいことが見えて来るので、何がなんでも質問をすべて聴くことに終始し

ないスタンスで臨んでください。 

 また質問の合間には「次はホームのご飯のことを教えてくださいね」などのことばを挟んでスム

ースにつなげてください。順番は問いませんが、答えやすい流れを心がけてください。 

   

 ＜質問例 グループホーム入居者の例＞ 
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① あなたのお名前を教えてください 

② 今、何才ですか？ 

③ ここはなんていう名前のホームですか？ 

④ ここのお部屋はあなた（○○さん）だけのお部屋ですか？ 

⑤ お部屋はもっと広いほうがいいですか？ 

⑥ お部屋にある、最近買ったものは何ですか？誰が選びましたか？ 

⑦ 隣の音が聞こえて困ったりしますか？ 

⑧ 夜はこのお部屋でよく眠れますか？ 

⑨ このホームで仲良しの人はいますか？ 

⑩ このホームであまり仲良くない人はいますか？ 

⑪ ホームのご飯はおいしいですか？それともあまりおいしくないですか？ 

⑫ 食べたいものをリクエストできますか？ 

⑬ おかわりは自由にできますか？ 

⑭ 世話人さんはどんな人ですか？よくお話ししますか？ 

⑮ 世話人さんには困った時に相談できますか？ 

⑯ どんなことを世話人さんに助けてほしい（教えてほしい）と思いますか？ 

⑰ 困った時にだれに相談しますか？ 

⑱ ホームの近所の人とよくお話ししたりしますか？（どんなお話をしますか？） 

⑲ お休みの日は何曜日ですか？（決まっていますか？） 

⑳ お休みの日に行ってみたいところはどこですか？ 

21 お休みの日にすることで楽しかったことは何ですか？ 

22 お休みの日によく行くこと、よくすることを教えてください。 

23 お部屋では何をしていることが多いですか？（何もしていないのもＯK） 

24 どこかに行くのに困ることはなんですか？（例 移動、交通手段の利用法など） 

25 ガイドヘルパーって知っていますか？利用したことがありますか？ 

26 ホームヘルパーって知っていますか？利用したことがありますか？ 

27 お掃除や洗濯は誰がしますか？（自分でやる場合）難しいですか？誰かに手伝ってほ

しいと思いますか？ 

28 ホームから行きたいところに自由に行けますか？ 

29 ホームのあなたのお部屋に遊びに来る人はいますか？泊まりますか？ 

30 勝手にあなたのお部屋に入って来る人はいますか？ 

31 ホームで困っていることはありますか？それは何ですか？ 

32 家族はどこに住んでいますか？会いたいときに会えますか？ 

33 年に何回くらい家族と会いますか？それは誰ですか？どこに住んでいますか？ 

34 昼間はどこに行っていますか？そこでは、どんなことをしていますか 

35 そこに行くのは好きですか？楽しいですか？ 

36 １ヶ月のお給料はいくらか知っていますか？ 

37 家賃や食費はいくら払っているか知っていますか？ 

38 おこずいかいはいくらですか？何を主に買っていますか？こずかいは残りますか？ 

39 こずかい帳をつけていますか？それは簡単ですか？ 

40 いつか買いたいものはありますか？それは何ですか？ 

41 貯金はいくらあるか知っていますか？ 

42 通牒は誰がもっていますか？ 

43 施設にいたときはどこで買物をしていましたか？（月に何回くらい？） 

44 施設から地域にでるのは誰が決めたのですか？ 

45 なんていう施設にいましたか？どのくらい住んでいましたか？ 
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46 施設で楽しかったことは何ですか？ 

47 施設で嫌だったことは何ですか？ 

48 施設をでるとき、心配だったことはなんですか？楽しみだったことはありますか？ 

49 施設にいたときにグループホームのことを知っていましたか？ 

50 どうしてあなたは施設にいたのだと思いますか？ 

51 今の暮らしと施設での暮らしはどちらが好きですか？それはどうしてですか？ 

52 もっと早く施設から出たかったですか？どんな気持ちで施設にいましたか？ 

53 施設からでるのを反対した人はいましたか？ 

54 施設から出てまずどこに行きましたか？ 

55 自活訓練をしましたか？それは楽しかったですか？やってとかったと思いますか？ 

56 施設をでてよかったと思うことはありますか？それはどんな時ですか？ 

57 施設に帰りたいなあと思うことはありますか？それはどんな時ですか？ 

58 今も施設に行くことはありますか？何をしに行くのですか？ 

59 施設の職員とはよくお話をしましたか？よく話を聞いてくれましたか？ 

60 施設でこまっていたことは何ですか？ 

61 ホームと施設はどこが違いますか？一緒のことはありますか？ 

62 施設のときのお友達と今も会えますか？会いたいですか？ 

63 今、ホームで悩んでいることはありますか？ 

64 将来の夢は何ですか？ 

65 将来はどこに住みたいですか？だれと暮らしたいですか？ 

66 いつかやってみたいことはありますか？それは何ですか？ 

67 施設にまだいる仲間のことをどう思いますか？ 

 

 

（４） 面接における要配慮点：自分の癖や短所を知ることから 

 

① 面接自体が「権利侵害」になる可能性は大です。質問が「尋問」「詰問」にならないよう、

協力依頼が「ごり押し」「命令」にならないよう細心の配慮をお願いします。次につながら

ない聴き取りでは本音は得られません。 

② 質問しながら実は聴き取り者が「説教」者になりがちです。対象者の答えを「評価」し「助

言」を与えることはおせっかいであり、対象者にとっては不愉快です。調査者の価値観が見

え隠れすると、その後の回答全般に重大な支障を来します。聴き取り調査は失敗に終わるの

です。＜参考資料：相手に嫌われる１２のパターン＞を参考にしてください。日頃の癖がで

てしまわないよう自己確認しながら、聴き手としての能力を高めてください。相手が感慨深

い様子なのか、調査者に対し辟易しているのか、冷静に観察してみてください。 

③ 調査者側が内にもっている「欲しい答え」「希望する流れ」に対し、調査者は敏感です。ま

してや、決めつけた形での質問や、効率的だと思える質問は、対象者に「こう答えたら喜ぶ

かも。こう答えないと怒られるかも」などのバイアスを与えるのです。 

 たとえば「入所施設のご飯は冷たくてまずかったよね？」ではなく、「（例）入所施設でのご

飯の味はどうでしたか？」から初めてください。場合によっては「GH のごはんよりよかった

よ」と答える人もいるかも知れません。その時に「ええ？うそでしょ？」などと調査者の予想

外の答えであることを露骨に表すのも避けて下さい。つねにフラット（中立）であることが調

査者には求められます。 

 

④ 実は「よく見えない」「よく聴こえない」「意味がわかっていない」「身体の調子が悪い」な
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ど、調査者側にはすぐにはわからない援助・配慮を要することがあるかも知れません。常に

相手の様子に目配りをしてください。 

⑤ 「それ」「あれ」「ここ」「そっち」など、何を指しているのかはっきり言わないと大きくず

れてしまっている場合があります。面倒でも丁寧に聴いてください。 

⑥ 何でも「はい」と答える方もいます。 

⑦ 同じ「はい」でもたくさんの意味があります。表情や声のトーンでわかる場合もあれば、

間の取り方で想像できる場合があります。気になったら、質問文の言い回しを変えて、再度

聴いてください。 

⑧ 精神障害者の場合、必要以上に喉が渇いたり、何度も質問をしないと整理できない場合が

あります。また、眠剤をいつ飲んだかによってかなり眠い状態であることも予想されます。

また、幻聴が活発で、幻聴に対して返事をしていることもあります。それはご本人に確認し

ながら進めることと、時間設定にも配慮が必要なことを意味しています。 

⑨ 細かい話ですが、調査員の服装、匂い（香水・体臭など）、服飾品などで聴き取りがうまく

いかない場合もあります。（例 匂いで頭が痛くなる、じゃらじゃら音がうるさい、ミニス

カートが気になる、靴を脱いだら足の臭いが気になる など） 

 

■ 大切なこと → 調査者の方が喋ってばかりでは、本末転倒。よい「聴き手」は余分なお喋

りはせずに、会話を円滑に進められます。 

■ 大切なこと → 対象者にとって「話してよかった」と思える時間を提供することが最大の

使命と言っても過言ではありません。調査者にとってもいい出会い、いい会話が 

 

＜参考資料＞ 

「聴くこと」は当事者との信頼関係だけでなく当事者自身のもつ力への信頼です 

＜精神障害者からのメッセージ 「聴くこと」＞ 

 私が「聴いて」と言っているのに貴方は私にアレコレとアドバイスを与えてくれる 
 それは私が頼んだことじゃない。 
 私が「聴いて」と言っているのに 
 貴方は理由を挙げて「・・だからそんなふうに考えちゃいけないよ」ってお説教をはじめる。 
 私の気持ちは踏みにじられる。 
 私が「聴いて」と言っているのに貴方は、どうにかして私の問題を解決しようとする。 
 ちょっと変に聴こえるかもしれないけれど、それは私を裏切ること。 
 聴いて！私は「何か話して」とか「何かして」と頼んだわけじゃない 
 ただ聴いて、耳を傾けてと頼んだだけ。 
 
 そもそも、私にだって出来るのよ。私に力がないわけじゃない。 
 意気消沈して打ちのめされているかもしれないけれど、力がまったくないわけじゃない。 
 私が出来ることや自分でしなければならないことなのに、 
 貴方が代わりにやってやろうとすることは、私の不安や無力感を大きくするだけ。 
 
 私には私が感じていることがあるのだから、 
 それがどんなに変に聞こえても、それをそのまま受け入れて。 
 そしたら貴方を説き伏せることをすぐやめて、 
 私は自分の変な気持ちの裏にあるものを貴方に説明するという作業を始めるから。 
 （略） 
 だから、お願い、私の話を聴いて。 
 私の話に耳を傾けて。 
         （ＪＨＣ板橋 ピアカウンセリングマニュアルより） 
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障がい者地域生活説明会「地域でくらす」実施概要 

平成１９年３月に作成した「北海道障がい福祉計画」においては、「希望するすべての障がい者が地

域で暮らせる社会の実現」を目標としています。「障がいのある方々の地域生活」について、当事者・

家族をはじめ関係者や一般の方々と考えます。 

§ 開催日時及び開催場所 

平成 20 年 1 月 26 日(土) 13:00～  北斗市総合文化センターかなでーる 大会議室 

27 日(日) 13:00～  赤れんが庁舎２階１号会議室（札幌市） 

2 月 2 日(土) 12:30～  上川合同庁舎 3 階講堂（旭川市） 

3 日(日) 13:00～  網走総合庁舎３階講堂（網走市） 

9 日(土) 13:00～  十勝合同庁舎３階講堂（帯広市） 

10 日(日) 13:00～  道庁別館地下１階大会議室（札幌市） 

地域って
なに？ 

 

基調講演 

基調講演  地域生活のススメ～長野県西駒郷の取組みから～ 

講  師  西駒郷地域生活支援センター 所長 山 田   優さん 

〔略歴〕 日本福祉大学社会福祉学部卒業 

１９８５ 入所更生施設まどか施設長 

１９９７ 知多地域障害者生活支援センターらいふ所長 

２００３ 長野県自律支援部長 ２００５～現職 

〔著書〕 コーディネーターがひらく地域福祉（ぶどう社） 

知的障害者ホームヘルプサービスの実際（中央法規出版） 

地域生活のススメー西駒郷の地域生活移行にかかわって（S ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ） 

講  師  大阪府立大学人間社会学部 准教授 三 田 優 子さん 

〔略歴〕                （２／９・１０のみ） 

日本女子大学文学部社会福祉学科卒業 

東京大学医学部客員研究員、花園大学社会福祉学部 

福祉心理学科専任講師・助教授を経て現在に至る 

〔著書〕 

「障害をもつ人の実態と福祉ニーズ」「精神障害をもつ人たちの生活支援」 

『障害者福祉とソーシャルワーク』（有斐閣）『障害者と地域生活』（中央法規出版） 

『心にとどくホームヘルプ』（全国精神障害者家族会連合会） 
 

体験報告 
 

函館会場 旭川会場 網走会場 帯広会場 札幌会場 

赤れんが会場 
札幌みんなの会 
藤野 浩美さん 
土本 秋夫さん 
田中陽子さん 

就労支援センター 
TｏMｏハウス 
山本  修さん 
姫路 光司さん 
四村 真さん 

旭川働く仲間の会 
浄野 誠一さん 
佐藤 清美さん 
佐々木清春さん 

相馬 和幸さん 帯広日曜クラブ 
山口  安さん 

道庁別館会場 
NPO 札幌アシスト
センター・マザー 
小谷 晴子さん 

 

意見交換 

1 



入所施設利用者意向調査説明会 実施内容 
 

(1) みなさんのくらしをかんがえよう（１０分） 

各地域（施設）版資料に基づき、意向調査について説明する 

保健福祉事務所

(2) 利用者説明会用ビデオ（２０分） 

① わたしの生活（知的障がい者） 

② わたしの生活（身体障がい者） 

圏域センター 

(3) その他必要な情報提供（３０分） 

① ピアサポーター交流会 

実際に地域でくらす当事者の方から体験報告 

・土本 秋夫さんの体験報告 

・高橋 昇さんの地域生活 

・地域でくらす（小谷の紹介） 

② 意見交換 

参加者からの質問に答える（ピアサポーター・圏域センター） 

圏域センター 

 

【利用者説明会の様子】 

 

ホワイトボードに当日の予定を書いて説明しま

す 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

写真を交えな

がら「わたし

の生活」を話

します 

 

 

 

 

あいのさと サポートセンター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草笛館

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山の手リハビリセンター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身障療護施設 つばさ

 



利用者説明会用ビデオ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 



みなさんのくらしをかんがえよう 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

みなさんの１日（いちにち）

施設（しせつ）

昼間（ひるま）は
何（なに）をしてすごしますか？
近（ちか）くの作業所（さぎょうしょ）

に通（かよ）う
農作業（のうさぎょう）を
手伝（てつだ）う
たまには何（なに）もしないで
テレビでも見（み）よう

やりたいことはなんですか？

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

みなさんの くらしを かんがえよう

２００８．５．２１

北海道（ほっかいどう）

だい２このみりょう りようしゃせつめいかい

第2この実寮 利用者説明会

ここに写真

みなさんが いま くらしている ところは？

第2この実寮（だいにこのみりょう） ですね

北海道（ほっかいどう）では、みなさんの、
せいかつについて、みなさんの、きぼうをきくことにしました。
きょうは、そのせつめいを します。

「希望（きぼう）するすべての障（しょう）がい者（しゃ）が

地域（ちいき）で暮（く）らせる社会（しゃかい）の実現（じっ

げん）」を目指（めざ）す

北海道（ほっかいどう）のもくひょうです。

本人主体（ほんにんしゅたい）で取（と）り組
（く）むことを基本（きほん）とします。

ほんにんは、みなさんのことです。

みなさんに みなさんの きもちを ききます。

どこにすみたいですか

ちいきでいまのしせついまのとこ
ろでいい

こまったこ
とがある。

そとではた
らきたい

なんで
もはな
しま
しょう

アパートで
ひとりぐらし
をしたい。

グループ
ホームで

けっこん
したい。

はたらきたい

ともだちを
つくりたい。

おかね
はどう
かな

ひとりのへや
がほしい

いえにかえ
りたい。

だれがきくのですか

相談（そうだん）の職員（しょくいん）がききます。

施設（しせつ）の職員（しょくいん）もききます。

きいたあとは どうするの

市町村（しちょうそん）、北海道（ほっかいどう）で みなさんの
サービスの計画（けいかく）を つくるときの さんこうにします。

みなさんからきいたひみつは、まもります。
ちいきせいかつを きぼうするひとには わかりやすい
説明（せつめい）をしていきます。

 



＜ 支 援 の 流 れ と ツ ー ル に 盛 り 込 ま れ て い る 資 料 に つ い て ＞  

 

① 利 用 者 の意 向 を確 認 します。  

  地 域 生 活 において利 用 できる制 度 や必 要 な手 続 きについて話 し合 います。  

  【 資 料 １ 】 地 域 生 活 の イ メ ー ジ  

  ＜ 別 冊 １ ＞ 福 祉 ガ イ ド ブ ッ ク  
  【 参 考 資 料 】 ・ 個 別 支 援 計 画 に 盛 り 込 む べ き 項 目 に つ い て  
 
② 生 活 費 等 について検 討 します。（資 料 な し ）  
 

③ 地 域 の相 談 支 援 事 業 者 に相 談 します。  
    ＜ 別 冊 ２ ＞ 相 談 支 援 事 業 所 ガ イ ド ブ ッ ク  
 

④ 家 族 に説 明 したり、地 域 資 源 について調 べます。  

    【 資 料 ３ 】 引 っ 越 し チ ェ ッ ク リ ス ト  

  【 資 料 ４ 】 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 の て び き 、 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 準 備  

     ＜ 別 冊 １ ＞ 福 祉 ガ イ ド ブ ッ ク  
     ＜ 別 冊 ２ ＞ 相 談 支 援 事 業 所 ガ イ ド ブ ッ ク  
 

⑤ 地 域 生 活 に必 要 なことがらとその支 援 の必 要 性 について評 価 します。  
     【 資 料 ２ 】 生 活 と 支 援 に か か わ る 調 査 票  
 

⑥ 地 域 生 活 を体 験 したり、地 域 の資 源 の利 用 体 験 をしてみます。  

  【 資 料 】 個 別 支 援 計 画 に 盛 り 込 む べ き 項 目 に つ い て   
    【 資 料 ２ 】 生 活 と 支 援 に か か わ る 調 査 票  
 

⑦ 障 がい福 祉 サービスの申 請 の手 続 きをします。  
  【 資 料 ４ 】 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 の 手 引 き   
 

⑧ 転 居 の準 備 をします。  
  【 資 料 ３ 】 引 っ 越 し チ ェ ッ ク リ ス ト  
 

⑨ 在 宅 福 祉 サービスの準 備 をします。  
  【 資 料 ４ 】 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 の 手 引 き   
 

⑩ 施 設 ・病 院 から地 域 生 活 に移 ります。  

  【 資 料 ５ 】 わ た し の 情 報 提 供 書  

    【 資 料 ２ 】 生 活 と 支 援 に か か わ る 調 査 票  

 

こ れ ら の 資 料 は 、 地 域 移 行 の あ る 段 階 に お い て 限 定 的 に 使 用 す る も の で は な く 、 

地 域 移 行 期 間 を 通 し て 、 随 時 活 用 可 能 で す 。 ま た 、 必 要 な 情 報 を 選 ん で 利 用 者

や 家 族 に よ り わ か り や す く 説 明 す る た め の 基 本 的 な 情 報 資 料 と し て 、 活 用 し て

下 さ い 。  

 



参 考 資 料 ： 個 別 支 援 計 画 に盛 り込 むべき項 目 について

 

～ 地 域 で の 暮 し に 向 け た 個 別 支 援 計 画 に つ い て ～  

 

 施 設 ・ 病 院 の 利 用 者 が 地 域 で の 暮 ら し を 希 望 し た り 、 明 確 で は な い に し て も

何 ら か の 地 域 で の 暮 ら し へ の 思 い を 支 援 者 が 察 知 で き た 段 階 で 、 「 個 別 支 援 計

画 」 を 『 地 域 で の 暮 ら し に 向 け た 個 別 支 援 計 画 』 と 位 置 付 け 直 し 、 以 下 の 通 り

計 画 を 作 成 す る 必 要 が あ る 。  

 

● 基 本 計 画  

 ○ 地 域 移 行 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 。全 体 の 目 標 、段 取 り 、ス ケ ジ ュ ー ル な ど 、

  大 ま か な 見 通 し を 作 成 。 こ れ を 元 に 必 要 な 細 か い 計 画 を 作 成 し な が 地 域 移

  行 を 具 体 的 に 進 め て い く 。  

 

 ○ 基 本 的 に は 通 常 の 個 別 支 援 計 画 と 変 わ ら な い が 、 抜 け 落 ち や す い 以 下 の 項

  目 と 下 記 に 示 し た 情 報 提 供 、 体 験 、 振 り 返 り 、 退 所 ・ 退 院 準 備 、 退 所 ・ 退

  院 後 の 一 定 の 期 間 の 計 画 、 留 意 事 項 を 考 慮 し た 基 本 計 画 を 作 成 す る 必 要 が

  あ る 。  

 

 ○ 大 切 に し た い 項 目  

 

１ ． ア セ ス メ ン ト を 実 施 す る 時 に 確 認 す る 項 目  

  ＊ 本 人 が 表 明 し た そ の ま ま 、 難 し い 場 合 は 類 推 で き る そ の ま ま を 記 載  

 （ １ ） 「 わ た し 」 が 希 望 し て い る こ と は 何 か  

   ・ 今 、 一 番 希 望 す る こ と  

   ・ こ れ か ら や っ て み た い こ と （ 仕 事 、 通 所 、 趣 味 な ど ）  

   ・ 住 ん で み た い と こ ろ （ 住 ま い 、 一 緒 に 住 み た い 人 な ど ）  

 （ ２ ） 「 わ た し 」 が 困 っ て い る こ と は 何 か  

 （ ３ ） 「 わ た し 」 が で き る こ と 、 で き そ う な こ と  

   ・ 可 能 性 が あ る こ と な ど  

 

２ ． 計 画 を 作 成 す る 時 に 盛 り 込 む 項 目  

  ＊ 自 分 の 足 で 確 か め な が ら 進 め ら れ る 計 画 を 作 成  

 （ １ ） 「 わ た し 」 の お お ま か な 目 標 、 長 期 の 目 標  

   ・ 楽 し く 、 生 き 生 き で き る 将 来 に 向 か っ た 目 標  

 （ ２ ） 大 ま か な 目 標 、 長 期 の 目 標 に 近 づ く た め の 「 わ た し 」 の 具 体 的 な 目 標

    と 時 期  

 （ ３ ） 目 標 に 向 か う 具 体 的 な 「 わ た し 」 の 役 割 と 時 期  

 （ ４ ） 目 標 に 向 か っ て 周 り の 人 に 担 っ て も ら う 具 体 的 な 役 割 と 時 期  

● 情 報 提 供 に 関 す る 計 画  



１ ． 提 供 す る 情 報 の 内 容 の 吟 味 （ 制 度 、 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、

  行 政 、 社 会 福 協 議 会 、 民 生 委 員 、 相 談 支 援 な ど ）  

２ ． 提 供 す る 手 段 、 方 法  

３ ． 提 供 す る 時 期  ほ か  

 

● 話 し 合 い 、 振 り 返 り の 計 画  

１ ． 自 分 の 気 持 ち 、 意 見 を 表 明 で き る 機 会  

２ ． こ れ か ら の 方 向 と 支 援 を 確 認 す る 機 会  

３ ． 家 族 、 関 係 者 の 気 持 ち を 確 か め 合 う 機 会  ほ か  

 

● 体 験 の 計 画  

１ ． 体 験 す る 内 容 （ 家 事 、 外 出 、 通 所 、 健 康 管 理 等 ） 、 場 所 、 時 期 、 機 関  

２ ．体 験 を 通 し た 課 題 の 整 理（ 体 験 を 振 り 返 る 時 期 と 場 の 設 定 … 分 か っ た こ と 、

  も っ と し て み た い こ と 、 新 た に し て み た い こ と 、 困 っ た こ と の 整 理 な ど ）  

    ほ か  

 

● 退 所 ・ 退 院 準 備 計 画  

１ ． 地 域 生 活 に 必 要 な 行 政 的 手 続 き  

２ ． 住 居 の 確 保 、 転 居 の 手 続 き 、 計 画  

３ ． 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 準 備  ほ か  

 

● 退 所 ・ 退 院 後 か ら 一 定 期 間 の 計 画  

１ ． 行 政 窓 口 、 相 談 支 援 機 関 、 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 と の 面 談  

２ ． 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 の 練 習  

３ ． 金 銭 管 理 、 買 い 物 な ど の 練 習  

４ ． 近 所 付 き 合 い 、 ゴ ミ 出 し な ど 練 習  

５ ． 必 要 に 応 じ た 振 り 返 り  ほ か  

 

● 留 意 事 項  

１ ． 相 談 支 援 事 業 所 、 役 所 と の 面 談 を 、 時 期 を 決 め 一 度 以 上 盛 り 込 こ む と  

２ ． 基 本 プ ラ ン は 本 人 の 意 向 を 充 分 に 尊 重 し て 、 本 人 と と も に 作 成 す る こ と  

３ ． 話 し 合 い の 場 の 計 画 、 体 験 の 計 画 、 退 所 、 退 院 直 後 か ら 一 定 期 間 の 具 体 的

  計 画 は 、 本 人 、 相 談 支 援 事 業 所 も 加 え て 作 成 す る こ と  

４ ． 相 談 支 援 事 業 所 と の 連 携 は 、 住 む 場 所 が 決 ま る ま で は 施 設 、 病 院 所 在 地 に

  近 い 相 談 支 援 事 業 所 と 、 住 む 場 所 が 決 ま っ た 段 階 か ら は そ の 住 所 の 近 く の

  相 談 支 援 事 業 所 と 行 う こ と  

 

 

 

◇ 「 個 別 支 援 計 画 」 の 位 置 づ け  



 ( 1 ) 法 的 位 置 付 け  ＜ 厚 生 労 働 省 令 第 1 7 1 号 『 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ

ス            の事 業 等 の人 員 、設 備 及 び運 営 に関 する基 準 』(H18 . 9 . 2 9 )＞  
  ＊ 第 五 十 八 条  
   指 定 療 養 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は 、 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 に 指 定 療 養 介 護 に

  係 る 個 別 支 援 計 画 ( 以 下 こ の 章 に お い て「 療 養 介 護 計 画 」と い う 。 )の 作 成  

 に 関 す る 業 務 を 担 当 さ せ る も の と す る 。  
 ( 2 ) 省 令 で 定 め ら れ た 検 討 要 素  
  ① ア セ ス メ ン ト  
   ・ 利 用 者 の 能 力 、 置 か れ て い る 環 境 、 日 常 生 活 全 般 の 状 況 等 の 評 価  
   ・ 利 用 者 の 希 望 す る 生 活 や 課 題 等 の 把 握  
   ・ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う な 適 切 な 支 援 内 容 の 検 討  
  ② 計 画 原 案 作 成  
   ・ 利 用 者 及 び 家 族 の 生 活 に 対 す る 意 向  
   ・ 総 合 的 な 支 援 の 方 針  
   ・ 生 活 全 般 の 質 を 向 上 さ せ る た め の 課 題 、 支 援 の 目 標 及 び そ の 達 成 時 期  
   ・ 他 機 関 、 諸 サ ー ビ ス 等 と の 連 携  
    ③ モ ニ タ リ ン グ  
   ・ 少 な く と も ６ ヶ 月 に １ 回 以 上 の 計 画 の 見 直 し と 必 要 な 変 更  



⑦ 在 宅 福 祉 サービスの準 備

 

 ＊在 宅 福 祉 サービス利 用 までの流 れは以 下 の通 りです  

 

(1 )希 望 していること、困 っていることを出 します  

 

(2 )生 活 の計 画 をたてます  

 ・ 自 分 で つ く る  

 ・ 家 族 、 周 り の 人 （ 相 談 員 等 ） に 手 伝 っ て も ら っ て つ く る  

   ＊ 参 考 資 料 （ 福 祉 ガ イ ド ブ ッ ク 、 札 幌 市 障 が い 者 相 談 支 援 事 業 所 ガ イ ド ブ ッ ク ）  

 

(3 )役 所 に申 請 にいきます（役 所 ）  

 ・ 使 い た い サ ー ビ ス を 決 め 申 請 書 に 記 入  

 ・ 住 ん で い る 区 の 区 役 所 の 総 合 相 談 の 窓 口 に 申 請  

 

(4 )障 がい程 度 区 分 認 定 調 査 が行 われます（役 所 ）  

 ・ １ ０ ６ 項 目 の 認 定 調 査 を 受 け る  

 ・ 医 師 意 見 書 の 作 成  

 ・ 認 定 審 査 会 で 審 査  

 ・ 障 が い 程 度 区 分 と 、 申 請 し た サ ー ビ ス に つ い て の 支 給 決 定 の お 知 ら せ が き

  ま す  

 

(5 )サービス利 用 についての意 向 を確 認 します（役 所 ）  

 

(6 )支 給 が決 定 します  

 

(7 )受 給 者 証 が交 付 されます  

 

(8 )事 業 所 を選 びます  

 ・ 自 分 で さ が す  

 ・ 家 族 、 周 り の 人 （ 相 談 員 等 ） に 手 伝 っ て も ら っ て さ が す  

  ＊ 事 業 所 で は 見 学 、 体 験 を す る こ と が で き ま す  

 

(9 )事 業 所 と契 約 を結 びます  

 

(10 )サービスの利 用 を開 始 します  

 

 



資 料 １   地 域 生 活 のイメージ  

 

【 利 用 時 期 】地 域 で 暮 ら し た い か ど う か の 意 向 を 確 認 す る と

き  

 

【 利 用 す る 人 】 利 用 者 本 人 お よ び 支 援 者  

 

 利 用 者 さ ん に 地 域 生 活 の イ メ ー ジ を 掴 ん で も ら う と き に

利 用 し ま す 。  

 い く ら 言 葉 で 説 明 し て も 、地 域 移 行 と い う こ と は な か な か

理 解 し て も ら い に く い も の で す 。  

  こ う い っ た 場 合 、利 用 者 さ ん に 実 際 の グ ル ー プ ホ ー ム 等 の

見 学 を し て も ら っ た り 、地 域 移 行 し た 方 か ら お 話 を 聞 く の が

の ぞ ま し い で す が 、そ れ が 困 難 な と き に は 、こ う い っ た 写 真

入 り の 資 料 を お 見 せ す る と あ る 程 度 イ メ ー ジ が つ か  

ん で も ら う こ と が で き ま す 。  



 

①  
ち い き せ い か つ

地 域 生 活 の イ メ ー ジ

 
ち い き

地 域
せ い か つ

生 活 の
よ う す

様 子 (1)  

 

【
す  

住 ん で い る と こ ろ 】  

 
か ぞ く

家 族 と
い っ し ょ

一 緒 に
す  

住 む ほ か に 、ア パ ー ト や グ ル ー プ ホ ー ム 、ケ ア ホ ー ム に
す  

住  

む こ と が で き ま す 。  

 

＜ ア パ ー ト ＞  

・
や ち ん

家 賃 や
ひ ろ

広 さ な ど は
い え

家 に よ っ て
ち が

違 い ま す 。  

・
す  

住 む と こ ろ は
じ ぶ ん

自 分 で
え ら

選 び ま す 。  

 

 

   
げ ん か ん

玄 関               
い ま

居 間                       
し ん し つ

寝 室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
だ い ど こ ろ

台 所                        お
ふ ろ

風 呂            ト イ レ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ グ ル ー プ ホ ー ム ・ ケ ア ホ ー ム ＞  

・ ひ と つ の
た て も の

建 物 に
す く

少 な い
に ん ず う

人 数 で
い っ し ょ

一 緒 に
す  

住 み ま す 。  

・
い っ け ん や

一 軒 家 タ イ プ と ア パ ー ト タ イ プ が あ り ま す 。  

・
じ ぶ ん

自 分 だ け の
へ や

部 屋 と 、 み ん な で
つ か

使 う
ば し ょ

場 所 が あ り ま す 。  

・
せ わ に ん

世 話 人 さ ん が い て 、 ご は ん を
つ く

作 っ て く れ た り し ま す 。  



★
が い か ん

外 観  

・
い っ け ん や

一 軒 家 タ イ プ                               ・ ア パ ー ト タ イ プ  

  
げ ん か ん

玄 関 は ひ と つ で す               そ れ ぞ れ の
へ や

部 屋 に
げ ん か ん

玄 関  

              が あ り ま す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★
じ ぶ ん

自 分 の
へ や

部 屋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ み ん な で
つ か

使 う
ば し ょ

場 所  

 

 
い ま

居 間                     
だ い ど こ ろ

台 所  

 

 

 

 

 

 

 

 

お
ふ ろ

風 呂                                       
せ ん た く き

洗 濯 機  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
い ち に ち

一 日 の
せ い か つ

生 活 】  

 

＜
ひ る ま

昼 間 の
す ご し か た

過 ご し 方 ＞  

・
い え

家 か ら ど こ か に
か よ

通 う こ と が で き ま す 。  

・
さ ぎ ょ う

作 業 の で き る と こ ろ に
か よ

通 う
ひ と

人 も い ま す 。  

・
し ご と

仕 事 を し て い る
ひ と

人 も い ま す 。  

・
か よ

通 う
ば し ょ

場 所 に よ っ て
じ か ん

時 間 や
か つ ど う

活 動 の
な い よ う

内 容 は  

 
ち が

違 い ま す 。  

・ ど こ に
か よ

通 う か は
じ ぶ ん

自 分 で
え ら

選 び ま す 。  

 

 

 

＜
や す

休 み の と き ＞  

・
じ ぶ ん

自 分 で
よ て い

予 定 を
き  

決 め ま す 。  

・
い え

家 で
す  

過 ご し た り
そ と

外 に で か け た り  

  
す  

好 き な こ と を し て
す  

過 ご し ま す 。  

 

 

 

 

＜
か じ

家 事 ＞  

★
り ょ う り

料 理  

・ メ ニ ュ ー は
じ ぶ ん

自 分 で
か ん が

考 え ま す 。  

・
に が て

苦 手 な
ひ と

人 は ヘ ル パ ー さ ん に
て つ だ

手 伝 っ て も ら う こ と が  で き ま す 。  

 

★
そ う じ

掃 除 ・
せ ん た く

洗 濯  

・
そ う じ

掃 除 や
せ ん た く

洗 濯 は
じ ぶ ん

自 分 で し ま す 。  

・
に が て

苦 手 な こ と は ヘ ル パ ー さ ん に
て つ だ

手 伝 っ て も ら う こ と が で き ま す 。  

★ お
か ね

金 の
か ん り

管 理  

・ ヘ ル パ ー さ ん や
そ う だ ん

相 談
い ん

員 に
て つ だ

手 伝 っ て も ら い な が ら
じ ぶ ん

自 分 で
か ん り

管 理 し ま す 。  

・ お
か ね

金 の
つ か い か た

使 い 方 が わ か ら な い と き に は
お し

教 え て も ら う こ と が で き ま す 。  



・
つ か

使 い す ぎ て し ま わ な い よ う に
か く に ん

確 認 し て も ら う こ と が で き ま す 。  

・ ひ と り で
か い も の

買 い 物 に
い  

行 く の が
ふ あ ん

不 安 な と き は ヘ ル パ ー さ ん と
い っ し ょ

一 緒 に
い  

行 っ て も  

ら う こ と が  で き ま す 。  

 

 

＜
い ど う

移 動 ＞                                      
ふ く し

福 祉
わ り び き

割 引 ウ ィ ズ ユ ー カ ー ド  

・ で か け る と き は 、 バ ス や
ち か て つ

地 下 鉄 に
の  

乗 り ま す 。  

・
こ う つ う ひ

交 通 費 の
じ ょ せ い

助 成 を
う  

受 け る こ と が で き ま す 。  

・ ひ と り で で か け る の が
ふ あ ん

不 安 な と き は ヘ ル パ ー  

 さ ん と
い っ し ょ

一 緒 に で か け る こ と が で き ま す 。  



①  
ち い き せ い か つ

地 域 生 活 の イ メ ー ジ
ち い き

地 域
せ い か つ

生 活 の )
よ う す

様 子 (2)  

 

【
す  

住 ん で い る と こ ろ 】  

 
い っ ぱ ん て き

一 般 的 な
ひ と り

一 人
く  

暮 ら し
む  

向 け の マ ン シ ョ ン で す  

 

＜
げ ん か ん

玄 関 ＞  

・
い り ぐ ち

入 り 口 の
だ ん さ

段 差 に は ス ロ ー プ を つ け て
く る ま

車 い す の ま ま
で い

出 入 り で き る よ う に  

 し て い ま す 。  

・
う ち が わ

内 側 の
か ぎ

鍵 は
て  

手 が
ふ じ ゆ う

不 自 由 で も
か ん た ん

簡 単 に
そ う さ

操 作 で き る も の に
つ け か

付 け 替 え て い ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ン タ ー ホ ン の
い ち

位 置 が
た か

高 く 、  
く る ま

車 い す で は
と ど

届 か な い た め 、  
つ か

使 い や す い よ う に
ぼ う

棒 を つ け て い ま す 。  

 

 

 

 

＜
へ や

部 屋 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

＜
だ い ど こ ろ

台 所 ＞  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜
せ ん め ん じ ょ

洗 面 所 ＞                                ＜ ト イ レ ＞  
せ ん め ん

洗 面
だ い

台 の
と び ら

扉 を は ず し て
く る ま

車 い す の ま ま         
て  

手 す り を つ け て
つ か

使 い や

す  
つ か

使 え る よ う に し て い ま す 。                      く し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ お
ふ ろ

風 呂 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
せ い か つ

生 活 の
よ う す

様 子 】  

 



＜
ひ る ま

昼 間 の
す ご し か た

過 ご し 方 ＞  

・
い え

家 か ら ど こ か に
か よ

通 う こ と が で き ま す 。  

・
さ ぎ ょ う

作 業 の で き る と こ ろ に
か よ

通 う
ひ と

人 も い ま す 。  

・
し ご と

仕 事 を し て い る
ひ と

人 も い ま す 。  

・
か よ

通 う
ば し ょ

場 所 に よ っ て
じ か ん

時 間 や
か つ ど う

活 動 の
な い よ う

内 容 は
ち が

違 い ま  す 。  

・ ど こ に
か よ

通 う か は
じ ぶ ん

自 分 で
え ら

選 び ま す 。  

 

 

＜
や す

休 み の
ひ  

日 ＞  

・
じ ぶ ん

自 分 で
よ て い

予 定 を
き  

決 め ま す 。  

・
い え

家 で
す  

過 ご し た り
そ と

外 に で か け た り    

 
す  

好 き な こ と を し て
す  

過 ご し ま す 。  

 

 

 

 

 

＜
か じ

家 事 ＞  

★
り ょ う り

料 理  

・ メ ニ ュ ー は
じ ぶ ん

自 分 で
か ん が

考 え ま す 。  

・
か い も の

買 い 物 に も
い  

行 き ま す 。  

・
じ ぶ ん

自 分 で
つ く

作 る の が
む ず か

難 し い
ば あ い

場 合 は ヘ ル パ ー さ ん に
て つ だ

手 伝 っ て も ら う こ と が で き

 ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★
そ う じ

掃 除 ・
せ ん た く

洗 濯  

・ で き る と こ ろ は
じ ぶ ん

自 分 で や り ま す 。  

・ で き な い こ と は ヘ ル パ ー さ ん に
て つ だ

手 伝 っ て も ら う こ と が で き ま す 。  

 



 

＜
い ど う

移 動 ＞  

・
い そ う

移 送 サ ー ビ ス を
つ か

使 う こ と が で き ま す 。  

・
こ う つ う

交 通
き か ん

機 関 を
り よ う

利 用 す る こ と が で き ま す 。  

・
こ う つ う ひ

交 通 費 の
じ ょ せ い

助 成 を
う  

受 け る こ と が で き ま す 。  

 

 

 

 

 

＜ ヘ ル パ ー の
は い り か た

入 り 方 ＞  

 ★
し ご と

仕 事 が あ る
ひ  

日  

 

 

 

 

 

 

 

 ★
し ご と

仕 事 が な い
ひ  

日  

 

 

 

 

 

 ・
じ ぶ ん

自 分 の
よ て い

予 定 に よ っ て
は い

入 っ て も ら う
じ か ん

時 間 は
か  

変 わ り ま す 。  



③ 個 別 支 援 計 画 に盛 り込 むべき項 目 について

 

～ 地 域 で の 暮 し に 向 け た 個 別 支 援 計 画 に つ い て ～  

 

 施 設 ・ 病 院 の 利 用 者 が 地 域 で の 暮 ら し を 希 望 し た り 、 明 確 で は な い に し て も

何 ら か の 地 域 で の 暮 ら し へ の 思 い を 支 援 者 が 察 知 で き た 段 階 で 、 「 個 別 支 援 計

画 」 を 『 地 域 で の 暮 ら し に 向 け た 個 別 支 援 計 画 』 と 位 置 付 け 直 し 、 以 下 の 通 り

計 画 を 作 成 す る 必 要 が あ る 。  

 

● 基 本 計 画  

 ○ 地 域 移 行 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 。全 体 の 目 標 、段 取 り 、ス ケ ジ ュ ー ル な ど 、

  大 ま か な 見 通 し を 作 成 。 こ れ を 元 に 必 要 な 細 か い 計 画 を 作 成 し な が 地 域 移

  行 を 具 体 的 に 進 め て い く 。  

 

 ○ 基 本 的 に は 通 常 の 個 別 支 援 計 画 と 変 わ ら な い が 、 抜 け 落 ち や す い 以 下 の 項

  目 と 下 記 に 示 し た 情 報 提 供 、 体 験 、 振 り 返 り 、 退 所 ・ 退 院 準 備 、 退 所 ・ 退

  院 後 の 一 定 の 期 間 の 計 画 、 留 意 事 項 を 考 慮 し た 基 本 計 画 を 作 成 す る 必 要 が

  あ る 。  

 

 ○ 大 切 に し た い 項 目  

 

１ ． ア セ ス メ ン ト を 実 施 す る 時 に 確 認 す る 項 目  

  ＊ 本 人 が 表 明 し た そ の ま ま 、 難 し い 場 合 は 類 推 で き る そ の ま ま を 記 載  

 （ １ ） 「 わ た し 」 が 希 望 し て い る こ と は 何 か  

   ・ 今 、 一 番 希 望 す る こ と  

   ・ こ れ か ら や っ て み た い こ と （ 仕 事 、 通 所 、 趣 味 な ど ）  

   ・ 住 ん で み た い と こ ろ （ 住 ま い 、 一 緒 に 住 み た い 人 な ど ）  

 （ ２ ） 「 わ た し 」 が 困 っ て い る こ と は 何 か  

 （ ３ ） 「 わ た し 」 が で き る こ と 、 で き そ う な こ と  

   ・ 可 能 性 が あ る こ と な ど  

 

２ ． 計 画 を 作 成 す る 時 に 盛 り 込 む 項 目  

  ＊ 自 分 の 足 で 確 か め な が ら 進 め ら れ る 計 画 を 作 成  

 （ １ ） 「 わ た し 」 の お お ま か な 目 標 、 長 期 の 目 標  

   ・ 楽 し く 、 生 き 生 き で き る 将 来 に 向 か っ た 目 標  

 （ ２ ） 大 ま か な 目 標 、 長 期 の 目 標 に 近 づ く た め の 「 わ た し 」 の 具 体 的 な 目 標

    と 時 期  

 （ ３ ） 目 標 に 向 か う 具 体 的 な 「 わ た し 」 の 役 割 と 時 期  

 （ ４ ） 目 標 に 向 か っ て 周 り の 人 に 担 っ て も ら う 具 体 的 な 役 割 と 時 期  

● 情 報 提 供 に 関 す る 計 画  



１ ． 提 供 す る 情 報 の 内 容 の 吟 味 （ 制 度 、 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、

  行 政 、 社 会 福 協 議 会 、 民 生 委 員 、 相 談 支 援 な ど ）  

２ ． 提 供 す る 手 段 、 方 法  

３ ． 提 供 す る 時 期  ほ か  

 

● 話 し 合 い 、 振 り 返 り の 計 画  

１ ． 自 分 の 気 持 ち 、 意 見 を 表 明 で き る 機 会  

２ ． こ れ か ら の 方 向 と 支 援 を 確 認 す る 機 会  

３ ． 家 族 、 関 係 者 の 気 持 ち を 確 か め 合 う 機 会  ほ か  

 

● 体 験 の 計 画  

１ ． 体 験 す る 内 容 （ 家 事 、 外 出 、 通 所 、 健 康 管 理 等 ） 、 場 所 、 時 期 、 機 関  

２ ．体 験 を 通 し た 課 題 の 整 理（ 体 験 を 振 り 返 る 時 期 と 場 の 設 定 … 分 か っ た こ と 、

  も っ と し て み た い こ と 、 新 た に し て み た い こ と 、 困 っ た こ と の 整 理 な ど ）  

    ほ か  

 

● 退 所 ・ 退 院 準 備 計 画  

１ ． 地 域 生 活 に 必 要 な 行 政 的 手 続 き  

２ ． 住 居 の 確 保 、 転 居 の 手 続 き 、 計 画  

３ ． 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 準 備  ほ か  

 

● 退 所 ・ 退 院 後 か ら 一 定 期 間 の 計 画  

１ ． 行 政 窓 口 、 相 談 支 援 機 関 、 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 と の 面 談  

２ ． 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 の 練 習  

３ ． 金 銭 管 理 、 買 い 物 な ど の 練 習  

４ ． 近 所 付 き 合 い 、 ゴ ミ 出 し な ど 練 習  

５ ． 必 要 に 応 じ た 振 り 返 り  ほ か  

 

● 留 意 事 項  

１ ． 相 談 支 援 事 業 所 、 役 所 と の 面 談 を 、 時 期 を 決 め 一 度 以 上 盛 り 込 こ む と  

２ ． 基 本 プ ラ ン は 本 人 の 意 向 を 充 分 に 尊 重 し て 、 本 人 と と も に 作 成 す る こ と  

３ ． 話 し 合 い の 場 の 計 画 、 体 験 の 計 画 、 退 所 、 退 院 直 後 か ら 一 定 期 間 の 具 体 的

  計 画 は 、 本 人 、 相 談 支 援 事 業 所 も 加 え て 作 成 す る こ と  

４ ． 相 談 支 援 事 業 所 と の 連 携 は 、 住 む 場 所 が 決 ま る ま で は 施 設 、 病 院 所 在 地 に

  近 い 相 談 支 援 事 業 所 と 、 住 む 場 所 が 決 ま っ た 段 階 か ら は そ の 住 所 の 近 く の

  相 談 支 援 事 業 所 と 行 う こ と  

 

 

 

◇ 「 個 別 支 援 計 画 」 の 位 置 づ け  



 ( 1 ) 法 的 位 置 付 け  ＜ 厚 生 労 働 省 令 第 171号 『障 害 者 自 立 支 援 法 に基 づく指 定 障  

害 福 祉 サービス            の事 業 等 の人 員 、設 備 及 び運 営 に関  

する基 準 』(H18 . 9 . 2 9 )＞  

  ＊ 第 五 十 八 条  
   指 定 療 養 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は 、 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 に 指 定 療 養 介 護 に

  係 る 個 別 支 援 計 画 ( 以 下 こ の 章 に お い て「 療 養 介 護 計 画 」と い う 。 )の 作 成  

 に 関 す る 業 務 を 担 当 さ せ る も の と す る 。  

 ( 2 ) 省 令 で 定 め ら れ た 検 討 要 素  

  ① ア セ ス メ ン ト  

   ・ 利 用 者 の 能 力 、 置 か れ て い る 環 境 、 日 常 生 活 全 般 の 状 況 等 の 評 価  

   ・ 利 用 者 の 希 望 す る 生 活 や 課 題 等 の 把 握  

   ・ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う な 適 切 な 支 援 内 容 の 検 討  

  ② 計 画 原 案 作 成  

   ・ 利 用 者 及 び 家 族 の 生 活 に 対 す る 意 向  

   ・ 総 合 的 な 支 援 の 方 針  

   ・ 生 活 全 般 の 質 を 向 上 さ せ る た め の 課 題 、 支 援 の 目 標 及 び そ の 達 成 時 期  

   ・ 他 機 関 、 諸 サ ー ビ ス 等 と の 連 携  

    ③ モ ニ タ リ ン グ  

   ・ 少 な く と も ６ ヶ 月 に １ 回 以 上 の 計 画 の 見 直 し と 必 要 な 変 更  



⑦ 在 宅 福 祉 サービスの準 備

 

 ＊在 宅 福 祉 サービス利 用 までの流 れは以 下 の通 りです  

 

(1 )希 望 していること、困 っていることを出 します  

 

(2 )生 活 の計 画 をたてます  

 ・ 自 分 で つ く る  

 ・ 家 族 、 周 り の 人 （ 相 談 員 等 ） に 手 伝 っ て も ら っ て つ く る  

   ＊ 参 考 資 料 （ 福 祉 ガ イ ド ブ ッ ク 、 札 幌 市 障 が い 者 相 談 支 援 事 業 所 ガ イ ド ブ ッ ク ）  

 

(3 )役 所 に申 請 にいきます（役 所 ）  

 ・ 使 い た い サ ー ビ ス を 決 め 申 請 書 に 記 入  

 ・ 住 ん で い る 区 の 区 役 所 の 総 合 相 談 の 窓 口 に 申 請  

 

(4 )障 がい程 度 区 分 認 定 調 査 が行 われます（役 所 ）  

 ・ １ ０ ６ 項 目 の 認 定 調 査 を 受 け る  

 ・ 医 師 意 見 書 の 作 成  

 ・ 認 定 審 査 会 で 審 査  

 ・ 障 が い 程 度 区 分 と 、 申 請 し た サ ー ビ ス に つ い て の 支 給 決 定 の お 知 ら せ が き

  ま す  

 

(5 )サービス利 用 についての意 向 を確 認 します（役 所 ）  

 

(6 )支 給 が決 定 します  

 

(7 )受 給 者 証 が交 付 されます  

 

(8 )事 業 所 を選 びます  

 ・ 自 分 で さ が す  

 ・ 家 族 、 周 り の 人 （ 相 談 員 等 ） に 手 伝 っ て も ら っ て さ が す  

  ＊ 事 業 所 で は 見 学 、 体 験 を す る こ と が で き ま す  

 

(9 )事 業 所 と契 約 を結 びます  

 

(10 )サービスの利 用 を開 始 します  

 

 



資料２  生活と支援にかかわる調査票 

【利用時期】  地域移行のための支援開始時期から地域生活開始後まで 

【利用する人】 利用者本人及び支援者 

このシートは地域で生活するうえで、必要とされるであろう生活技術などに 

について、項目別にその習得の度合いを本人と検証する目的で作成します。 

かならず、利用者本人といっしょにチェックしてください。 

①最初のチェック ： 「できる・できない」の評価に留まらず経験の有無や

意欲、支援の必要な部分を確認します。未経験なことがらについては、体験

計画などを地域移行前の個別支援計画に盛り込みます。 

本人の心身の状態によって全介助となる項目や、自立している項目につい

ては随時チェック対象から省いてください。また、本票の項目で不足してい

る事柄については空らんに記載して、より有効に活用して下さい。 

②２度目のチェック ： 地域生活体験等をしたのちにチェックして地域生活

における支援の内容に反映させます。 

③地域生活移行後のチェック ： 本人と地域の相談支援事業者など地域で支

援する関係者とでチェックし、利用する各種サービスにおける支援計画変更

等に反映させます。 

この段階のモニタリング時には、施設（病院）の支援者も同席して地域移

行期間の完了を、本人と確認することも必要であると考えます。 



  
     「 生活と支援にかかわる調査票 」  
   
 
 
   ＜このシートの活用方法について＞  
 
    ・このシートは地域で生活するうえで、必要とされるであろう生活技術などに  
     について、項目別にその習得の度合いを検証する目的で作成します。  
 
    ・①最初のチェック  
     かならず、本人といっしょに検証し、できる・できないの評価に留まらず経験  
      の有無や意欲、支援の必要な部分を確認します。  
      
    ・未経験なことがらについては、体験計画などを地域移行前の個別支援計画  
     に盛り込んで、実体験をしたのちに  
     ②の段階で、再度検証して地域生活における支援の内容に反映させます。  
 
    ・③地域生活に移行後のモニタリング時に、このシートを活用して本人とふり  
         返り、それぞれ地域で支援する関係者が支援計画変更等に反映させます。  
 
    ・③の段階のモニタリング時には、施設職員も同席して地域移行期間の完了  
     を、本人と確認することも必要であると考えます。  
 
    ・この票の他、基本情報や介助内容をまとめた表も活用し、本人の心身の状  
     態によって全介助となる項目や、自立している項目については随時チェッ  
     ク対象から省いてください。  
     また、本票の項目で不足している事柄については空らんに記載して、より  
     有効に活用して下さい。  
     
 
       



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票１                                                                               様 
 

  項 目 ①  年  月  日 
 入所中 

 くわしい内容 ②  年  月  日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③  年  月  日 
地域生活 

 くわしい内容 

 生活 
 リズム 

決まった時間に寝起き 
する 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 食 事 献立、材料を決める   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 調理器具を使う    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 炊飯器・電子レンジを 
使う 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ガス器具を使う    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ちょうど良い量を考 
え、調理する 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 適した器を用意し、もり 
つける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 食器を洗い、ふく   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 調理器具をかたづける    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 残り物をかたづける   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 テーブル、台所をかた 
づける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 排 泄 トイレで用をたす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 生理のてあてをする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 

    

 



     １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３   

 



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票２                                                                                様 
 

  項 目 ①  年  月  日 
 入所中 

 くわしい内容 ②  年  月  日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③  年  月  日 
地域生活 

 くわしい内容 

 着替え 下着を毎日とりかえる １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 服が汚れたら着替える   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 気候にあった服装をす 
る 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 TPOにあった服装をす 
る 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

健 康 熱、痛みを人に伝える    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 病院で診てもらう   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 薬を正しく使用する    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 安静にする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 簡単なキズの手当をす 
る 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 決まった時間に薬をの 
む 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

清 潔 手足が汚れたら、洗う   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 タオル、洗面器を清潔 
に保つ 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 

     １ ２ ３   １ ２ ３   １ ２ ３  

 

      



 
 



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票３                                                                                様 
 

  項 目 ①  年  月 日 
 入所中 

 くわしい内容 ② 年 月 日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③ 年 月 日 
地域生活 

 くわしい内容 

入 浴 自分で風呂にはいる 
石けん・シャンプーなど 
を使う 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 風呂をわかす   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 風呂道具やタオル・着 
替えを用意する 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 後かたづけをする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 髪を整える    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

洗 濯 汚れ物をまとめておく   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 洗濯機をつかう    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 洗濯物を干す   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 かわいた物をたたんで 
片づける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

掃 除 そうじ機を使う   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 部屋を片づける    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ぞうきんで汚れをふく   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ゴミを分けてまとめる    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ゴミステーションに正 
しく出す 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 

     １ ２ ３ １ ２ ３  １ ２ ３

 



          
 
 



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票４                                                                                様 
 

  項 目 ① 年 月 日 
 入所中 

 くわしい内容 ② 年 月 日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③ 年 月 日 
地域生活 

 くわしい内容 

買い物 必要なものを選んで買 
う 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 お金を使う   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

家 計 貯金をおろす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 お金を計画的に分けて 
使う 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

外 出 自分の住所がわかる、 
人に伝える 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 近所に出かける    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 交通機関を使う   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 駅名や、停留所がわか 
る 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 道順を人に聞く    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

働 く 決まった時間に働きに 
いく 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 やってみたい仕事があ 
る 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 働く体験をする     １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 



       １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３   

 
 



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票５                                                                                様 
 

  項 目 ① 年 月 日 
 入所中 

 くわしい内容 ② 年 月 日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③ 年 月 日 
地域生活 

 くわしい内容 

 安 全 火の始末をする １．やったことがない

２．ひとりでできる 
３．てつだってほしい

 １．やったことがない 
２．ひとりでできる 
３．てつだってほしい 

 １．やったことがない

２．ひとりでできる 
３．てつだってほしい

 

 戸じまりをする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 カーテンをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 交通ルールを守る   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 知らない人を部屋に入 
れない 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 知らない人の誘いにの 
らない 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 必要な人以外に電話 
番号やアドレスを教え 
ない 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 お金をサイフに入れる   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 警察・救急に電話がか 
けられる 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 連 絡 携帯電話を使う   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 公衆電話を使う    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 困ったときの連絡先が 
わかっている 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

 



  ◆ 生活と支援にかかわる調査票６                                                                                様 
 

  項 目 ① 年 月 日 
 入所中 

 くわしい内容 ② 年 月 日 
地域移行期 

  くわしい内容 ③ 年 月 日 
地域生活 

 くわしい内容 

公共 
サービス 

郵便局を利用する １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 区役所を利用する   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 請求書に応じて支払い 
をする 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 余 暇 予定を自分で立てる   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 一人の時間を過ごす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 し 好 好き・きらいを表現する    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 おしゃれをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 化粧をする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

    

 



       １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３   
 
 



  ◆せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう１ 
                                                                                                   さま 
 

  こうもく ① 年 月 日 
しせつで 

くわしいないよう ② 年 月 日 
いこうちゅう 

 くわしいないよう ③ 年 月 日 
ちいきで 

くわしいないよう 

せいかつ 
リズム 

きまったじかんにねお 
きする 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

        

        

 しょくじ こんだて、ざいりょう 
をきめる 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ちょうりきぐをつかう    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 すいはんき、でんしレン 
ジをつかう 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ガスきぐをつかう    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ちょうどよいりょうを 
かんがえ、ちょうりする 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 てきしたうつわをよう 
いし、もりつける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 しょっきをあらい、ふく   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ちょうりきぐをかたづ 
ける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 のこりものをかたづけ 
る 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 テーブル、だいどころ 
をかたづける 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

        

はいせつ トイレでようをたす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 せいりのてあてをする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 

     １ ２ ３   １ ２ ３   １ ２ ３  

 



     
      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

 



  ◆せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう２ 
                                                                                                   さま 
 

  こうもく ① 年 月 日 
しせつで 

くわしいないよう ② 年 月 日 
いこうちゅう 

 くわしいないよう ③ 年 月 日 
ちいきで 

くわしいないよう 

 きがえ したぎをまいにちとり 
かえる 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 ふくがよごれたらきが 
える 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 きこうにあったふくそ 
うをする 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 そのばにふさわしいふ 
くそうをする 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

けんこう ねつ、いたみをひとに 
つたえる 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 びょういんでみてもら 
う 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 くすりをただしくしよ 
うする 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 あんせいにする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 かんたんなキズのてあ 
てをする 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 きまったじかんにくす 
りをのむ 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

せいけつ てあしがよごれたら、 
あらう 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 タオル、せんめんきを 
せいけつにたもつ 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 かみをととのえる    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 

      １ ２ ３  １ ２ ３  

 

 １ ２ ３          



       １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３   
 



  ◆ せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう３                                                       さま 
 

  こうもく ① 年 月 日 
しせつで 

くわしいないよう ② 年 月 日 
いこうちゅう 

 くわしいないよう ③ 年 月 日 
ちいきで 

くわしいないよう 

にゅうよ 
く 

じぶんでふろにはいる １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 せっけん・シャンプーな 
どをつかう 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ふろをわかす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ふろどうぐやタオル・き 
がえをよういする 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 あとかたづけをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

せんたく よごれものをまとめて 
おく 

    １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 せんたくきをつかう   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 せんたくものをほす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 かわいたものをたたん 
でかたづける 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 そうじ そうじきをつかう    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 へやをかたづける   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ぞうきんでよごれをふ 
く 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 ゴミをわけてまとめる   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ゴミステーションにた 
だしくだす 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 



    ◆ せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう４                                                  さま              
 
  こうもく ① 年 月 日 

しせつで 
くわしいないよう ② 年 月 日 

いこうちゅう 
 くわしいないよう ③ 年 月 日 

ちいきで 
くわしいないよう 

かいもの ひつようなものをえら 
んでかう 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 おかねをつかう   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

かけい ちょきんをおろす    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 おかねをけいかくてき 
にわけてつかう 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

がいしゅつ じぶんのじゅうしょがわ 
かり、ひとにつたえる 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 きんじょにでかける    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 こうつうきかんをつか 
う 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 えきめいや、ていりゅう 
じょがわかる 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 みちじゅんをひとにきく    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

はたらく きまったじかんにはたら 
きにいく 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 やってみたいしごとが 
ある 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 はたらくたいけんをする     １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

 



     ◆ せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう５                                                   さま                
 

  こうもく ① 年 月 日 
しせつで 

くわしいないよう ② 年 月 日 
いこうちゅう 

 くわしいないよう ③ 年 月 日 
ちいきで 

くわしいないよう 

あんぜん ひのしまつをする １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 とじまりをする   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 カーテンをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 こうつうルールをまも 
る 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 しらないひとをへやに 
いれない 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 しらないひとのさそい 
にのらない 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 ひつようなひといが 
いにでんわばんごうや 
アドレスをおしえない 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 おかねをサイフに入れ 
る 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 けいさつ、きゅうきゅう 
にでんわがかけられる 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

れんらく けいたいでんわをつか 
う 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 こうしゅうでんわをつ 
かう 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 こまったときのれんら 
くさきがわかっている 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 

      １ ２ ３  １ ２ ３  １ ２ ３  

 



          
 
 



     ◆ せいかつとしえん（てつだい）にかかわるちょうさひょう６                                                   さま                
 

  こうもく ① 年 月 日 
しせつで 

くわしいないよう ② 年 月 日 
いこうちゅう 

 くわしいないよう ③ 年 月 日 
ちいきで 

くわしいないよう 

こうきょう 
サービス 

ゆうびんきょくをりよ 
うする 

１．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 １．やったことがない 
２．てつだってほしい 
３．ひとりでできる 

 １．やったことがない

２．てつだってほしい

３．ひとりでできる 

 

 くやくしょにいく   １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 せいきゅうしょにおう 
じてしはらいをする 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

      １ ２ ３      １ ２ ３      １ ２ ３  

 

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

よていをじぶんでたて 
る 

   １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  よ か 

ひとりのじかんをすご 
ごす 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３   

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

しこう すき・きらいをひょうげ 
んする 

  １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

 おしゃれをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 けしょうをする    １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

    １ ２ ３    １ ２ ３    １ ２ ３  

     １ ２ ３     １ ２ ３     １ ２ ３  

 

 
 



資料３  引っ越しチェックリスト 

 

【利用時期】引越しが具体的に決まったとき 

【利用する人】利用者本人及び支援者  

新しい生活を始めるには、意外にたくさん必要なものや手続きがでてきま

す。具体的に何が必要なのか、それらを慌てず用意するためには、こんなチ

ェックリストを活用して一つずつ確認していくと便利です。 

 グループホーム等を利用する場合は不要なものも含まれていますが、必要

な項目を選んで使用してください。 

 



新生活応援  「引越しチェックリスト」

新居が決まったら

● 新居に持って行くもの

● リサイクルショップに買取り依頼をするもの

● 別の場所に保管するもの

● 不用品・ゴミとして処分するもの 

● ダンボール等の荷造り用資材の準備

● 移転、休止、再利用の手続き

● 電話の新設の手続き

● ブロードバンドの対応チェック

● インターネットサービスの申込み

● インターネットサービスの移転・解約 

● 友人、旅行ガイド、インターネットなどから

　引越し予定日を決める

　引越し業者へ見積り依頼する

　現住居の賃貸借契約の解除の通知をする

　親や親しい友人に転居することを連絡

　荷物の分類リストを作る

　賃貸借契約の保証人の依頼

　引越し業者による見積りの実施

　引越し日、引越し業者を決定する

　電話の手続き

　引っ越し費用の計画をたてる

　本やCD・DVDの売却

　新居で必要な購入品のリストを作る 

　インターネットの手続き

　新居周辺の情報収集・地図の手配

1



引越し２週間くらい前までに

● ガスの開栓立会日を予約する 

● 地上放送、衛星放送（BS）の手続き 

● 新居でのチャンネル設定の手配
● ケーブルテレビの申込み・転居連絡
● CATVインターネットの申込み・転居連絡

● 冷暖房器具等

● カーテン・カーペットのサイズ
● 照明器具の有無 

　現住所の管理会社（または大家さん）へ退去立会い日時の連絡

　荷造りの開始

　掃除用具の準備、購入

　電気の利用停止連絡、新居での利用開始連絡 

　水道の利用停止、新居での利用開始連絡 

　ガスの利用停止、新居での利用開始連絡

　郵便局へ転居届けをする 

　ＮＨＫへの転居届け、新規申し込み

　新居で使用する灯油の手配をする 

　新居での新聞の購読手配をする 

　新居の火災保険加入手続きをする 

　不用品、ゴミの処分をする 

　転居・転勤のあいさつ状の印刷手配 

　パソコンの接続・設定の依頼 

　ケーブルテレビの手続き（対応マンションの場合）

　乗車券・航空券の手配をする

　シャワートイレの手配 

　ホテルの宿泊手配をする 

　レンタルビデオの返却忘れチェック 

　現住居、新居のハウスクリーニング手配 

　電気機器設置工事の手配

　引越当日の手伝いを家族・知人に依頼 

　クリーニングの引き取り忘れチェック

　引っ越し資金の準備

　家電品の準備 

　家具、インテリアのレイアウトを考える 

　家具、インテリア用品の準備 

　生活用品の準備 

　リサイクルショップで掘り出し物を発見！ 

　新居の間取りチェック
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引越し前日までに

● 住民票の転出届　※転出証明書をもらう
● 印鑑登録証の返還

　現住所の役所に転出手続き

　現住居の新聞やクリーニング代の清算 

　新居の管理会社（または大家さん）へ入居日の連絡

　必要な分だけ合カギを作る 

　新居のカギを受取る

　現住居の掃除をする 

　新居のハウスクリーニングの実施

　冷凍庫・冷蔵庫の食品を残さず料理 

　当日の新居への交通手段、時刻の確認

　お手伝いの人に再度お願いと作業確認

　手伝ってくれる人への手土産の用意

　貴重品等、当日の手荷物の確認をする 

　新居ですぐ使う日用品の準備をする

　新居からの通勤・通学路の確認

　すぐ食べられる食品を準備しておく

　洗濯機の水抜きをする 

　冷蔵庫の霜取り、水抜きをする 

　洗濯機の水抜きをする 

　灯油ストーブの空だきをする 

　家賃等支払い方法の確認

　家電製品等、納品日、設置の確認
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引越し当日に

　現住居で

● 現金、通帳、証券、印鑑等 

　新居で

※立会いが必要の場合のみ 

※立会いが必要の場合のみ 

　寝具、照明器具等の荷造り 

　郵便受けに「引っ越しました」と紙を貼る 

　貴重品の管理の確認をする

　現住居の最後の掃除をする

　電気のブレーカーを下げる

　水道、ガスの元栓を閉める

　荷物の積込みの立会い 

　積み残しのチェック 

　引っ越し業者に新居の地図を渡す

　退去立会い（大家さん・管理会社）

　戸じまり、カギの返却 

　荷おろしの立会い・破損品の点検 

　引っ越し業者への料金の精算

　新居の大家さんやご近所へのご挨拶 

　各設備の点検をする（電気・水道など）

　郵便受けに名前を貼る 

　手伝ってくれた方へのお礼 

　ガスの開栓の立会い 

　電話の開通工事の立会い

　インターネットの開通工事の立会い

　家電、インテリア用品の搬入立会い

　荷ほどきをする 

　テレビのチャンネル調整をする 
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引越し後早めに

● 冷暖房器具等 

● 新住所の市・区役所に転入手続き
● 印鑑登録証の新規登録手続き
● 市の公共情報誌の入手

● 機種交換、新規加入手続き、住所変更

● 銀行・ス―パ―・交番・コンビニ・薬局・郵便局・病院
● クリ―ニング・歯科・塾・書店・公園・公共施設など

新居での生活をより快適に

● ブロードバンドの対応チェック

　電気の利用開始ハガキをポストに投函する 

　ゴミステーションや、ゴミの日の確認とゴミの処分 

　電気機器の設置工事をする

　新住所の市・区役所に転入手続き

　パソコンの接続、設定をする 

　銀行口座の開設、住所変更をする 

　公共料金の口座振替手続きをする 

　クレジットカードの住所変更をする 

　保険、ローン、証券会社などへ住所変更 

　携帯電話の手続き

　転居・転勤のあいさつ状の手配と発送 

　引っ越しにかかった総費用の確認をする 

　町内会や地域の行事を確認する 

　新しいマチの生活情報を集める

　緊急病院の確認 

　インターネットの申込み

　パソコンの接続・設定の依頼 

　ケーブルテレビの申込み

　新聞のチラシで近くのスーパーをチェック 

　シャワートイレを購入する 

　ホームセンターで生活用品の購入をする 

　お得なクリーニング店を探す 

　なじみのタクシー会社を決めておく 

　リサイクルショップに探検に行く 

　美味しく安全な食材の宅配申込み 

　ホームセキュリティに加入する 
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資料４ 障がい福祉サービス利用のてびき

【利用時期】地域移行のための支援開始時期から随時

【利用する人】利用者本人及び支援者

障害者自立支援法で規定されるサービスを利用するため

に必要な手続きや、どんなサービスがどんな障がいの方に

使えるのか。基本的な知識を一覧にしました。

施設を出たあとのサービスの利用を組み立てる参考に利

用しましょう。
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在宅福祉サービスの準備

＊在宅福祉サービス利用までの流れは以下の通りです

(1)希望していること 、困 っていることを出します

(2)生活の計画をたてます

・自分でつくる

・家族、周りの人（相談員等）に手伝ってもらってつくる

＊参考資料（福祉ガイドブック、札幌市障がい者相談支援事業所ガイドブック）

(3)役所に申請にいきます （役所 ）

・使いたいサービスを決め申請書に記入

・住んでいる区の区役所の総合相談の窓口に申請

(4)障がい程度区分認定調査が行われます （役所 ）

・１０６項目の認定調査を受ける

・医師意見書の作成

・認定審査会で審査

・障がい程度区分と、申請したサービスについての支給決定のお知らせがき

ます

(5)サービス利用についての意向を確認します （役所 ）

(6)支給が決定します

(7)受給者証が交付されます

(8)事業所を選びます

・自分でさがす

・家族、周りの人（相談員等）に手伝ってもらってさがす

＊事業所では見学、体験をすることができます

(9)事業所と契約を結びます

(10)サ ービスの利用を開始します
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●障害程度区分 

 
   
  
 
 
 

介護給付に分類されるサービスを使うときに必要。 

 106 項目の調査と医師意見書で決定。 

 決まるまでに 2 ヶ月くらいかかるので早目に申請が必要。 

 これが決まっていないとサービスの利用ができない！ 

 
【申し込みの手順（初めて、または障害程度区分を更新するとき）】 

 
 
 

① 使いたいサービスを決め申請書に記入。 

 
 
 
 

② 住んでいる区の区役所の総合相談の窓口に申請 
※施設やグループホームに入所されている方は受給者証を発行している区に申請 

 
申請に必要な書類 
１ 申請書 
２ 世帯状況・収入・資産等申告書 
３ 非課税世帯 前年度収入がわかる書類 

（源泉徴収、年金振込通知書等） 
【負担を少なくするための手続きをする場合】 
・申請者及び主たる生計維持者の預貯金額がわかる書類。 
（通帳の写しなど） 

・不動産や有価証券等の資産に関する書類。 
 
※詳しくは申し込み先の区役所や役場で確認してください。 
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④ 106 項目の認定調査を受ける 

調査場所や時間は担当の人と予約

で決定、施設や自宅など様々。 
調査時は本人をよく知っている保

護者や身の回りの方にもお話をお聞

きします。 
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②のときに主治医（かかりつけの医師）

を確認させてもらい、その医者に意見

書の作成を区から依頼します。 
…費用は区で支払いうので、意見書作

成のお金はかかりません。 

⑤ 医師意見書の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 認定審査会で審査 特にすることはありません。結果が来

るまで待っていてください。 
 
  
 
 

⑦ 障害程度区分と、申請したサービスについての支給決定のお知らせがきます。 

 
 
 
 
 

⑧ 事業者と契約を結び、サービスの利用開始 

 
 
ポイント 

 
 
 
 
 

・有効期限は 3 ヶ月から 3 年まで様々。 

期限が切れると、区分がなくなりサービスが使えなくなります。 

・再審査にも同じくらい（2 ヶ月くらい）時間がかかるので、早めの手続きが必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
●他の市町村から引っ越してくるとき 

 ○障害程度区分は全国統一なので、有効期間中は、引き継ぎが可能。 

 【手続き】 
（引っ越し前に）支給決定をした市町村の役所に行き、障害程度区分の証明書を発行してもらう。 

 （引っ越し後に）市町村の窓口に支給申請書と一緒に証明書を提出する。 
 
 

引っ越した先の支給決定基準によって、サービスの支給量が決まります。 
 

  
ポイント 
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引っ越し前にお住まいの市町村役所に「引越し先の市町村に書類等を送って引っ越してすぐにサー

ビスが使えるようにして欲しい」とお願いしておくと、役所間で連絡をしてくれるので、手続きが

よりスムーズです！ 

  
 ※調査だけ終わっていて、区分が決まっていない、というときも役所間の連絡で「調査の内容」を引

き継ぐこともできます。認定途中で転居するときは、役所の人に相談してください。 
 
 
●本人の状態が変わったと思ったら 

 障害程度区分の期限が３年だけれど、その途中で本人の状態が変わってしまった場合、再度区分認定

を受けることができます。必要書類（初回の申し込み申請と同じ）を用意して受給者証を作成した市町

村に申し込んでください。 
 突然行くよりも、電話等で状態を話してから役所に行くほうがスムーズです。 
  
●１８歳になるとき 

 １８歳になる前は「児童」なので、障害程度区分がなくてもサービスが使えますが、１８歳を過ぎる

と使えなくなります。 
 １８歳になる２ヶ月前には、障害程度区分の認定を受けて、新たに支給決定をしましょう。 
 
 ※原則、１８歳になったその一ヶ月の間は、児童としてのサービスを利用し続けることができます。

翌月の１日から新しく支給決定したサービスを受けることになります。月の途中で切り替えるのは特

別な事情があるときだけです。 
 
 
 
 
 
 



 
● 障害者自立支援法のサービスを使える人はどんな人？ 
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・身体障がいのある方 ① 身体障害者手帳を持っている方 

 

・知的障がいのある方 ① 療育手帳を持っている方 

           ② 知的障害者更生相談所で知的障害の判定を受けた方 

           ③ 児童相談所で知的障害の判定を受けた方 

            

・精神障がいのある方 ① 精神障がい手帳を持っている方 

           ② 精神障がいを理由に自立支援医療を受給している方 

           ③ 精神障がいを理由に年金を受給している方 

           ④ 医師意見書等を精神保健福祉センターに提出し、精神

障がいの認定を受けた方 

 

 
 



申し込みをする場所 

 

原則、申し込みをする場所は、現在住んでいる区の区役所（市町村の場合は市町村の役所）です。 

  また、引越しをする場合、自宅で暮らす人は、引越し先が申し込み先になります。 

   ただし、住んでいる場所が自宅以外のときは、申し込み先はそれぞれ状況によって変わります。 

 
 

住んでいる場所が自宅以外の場合 

①施設、グループホーム利用の場合 

入所前に住んでいた市町村の福祉の窓口

に申し込みます。（実家等が引っ越してそ

の町にいなくても変更はしません）。 

障害者の施設、グループホーム、

ケアホームに入所しています。 

 
 
 
 
 
 
ただし、施設等やグループホームをでて自宅（単身、または家族等と同居）で生活を開始する場合は、 

 

 
 
 

 
  

申し込み先の変更 

新しく生活を始める市町村（区）に申請します。 

ただし、まだ引越し前の場合は、その市町村（区）に明らかに住む準備が整っている（住

居の契約をするなど）いないと受付はできません。 

※施設からグループホーム、グループホームからグループホームへ移っても、申し込み窓口はかわりま

せん。施設等を使わず自宅で生活をし始めるときのみ、申し込み先が変わります。 

 

②病院に入院中（２ヶ月以内に退院予定） 

                       
病院に入院中 

②退院後の自宅での生活がすで決定している場合 

 居住する予定の市町村（区）に申し込みます 

①退院後の生活場所が未定、または施設等の場合 

 入院前に住んでいた市町村（区）の保健福祉の

窓口に申し込みます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 非常に長期間入院しており入院前の住所地がわからなくなったり、今いる病院で福祉のサービスを利

用している場合は、例外的に申し込み先が変わることがあります。この場合、今いる場所の市町村（区） 

の福祉の窓口に事情を説明して、申し込み先を確認しましょう。 
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                7

自立支援給付（介護給付） 

居宅介護（ホームヘルプ） 

サービス内容 

居宅で生活されている方に対し、ホームヘルパーが居宅を訪

問して食事・入浴・排泄などの身体介護や、調理・掃除など

の家事援助を行います。 

障害程度区分１以上の方及び障がい児 対象者 

（障害種別） 身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 ○ 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 

 
 
重度訪問介護 

サービス内容 

居宅で生活されている重度の肢体不自由者で常に介護を必要

とする方に対し、ホームヘルパーが居宅を訪問して食事・入

浴・排泄などの身体介護や、外出時における移動支援などを

総合的に行います。 

障害程度区分４以上の方 対象者 

（障害種別） 身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 

 
 
行動援護 

サービス内容 

居宅で生活されている行動上の自己判断能力が制限されてい

る方に対し、行動するときの危険を回避するために必要な支

援、外出支援を行います。 

障害程度区分３以上の知的に障がいのある方又は精神に障が

いのある方及び障がい児 
対象者 

 

（障害種別） 身体 × 知的 ○ 精神 ○ 児童 ○ 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 

 



重度障害者等包括支援 

サービス内容 
寝たきりの状態にあるなど介護の必要性がとても高い方に、

重度訪問介護等複数のサービスを包括的に行います。 

四肢麻痺等のため寝たきり状態にあり人工呼吸器による呼吸

管理を行っている身体障がい者、最重度の知的障がい者（障

害程度区分６の方） 

対象者 

 

 

（障害種別） 身体 ○ 知的 ○ 精神 × 児童 × 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 

 
 
児童デイサービス 

サービス内容 障がい児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生

活への適応訓練等を行います。 

障がい児 対象者 

（障害種別） 
身体 × 知的 × 精神 × 児童 ○ 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 

 
 
 児童デイサービス、短期入所利用の特例 

 障がいの有無が不明だが、療育の必要があると児童相談所で認められた児

童については利用が可能になります。他のサービスについては、障がいの有

無が不明な場合の利用は認められません。 
 
 
 
 
短期入所（ショートステイ） 

サービス内容 

自宅で介護する人が病気などの場合に、一時的に、夜間も含

め施設や事業所で、入浴、排せつ、食事等の介護及びその他

必要な日常生活の支援を行います（宿泊を伴う場合に限る）。 

障害程度区分１以上の方及び障がい児 対象者 

（障害種別） 
身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 ○ 

支給決定期間 １年以内 

標準利用期間 制限なし 
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療養介護 

サービス内容 

医療的ケアと常時介護を必要とする方に、医療機関で機能訓

練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の支援を行いま

す。 

筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）患者等人工呼吸器による呼吸

管理を行っている障害程度区分６の方 

筋ジストロフィー患者又は重症心身障がいである障害程度区

分５又は６の方 

対象者 

身体 ○ 知的 ○ 精神 × 児童 ○ 

支給決定期間 ３年以内 

標準利用期間 制限なし 

 
 
生活介護 

サービス内容 

常時介護等を必要とする方に、昼間、入浴、排せつ、食事の

介護等の提供、生活等に関する相談及び助言その他必要な日

常生活の支援を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機

会の提供その他身体機能又は生活能力の向上のために必要な

支援を行います。 

障害程度区分３以上の方（ただし、満 50 歳以上の方は区分２

以上） 

対象者 

 

（障害種別） 身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 ３年以内 

標準利用期間 制限なし 

 

障がいのある児童が障害者施設を利用する特例 

 15 歳以上の障がい児も事情がある場合、障害者（１８歳以上）が利用する通所施

設、入所施設、共同生活援助、共同生活介護等を利用することが可能になります。 

お住まいの市町村の児童相談所に相談し、児童相談所長の通知を作ってもらい、

それにより障害者の施設の施設利用が可能となります。 

 ただし、この児童相談所長の通知によりサービスを受給した場合、大人としてみ

なされるため、児童しか使えない「児童デイサービス」は利用できなくなります。 
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施設入所支援 

サービス内容 

施設入所する方に、夜間及び休日における入浴、排せつ及び

食事等の介護、生活等に関する相談及び助言その他必要な日

常生活の支援を行います。 

次のいずれかに該当する方 

ア 昼間、生活介護事業を利用する場合 

障害程度区分４以上の方（ただし、満 50 歳以上の方は区

分 

３以上） 

イ 昼間、自立訓練（機能訓練・生活訓練）又は就労移行支

援事業（養成施設を含む）を利用する方 

 

 

 

対象者 

 

 

 

（障害種別） 身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 昼間、利用されるサービスの支給決定期間と同じ 

標準利用期間 

ア 昼間、生活介護事業を利用する場合 

⇒制限なし 

イ 昼間、自立訓練（機能訓練・生活訓練）又は就労移行支

援事業（養成施設を含む）を利用する場合 

⇒当該事業の標準利用期間と同じ 

 
 
共同生活介護（ケアホーム） 

サービス内容 

夜間及び休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ及び食

事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事、生活等に関する

相談及び助言、就労先その他関係機関との連絡その他必要な

日常生活の支援を行います。 

障害程度区分２以上の知的に障がいのある方又は精神に障が

いのある方 対象者 

身体 × 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 
３年以内（ただし、施設又は医療機関の敷地内にある地域移

行型ホームの場合は２年以内） 

標準利用期間 
制限なし（ただし、施設又は医療機関の敷地内にある地域移

行型ホームの場合は２年以内） 
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自立支援給付（訓練等給付） 

自立訓練（機能訓練） 

サービス内容 

地域において自立した日常生活又は社会生活ができるよう、

一定期間、身体機能や生活能力の維持向上等のために、理学

療法、作業療法その他必要なリハビリテーション、生活等に

関する相談及び助言その他必要な支援を行います。 

施設や病院を退所（院）又は盲・ろう・養護学校を卒業され

た身体機能の維持・回復等の支援が必要な身体に障がいのあ

る方 
対象者 

身体 ○ 知的 × 精神 × 児童 × 

支給決定期間 

初回は 30 日～60 日程度の暫定支給決定を行い、この間に事業

者が作成した個別支援計画に基づき、暫定決定期間を含めた

１年以内の期間で本決定いたします。 

引き続き、サービスが必要な場合、６か月以内の期間で支給

決定をいたします。 

標準利用期間 

１年６か月 

ただし、上記標準利用期間の１年６か月を超えてサービスが

必要であると審査会で認められた場合、更に１年以内の期間

で更新が可能 
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自立訓練（生活訓練） 

サービス内容 

地域において自立した日常生活又は社会生活ができるよう、

一定期間、生活能力の維持向上等のために、入浴、排せつ及

び食事等に関する必要な訓練、生活等に関する相談及び助言

その他の必要な支援を行います。 

施設や病院を退所（院）、養護学校を卒業、又は継続した通院

により障がいの状態が安定された方等で、生活能力の維持向

上等の支援が必要な知的に障がいのある方又は精神に障がい

のある方 

対象者 

身体 × 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 

初回は 30 日～60 日程度の暫定支給決定を行い、この間に事

業者が作成した個別支援計画に基づき、暫定決定期間を含め

た１年以内の期間で本決定いたします。 
引き続き、サービスが必要な場合、１年以内の期間で支給決

定をいたします。 

標準利用期間 

２年（概ね１年以上の長期間、施設や病院に入所（院）して

いた方は３年） 
ただし、上記標準利用期間を超えてサービスが必要であると

審査会で認められた場合、更に１年以内の期間で更新が可能 

 

 

宿泊型自立訓練 

サービス内容 

地域において自立した日常生活又は社会生活ができるよう、

一定期間、生活能力等の維持向上のために、居室その他の設

備を提供し、家事等の日常生活能力を向上するための支援、

生活等に関する相談及び助言その他の必要な支援を行いま

す。 

日中、一般就労や外部の障害福祉サービスを利用している方

で、地域生活に向けて一定期間、居住の場を提供して帰宅後

における生活能力等の維持向上のための訓練その他の支援が

必要な知的に障がいのある方又は精神に障がいのある方 
対象者 

身体 × 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 

３か月以内 

引き続き、サービスが必要な場合、事業者が作成した個別支

援計画に基づき、３か月以内の期間で支給決定をいたします。 

標準利用期間 

１年 

ただし、上記標準利用期間を超えてサービスが必要であると

審査会で認められた場合、更に３か月以内の期間で更新が可

能 
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就労移行支援（養成施設以外） 

サービス内容 

生産活動、職場体験その他の活動の機会の提供、その他就労

に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職活動

に関する支援、適性に応じた職場の開拓、就職後における職

場への定着のために必要な相談その他の支援を行います。 

就労を希望する方で、就労に必要な知識及び技術の習得若し

くは就労先の紹介その他の支援が必要な満 65 歳未満の方 対象者 

身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 

初回は 30 日～60 日程度の暫定支給決定を行い、この間に事

業者が作成した個別支援計画に基づき、暫定決定期間を含め

た１年以内の期間で本決定いたします。 
引き続き、サービスが必要な場合、１年以内の期間で支給決

定をいたします。 

標準利用期間 

２年 
ただし、上記標準利用期間を超えてサービスが必要であると

審査会で認められた場合、更に１年以内の期間で更新が可能 
 

就労移行支援（養成施設） 

サービス内容 

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師に係る知識や技

術の習得、求職活動に関する支援、適性に応じた職場の開拓、

就職後における職場への定着のために必要な相談その他の支

援を行います。 

あん摩マッサージ指圧師免許、はり師免許又はきゅう師免許

を習得することにより就労を希望する満 65 歳未満の方 

※視覚障がいの方を対象とする施設のため、視覚障がい者に

実質限られている。 

対象者 

身体 ○ 知的 × 精神 × 児童 × 

支給決定期間 

初回は 30 日～60 日程度の暫定支給決定を行い、この間に事業

者が作成した個別支援計画に基づき、暫定決定期間を含めた

１年以内の期間で本決定いたします。 

引き続き、サービスが必要な場合、１年以内の期間で支給決

定をいたします。 

標準利用期間 

専修課程は３年、高等課程は５年 

ただし、上記標準利用期間を超えてサービスが必要であると

審査会で認められた場合、更に１年以内の期間で更新が可能 

 
 
 



就労継続支援（Ａ型） 

サービス内容 雇用契約等に基づく就労の機会を提供するとともに、生産活

動その他の活動の機会の提供、その他就労に必要な知識及び

能力の向上のために必要な訓練その他必要な支援を行いま

す。 

次のいずれかに該当する満 65 歳未満（利用開始時）の方 

ア 就労移行支援事業（養成施設を含む。）を利用したが企業

等の雇用に結びつかなかった方 

イ 盲・ろう・養護学校を卒業された方で、求職活動を行っ

たが企業等の雇用に結びつかなかった方 

ウ 企業等を離職した方などの就労経験のある方で、現に雇

用関係がない方 

対象者 

身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 初回は 30 日～60 日程度の暫定支給決定を行い、この間に事業

者が作成した個別支援計画に基づき、暫定決定期間を含めた

３年以内の期間で本決定いたします。 

引き続き、サービスが必要な場合、３年以内の期間で支給決

定をいたします。 

標準利用期間 制限なし 

ただし、支給決定の更新にあたっては、利用実績、サービス

管理責任者による評価等を踏まえ、更新の要否を決定いたし

ます。 

 

 
支給決定期間と標準利用期間 

 サービスを使っている間に利用者の状態が変わることが予想されるので、それに

対応するため、一定期間が来ると利用者の状態を再確認してサービスの提供が適切

か判断するため、支給決定期間が定められています。 

 支給決定期間が終わると必要に応じ更新申請をすることになります。 

 

 

 

 

 
 

 
 標準利用期間は、そのサービスの目的を達成するために必要とされる期間を想定

しています。このため、標準利用期間を超えてサービスを利用するということは通

常考えらえていません。 

 

 

 
 標準利用期間が「制限なし」のものは何回でも更新が可能となりますが、標準利

用期間が定まっているものは、その期間を超えて利用する場合には審査会の意見が

必要になり、その場合も更新を複数回繰り返すことはできません。 
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就労継続支援（Ｂ型） 

サービス内容 

生産活動その他の活動の機会の提供、その他就労に必要な知

識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の支援を行い

ます。 

次のいずれかに該当する方 
ア 就労経験（就労継続支援事業（Ａ型）を含む。）がある方

で、年齢や体力の面で一般企業に雇用されることが困難な

方 
イ 就労移行支援事業（養成施設を含む。）を利用した結果、

当該事業の利用が適当であると判断された方 
ウ 満 50 歳以上の方 
エ 障害基礎年金１級を受給されている方 

対象者 

身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 １年（満 50 歳以上の方は３年）以内 

標準利用期間 

制限なし 

ただし、支給決定の更新にあたっては、利用実績、サービス

管理責任者による評価等を踏まえ、更新の要否を決定いたし

ます。 

 
共同生活援助（グループホーム） 

サービス内容 
夜間及び休日、共同生活を行う住居で、相談その他日常生活

の支援を行います。 

障害程度区分１以下の方で、地域で共同生活を営むのに支障

のない知的に障がいのある方又は精神に障がいのある方 
（ただし、障害程度区分２以上の方も希望により利用は可能） 対象者 

身体 ○ 知的 ○ 精神 ○ 児童 × 

支給決定期間 
３年以内（ただし、施設又は医療機関の敷地内にある地域移

行型ホームの場合は２年以内） 

標準利用期間 
制限なし（ただし、施設又は医療機関の敷地内にある地域移

行型ホームの場合は２年以内） 
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満
まん

歳
さい

年
ねん

月
がつ

Ａ ・ Ｂ　障
しょう

 害
がい

 程
てい

 度
ど

・

住
じゅう

 所
し ょ

連絡先
れんらくさき

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

有
あり

・ 無
なし

・ 2級
きゅう

　障
しょう

 害
がい

 程
てい

 度
ど精神

せいしん

障害
しょうがい

者
し ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう 有

あり
・ 無

なし

住
じゅう

 居
き ょ

住宅改修 　一戸
い っ こ

建
だ

て　　アパート　　マンション　　公営
こうえい

住宅
じゅうたく

　　その他
た

　持
も

ち家
いえ

　・　賃貸
ちんたい

　エレベーター（ 有
あり

　・　無
なし

 ） 　布団
ふ と ん

 ・ ベッド（ 電動
でんどう

 ・ 固定
こ て い

 ）

障
しょう

害
がい

程度
て い ど

区分
く ぶ ん

新法
しんぽう

区分
く ぶ ん

家事
か じ

援助
えんじょ

身体
しんたい

介護
か い ご

旧法
きゅうほう

区分
く ぶ ん

受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

番号
ばんごう

健康
けんこう

保険
ほ け ん

病
びょう

 歴
れき

入院
にゅういん

歴
れき

入所
にゅうしょ

歴
れき

期
き

　間
かん

主治医
し ゅ じ い

記載
き さ い

年月日
ね ん が っ ぴ

病名
びょうめい

・理由
り ゆ う

医療
いりょう

機関
き か ん

名
めい

・施設
し せ つ

名
めい

　負担
ふ た ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

・ 3級
きゅう

Ｂ－

支給
しき ゅ う

市町村
しちょうそん

名
めい

上限
じょうげん

管理
か ん り

の有無
う む

管理
か ん り

事業所
じぎょうしょ

その他
た

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

移動
い ど う

支援
し え ん支

給

し
き
ゅ
う

内
容

な
い
よ
う

： 1級
きゅう

収
しゅう

 入
にゅう

/１ヶ月
げつ

約
やく

診療科
しんりょうか

受診
じゅしん

頻度
ひ ん ど

服
薬

ふ
く
や
く

内
容

な
い
よ
う

か
か
り
つ
け
医い

健
康

け
ん
こ
う

管
理

か

ん

り

か
か
り
つ
け
医

病
びょう

 名
めい

診療科
しんりょうか

主治医
し ゅ じ い

病名
びょうめい

女
おんな

男
おとこ

受診
じゅしん

方法
ほうほう

受診
じゅしん

方法
ほうほう

受診
じゅしん

頻度
ひ ん ど

1



いままでの趣味
し ゅ み

： 現在
げんざい

の趣味
し ゅ み

：

たばこ： 吸
す

う （ 本
ほん

/日
にち

） ・　吸
す

わない

（ 本
ほん

/日
にち

） ・　飲
の

まない

その他
た

の嗜好品
し こ う ひ ん

　方法
ほうほう

手段
しゅだん

□ 会話
か い わ

□ 筆談
ひつだん

□ 文字盤
も じ ば ん

□ トーキングエイドなどの機器
き き

具体的
ぐたいてき

な支援の内容
しえん ないよう

お酒
さけ

： 飲
の

む

生活
せいかつ

歴
れき

職
しょく

 歴
れき

など

趣
し ゅ

 味
み

特
と く

 技
ぎ

わたしが取
と

り組
く

んでいること

嗜好
し こ う

コミュニケーション

その他
た

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の注意点
ちゅういてん

等
とう

2



歯磨
は み が

き

洗面
せんめん

整髪
せいはつ

爪切
つ め き

り

洗
濯

せ
ん
た
く

移
動

い

ど

う

外
出

が
い
し
ゅ
つ

服
薬

ふ
く
や
く

管
理

か

ん

り

排泄
はいせつ

整容
せいよう

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

状況
じょうきょう

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

状況
じょうきょう

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

状況
じょうきょう

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

状況
じょうきょう

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

着脱
ちゃくだつ

具
体
的

ぐ

た

い

て

き

な

支
援

し

え

ん

内
容

な
い
よ
う

状況
じょうきょう

状況
じょうきょう

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ

電
話

で

ん

わ

買か

い
物も

の

食
事

し
ょ
く
じ

の

支
度

し

た

く

Ａ
Ｄ
Ｌ

入浴
にゅうよく

食事
し ょ く じ

移動
い ど う

移乗
いじょう

家
事

か

じ

火 水

金
銭

き
ん
せ
ん

管
理

か

ん

り

木 金 土

6:00生
活

せ
い
か
つ

状じ
ょ

時間
じ か ん

日 月

12:00

3



わたしとつながりのある人
ひと

たち

事業
じぎょう

所
し ょ

名
めい

事業
じぎょう

所
し ょ

名
めい

住所
じゅうしょ

住所
じゅうしょ

電話
で ん わ

番号
ばんごう

電話
で ん わ

番号
ばんごう

担当者
たんとうしゃ

名
めい

担当者
たんとうしゃ

名
めい

0:00

家
族

か

ぞ

く

関
係

か
ん
け
い

年間
ねんかん

週間
しゅうかん

続柄
ぞくがら

月間
げっかん

状
況

ょ
う
き
ょ
う

18:00

続柄
ぞくがら

職場
し ょ くば

緊
急

き
ん
き
ゅ
う

連
絡
先

れ
ん
ら
く
さ
き

①

氏名
し め い

＊必
かなら

ず連絡
れんらく

の取
と

れる連絡先
れんらくさき

年齢
ねんれい

住所
じゅうしょ

自宅
じ た く

携帯
けいたい

携帯
けいたい

自宅
じ た く

住所
じゅうしょ

氏名
し め い

緊
急

き
ん
き
ゅ
う

連
絡
先

れ
ん
ら
く
さ
き

②
職場
し ょ くば

＊必
かなら

ず連絡
れんらく

の取
と

れる連絡先
れんらくさき

年齢
ねんれい

特
記

と

っ
き

事
項

じ

こ

う

連
絡

れ
ん
ら
く

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

連
絡

れ
ん
ら
く

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

4



ＡＤＬ（ＦＩＭ）総合評価表 

 
 評価日 年 月 日  評価者： 

 

 
氏 名  性別  年齢  診断名 

 

 
その他       

 
 

（セルフケア）   点数   介護度     （特記事項） 

食事    

整容    

清拭    

更衣・上衣    

更衣・下衣    

トイレ動作    

 

（排泄コントロール） 

 
排尿管理   

 

 
排泄管理   

 
 

（移乗） 

ベッド～ 
   

椅子・車椅子 

トイレ   
 

 

 
浴槽・シャワー   

 
 

（移動） 

 
歩行・車椅子   

 

 
階段   

 
 

（コミュニケーション） 

 
理解   

 

 
表出   

 
 

（社会的認知） 

 
社会的交流   

 

 
問題解決   

 

 
記憶   

 
 

合計    

 
※ １：全介助  ２：最大介助  ３：中等度介助  ４：最小介助  ５：監視  ６：修正自立  ７：完全自立 



フェースシート 

作成年月日 平成  年 月 日 作成者    

本人氏名   男 ・ 女 昭和・平成 年 月 日 歳

住所 〒     ℡   

         

本人との続柄 生年月日  住所・ 連絡先・ 備考  

        

        

家
族
状
況 

        

既  往  症： なし ・ あり （病名                    ） 

身 体 障 害： なし ・ あり （ 視覚 ・ 聴覚 ・ 肢体 ・ 内部 ・ 他 ） 

上記の状況 ： 

てんかん発作： あり ・ なし （回数   ／ 日 ・ 月 ・ 年 ） 服薬    回／日 

行 動 障 害： なし ・ あり 状況： 

通  院  先： 

心身の 

状況 

その他の状況 

 

学歴 年 月      

 年 月      

職歴 年 月      

本
人
の
状
況 

 年 月      

種類  等級 交付・開始年月  交付機関  

手帳  

 

  
年 月

   

□障害基礎年金   級     

□健康保険   □国保 □社保 保険者名等  

年

金

等 

□障害者医療証   交付自治体  番号  

給付の種類 障害程度区分 支給決定市町村  支給期間  

   

 

 

平成    年    月    日 

～平成    年    月    日

利用サービス  事業所名  期間 利用内容ほか 

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況 

 

 

 

       

  減免後の負担額 特記事項     

減
免 

  円  

 

 

    

 



生活支援計画書 

利用者氏名： 

 支援目標   支援内容    

背景要因 

生活全般の解決

すべき課題 

（ニーズ） 

長期目標 

（期間） 

短期目標 

（期間） 
援助内容 担当職歴 いつ どこで 

期間 

（月日等） 
評価 

          

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

ニーズ： アセスメント対応者が「利用者の現状」を把握する中で、また、「利用者の希望や思い」を聴取する中で、利用者の心理・身体・環境の３側面とその相互作用

に留意しながら「気になること」「気づいたこと」「利用者の可能性」を把握し、解決すべき問題点、利用者の課題、支援者の課題を利用者の立場で、利用者に

わかりやすい言葉で表現する。 



モニタリング記録表 

作成日  平成    年    月    日 

利用者氏名：                                                                 担当者（作成者）氏名 

計画内容 実行状況 本人の意見・要望 ニーズ充足度 今後の対応 表

示

順 内   容 内   容 内   容 内   容 内   容 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

 

総

括 

 

 



社会適応訓練評価表 

氏名           

補助用具：           

実施場所 １回目   ２回目   ３回目    

           

   １回目（   年    月    日） ２回目（   年    月    日） 

項目   安定 見守り 介助 不可 安定 見守り 介助 不可 

車の乗降           

屋外移動           

スロープ           

エスカレーター         

段差           

           

耐久性           

コミュニケーション         

心理面           

総合評価 １回目          

 

 

 

 

          

総合評価 ２回目          

 

 

 

 

          

 



個別の教育支援計画 

策定手順、担当者・機関 

 

 

 

 

【気付き・計画の策定の開始】 

■ 特別な教育的支援が必要と判断される場合、本人・保護者の同意のもとに、関係機関と連携して、計画の策定

について、校内において検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害のある児童生徒の実態把握】   

■ 本人・保護者や関係機関とともに、情報を把握する。 

  ・ 本人の状況（障害や発達の状況等） 
  ・ 本人を取り巻く環境（家族や支援者の状況） 
  ・ 本人及び周辺の課題 
  ・ 現在及び将来の生活についての希望 
  ・ 援助資源の整理 
  ・ 支援マップ 等 

◇ 学校においては、学級担任やコーディネーター等が行う。 

◇ 引継ぎ資料（就学前の個別の支援計画等）がある場合は、それを活用する。 

 

 

 

 

 

 

【支援の目標、内容及び担当機関等の明確化】 

■ 支援の目標を設定し、必要とされる支援について、教育、医療、保健、福祉、労働、家庭等の各支援者（機関）

の役割と支援内容の調整を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

【支援の実施】 

■ 計画に基づき、支援を行う。 

◇ 保護者や関係機関と連携して、学級担任が中心となって、コーディネーター等の助言を得て、支援を行う。 

◇ 学校での具体的な指導及び支援については、計画に基づいて作成された個別の指導計画等により行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

■ 支援の目標に基づき、支援の成果について評価を行う。 

◇ 本人・保護者や関係機関とともに、学級担任が中心となって、コーディネーター等の助言を得て、評価を行う。

◇ 関係機関等の役割に応じて、評価の内容、時期、評価者を明確にしておく。 

◇ 評価の時期については、個々の課題や目標等によって異なるので、個別に設定する。 

◇ 「計画－実施－評価」のマネジメントサイクルにおいて、随時評価を行う。 

☆学校内の手続については、「学級担任による検討→コーディネーターによる助言→校内での検討→決定」を基本

とする。 



３ 様式 
（様式１） 

フェイスシート 
                                           （作成日：平成  年  月  日  学
年：     ） 

 

 

 ふりがな 性 別  生年月日        年   月   日生 

 氏 名   電話番号 

 住 所  〒 

 入所施設    無 ・ 有 

 主 障 害   他の障害  

 診 断 名   療育手帳         （  .  .  交付）

 

 身障手帳              （  .  .  交付） 精神障害者 
保健福祉手帳 

        （  .  .  交付）

 氏 名  緊急連絡先   

 住 所 〒 

家 族 構 成 図 氏 名 生年・学年 続 柄

   

 

 

 
 



   

   

   

   

   

  

   

 学校名 担当教諭  

電話番号 TEL 
FAX 

 

 

 住 所 〒 

寄宿舎入舎       有    ・  無 
 



 

 胎 
 生 
 期 

 妊娠中の母親の健康状態 ：良・他 
 妊娠中の病気等     ：無・有（病名          ） 
 薬の服用状況      ：無・有 

 ・ 妊娠期に気になったこと 

 妊娠期間    出生体重  

 分娩   普通・逆子・鉗子・吸引・帝王切開・他 

 様子   普通・衰弱・仮死・双子・臍帯てん絡・他 

 泣き方    良好 ・ 他  (
アプガースコアー

ＡＰＳ      ) 

 
 出 
 
 
 生 
 
 
 期 

 黄疸   普通・軽・重  保育器使用  無・有(  日)

 ・ 医師の診断や出産時に気になったこと 

 
 乳 
 幼 
 児 
 期 

 首の座り （ 歳  月）     はいはい  （ 歳  月） 
 一人歩き （ 歳  月）       人見知り   （ 歳  月） 
 指差し  （ 歳  月）      片言を言う （ 歳  月） 
 おしっこやうんちを予告する  （ 歳  月） 
 一人でおしっこ（ 歳  月）・うんち（ 歳  月） 
 トレーナーなどの簡単な服を一人で着替える（ 歳  月） 

 ・ 乳児期、幼児期に気になったこと 

 
 

 

 幼児期  

 小学校  

 中学校  

 高 校  

 ・ 備考（就学の場の変更等） 

 
 

 

  



  

 
 

 

 

 

 

 得意なこと、 
 好きなこと、 
 興味・関心の 
 強いこと 

  

 苦手なこと、 
 嫌いなこと、 
 さけなければ 
 ならないこと 

 



   
 
 
 
 
 
 
 
 

 身辺処理 ・ 衣服の着脱、食事、排せつ等の状況 

 健康の保持 ・ 日常生活における、健康の自己管理の状況 

 心理的な安定 ・ 社会参加に際しての、心理面や対人関係の状況 

 環境の把握 ・ 的確に判断し行動するための、感覚を活用した環境の把握の状況 

 

 身体の動き ・ 日常生活や作業に必要な、基本動作の習得の状況 



   

 ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ ・ 場や相手に応じた、コミュニケーションの状況 

 

 

  

 
 本 人 
 
 



  

  【凡例】 
 
                 ：支援や連携の方向性を表す。 
 
         ：支援や連携の強さを線の太さで表す 

 【補足】 

 
（様式２） 

週間生活スケジュール 

                                                                氏名（          ） 
 



 時間 ＼曜日      月      火      水      木      金      土      日 

   :        

        

  6:00        

        

  8:00        

        

  10:00        

        

  12:00        

        

  14:00        

        

  16:00        

        

  18:00        

        

  20:00        

        

 

  22:00        



        
        

  24:00        

        

 

    :        
  

 
 週・月・年単位など

 定期的なスケジュール

 

  

 
    そ の 他 

 

 
（様式３） 

個別の教育支援計画 
 

 氏 名   性別   学校名  

 作成者   作成日    平成    年    月  日（  .  .  修正）

 
 

 

  現 在 の 希 望  将 来 の 希 望  

   



    

   

 
 

 

  



  

 

 

   課       題  支援の目標（長期） 



   

    

  評                    価 



  

 

 

 支援の目標（短期）  支 援 内 容  支援機関・連絡先  評価時期  評  価  

     



      



      

 

 

 項 目（会議等）  連携機関（担当者）

 期   日  コーディネーター

 
 内    容 

 
 備  考 

 

    



     

 



（様式４） 

相談・支援の記録 

                                                                 氏名（  ◯ ◯  ◯ ◯  ） 

項    目 

相談・支援機関等 

 
時期・期間 

 
内 容 ・ 結 果 

 
担 当 

 

    



     

 
＊ 相談・支援機関等：相談、治療、訓練、診断、生活支援等の機関などの活用歴 



 
 



 

相 談 者 台 帳 

 

                                                    受付No.   

                                                    受付者    

 

 ＜受付日＞ 

  平成   年   月  日 

 ＜相談経路＞  

  

  ふりがな 

 ＜氏 名＞  

         

＜家族構成など＞ 

  

 ＜生年月日＞平成   年   月   日 （    歳）        （ 男 ・ 女 ） 

 ＜住所＞  

 

  ＜℡＞                    ＜携帯電話＞  

 ＜障害名＞  知的障害                ＜障害の程度＞ 

                                

 手 帳  （無 ・ 有  療育手帳B判定    ） 

                             

 手 帳  （無 ・ 有                   ） 

 ＜年金＞ （受給 ・ 未受給 ・ 申請中） 

        （１級 ・ ２級） 

 ＜職業安定所登録＞  

 （ 障害者 ・ 一般 ・ 無し ） 

＜生活保護 ・ 雇用保険 ・ 労災年金 などの受給＞ 

 

 ＜現在までの経過＞ 

   

 

 ＜サポートプラン＞  （ 就労前準備 ・ 雇用後支援 ・ 他機関紹介 ・ その他 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

氏名        

 

 

 ＜学歴＞  

   卒業 ・ 卒業見込み（   年   月 ） 

 ＜利用できる交通機関＞ 

  

 職歴    期 間    事業所名    仕事内容        退職理由 

 実習①    ①  

職場での様子… 

 実習②     ②  

職場での様子… 

 実習③     ③  

職場での様子… 

      ④ 

職場での様子… 

      ⑤ 

職場での様子… 

  日 

  中 

  活 

  動 

 ＜現在通っている作業所 ・ デイケアー ・ 病院（主治医）などの名称＞ 

 ・         （ 回数        時間帯        ） 

 ・         （ 回数        時間帯        ） 

 ・         （ 回数        時間帯        ） 

＜休 日＞ ＜勤務時間＞ 

＜給 料＞  月   ～   万位 ＜勤務場所＞ 

 ＜仕事内容＞ 

  

 

 

仕事 

に 

対す 

る 

希望 

 

 ＜就労に対しての考え方や配慮して欲しい事など＞ 

  

 

  資 

  格 

 

  

特記

事項 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域活動支
援センター
（障害）

地域活動支
援センター
（障害）

「共生型」日
中活動の場
（交流スペース等）

（新型類型）

「共生型」日
中活動の場
（交流スペース等）

（新型類型）

「共生型」
住まいの場
（新型類型）

「共生型」
住まいの場
（新型類型）

障害
グループ
ホーム

障害
グループ
ホーム

日中活動の場 住まいの場

地域介護・福祉空間整備等交付金
（国１０／１０＝道・市町村負担なし）

「共生型」の地域づくり（高齢者も障害者も「共に」）

市町村市町村

自立支援協議会

通える距離

地域包括支援センター連携

デイサービ
ス・小規模
多機能
（高齢）

デイサービ
ス・小規模
多機能
（高齢）

高齢
グループ
ホーム

高齢
グループ
ホーム



「共生型」施設のメリット　①

■北海道の地域特性＝過疎・「広域分散型」
→　障害者単独で事業を実施する場合・・・
→　事業として成立する数の障害者を集めるためには、広域展
開が避けられない。

■北海道の地域特性＝過疎・「広域分散型」
→　障害者単独で事業を実施する場合・・・
→　事業として成立する数の障害者を集めるためには、広域展
開が避けられない。

■身近な地域で事業を実施するためには、
→高齢者、障害者、子どもの「共生」型施設とすることが必要！

■身近な地域で事業を実施するためには、
→高齢者、障害者、子どもの「共生」型施設とすることが必要！

高齢者・障害者の「地域生活」推進の支障

・広域展開となれば、必然的に、長距離の移動を伴う
・一方、地域の移動手段は限定的
・特に北海道の地域特性として、厳冬期の移動は極めて困難

・広域展開となれば、必然的に、長距離の移動を伴う
・一方、地域の移動手段は限定的
・特に北海道の地域特性として、厳冬期の移動は極めて困難



「共生型」施設のメリット②　

■元気な高齢者が「介護する側」として活躍
　→　介護予防効果・生きがい

■地域コミュニティー再生
　・身近な地域において、多様な者の「交流の場」とすることに
　よる地域コミュニティーの再生

■障害者と高齢者の交流による効果
　→　処遇上の効果（富山等の実践事例検討）

■地域包括支援センターと自立支援協議会の連携
　→　相談支援体制の重層化

■障害者に対する「住民」の関心を高める

■元気な高齢者が「介護する側」として活躍
　→　介護予防効果・生きがい

■地域コミュニティー再生
　・身近な地域において、多様な者の「交流の場」とすることに
　よる地域コミュニティーの再生

■障害者と高齢者の交流による効果
　→　処遇上の効果（富山等の実践事例検討）

■地域包括支援センターと自立支援協議会の連携
　→　相談支援体制の重層化

■障害者に対する「住民」の関心を高める



共生型基盤整備事業の提案例（５－１）

提案事業 事業概要

当別町共生型地域オープ
ンサロン事業整備計画

高齢者、障がい者、児童、大学生を中心に、あらゆる地域住民が利用できる共
生型施設を街なかに整備し、下記の５事業を展開する。

１．障害者自立支援法に基づく日中一時支援事業による障がい者就労支援の拠点

２．地域の子どもたちの放課後のたまり場・遊び場としての役割

３．地域商店街活性化及び観光推進の拠点

４．高齢者ボランティア、学生ボランティアの活動拠点

５．オープンスペース設置により地域住民が集うサロン

当別町共生型地域福祉ター
ミナル構築事業計画

障がい者、高齢者、児童の共通の援助者としての地域全体の支援力を促進する

場を創出するため、下記の５事業を展開する。

１．総合的ボランティアセンターの設置

２．ボランティア支援事業と地域活性化事業の融合事業拠点として

３．オープンスペースの提供による「当別町共生型地域オープンサロン事業整
　　備計画」と連動した、障がい・世代を超えた交流空間の創設

４．福祉教育推進拠点として

５．地域福祉ターミナルのシステム構築の拠点として

余市町地域で支え合う・
循環型地域福祉づくり事
業

障がい者の日中活動と就労支援、高齢者サロン、子どもの自然な集い、障がい
判定のない要支援者等の社会参加の場を地域住民の参画を促し、相互の人と支
援（支えあい）の循環ができる共生型施設の整備を行う。障がい者の活動を元
気な高齢者や地域住民がサポートし、障がい者と高齢者等が共に支え合う等、
地域の支え合いを興すことも狙いとする。



共生型基盤整備事業の提案例（５－２）

提案事業 事業概要

北見市共生型グループホー
ムを通じた地域交流サポー
ト事業

　整備内容

①高齢者や障がい者が共に助け合いながら自由に住む共生型グループホームの
　整備（２階部分）

②障がい者の雇用を確保するとともに高齢者との共生による授産事業（パンの
　製造・宅配）施設（１階部分）

③地域の高齢者、障がい児・者等が集い、触れ合うことができる地域交流ス
　ペースの整備（１階増築部分）

　　※下宿用の既存建物を改修、地域交流スペースは増築

網走市共生型事業実施計
画

　障がい者、高齢者、健常者などが共に暮らす住居を整備することで、親亡き

後の問題、終の棲家の問題を解決に取り組む。また、交流スペースを設置する

ことで、高齢者、障がい者が子どもを含めた地域住民と「役割を持ちながら触
れ合う」ことが可能となる。また、運営主体のＮＰＯ法人と市内の社会福祉法
人等とが連携することで、多様な福祉サービスを受けながら「尊厳ある暮らし」
を最後まで送り続けることが可能となる。

鹿追町共生型生き活き広
場整備計画

・ 「老人福祉センター」改修

・ 隣接地にNPO法人が運営する地域活動支援センターに通所する障がい者と高
　 齢者・ボランティアの交流を深め障がい者の就労意欲の助長を図る。

・ 高齢者が子育ての経験を生かしてアドバイザーとなる。

・ 高齢者の生きがい対策として紡毛教室を開催。若い母親にも伝承する。

・ 高齢者と子どものかかわりの中で昔遊びを伝承。

・ 高校生や一般ボランティアによる「ふれあいサロン」を定期的に開設。



共生型基盤整備事業の提案例（５－３）

提案事業 事業概要

浜中町障がいと高齢の協
働・共生事業実施計画

・老人福祉・母子健康センターの空き部屋等を利用して、障害者・高齢者・子

　どもが自由に利用できる「サロン」を作る。

・「サロン」の一角に相談室を設け、町・社会福祉協議会・地域活動支援セン

　ターが福祉のあらゆる相談に対応。

・「サロン」で行事や研修会を開き、高齢者・障がい者・子どもが参加・交流
　
　する場を提供。

標茶町障がいと高齢の協
働・共生事業実施計画

・施設内のバリアフリー化を図り、すべての障がい者の方に対応出来る地域活
　動センターにする。

・高齢者の方に活動の場を提供し、触れ合う場を設ける事により互いが相互の

　必要性を感じ共生していく場作りを確保する。（月に1回程度、高齢者が昔

　の遊び等を障がい者と一緒に行い相互の交流を図る。）

月形町共生型地域交流セ
ンター整備計画

・地域住民や各種サークル、団体等が利活用でし、かつ、高齢者及び障がい者
　

　が共生して集える講堂、会議室及びふれあい広場（高齢者の経験を活かした

　おもちゃ作り交流、ダンスサークルとの交流、世代を超えたカラオケ交流、

　映画鑑賞、ふれあい昼食会、餅つき交流、ゲーム交流等）

・放課後の生活の場としての学童保育・児童保育

・高齢者や障がい者が交流の場として集える高齢者サロン（手芸、工作等）

・社会福祉法で定められた社会福祉協議会



共生型基盤整備事業の提案例（５－４）

提案事業 事業概要

比布町高齢者と障害者が
共に集うコミュニティ構
想

・高齢者の日中活動の場「のどかくらぶ」

・障害者の就労の場としての店舗（手打ちそば屋）

・障害者グループホーム

上富良野町整備計画 ・障がい（児）者、高齢者、児童等がふれあいながら、共に活動できるオー
プ

　ンスペースの整備

新ひだか町多機能共生型
地域生活支援施設整備計
画

・元気高齢者のボランティア活動拠点（障がい者への就労指導や介護、児童
の

　レスパイトケア)

・高齢者や障がい者が自由に利用することのできるサロンカフェの設置

・高齢者・障がい者・児童が交流できる空間整備

・障がい者の日中活動（高齢者との共生型日中活動）と居住支援

・子ども達の放課後の居場所づくり（隣接する児童館や発達センターとの

　連携）

《仮称》しののめ交流館
改修計画（安平町）

　地域活動支援センター、地域包括支援センター、福祉関連職員が連携を密
にし、各種相談窓口を設置し、障害者、高齢者、子どもなど年齢や障害の程
度にとらわれず、スポーツ活動、芸能活動、各種団体による自主的活動等を
通じ健康増進に寄与し、地域住民がふれあう施設の整備を行う。



共生型基盤整備事業の提案例（５－５）

提案事業 事業概要

足寄町共生型自立支援ハ
ウス整備計画

・自宅での生活の継続が困難な高齢者、地域生活移行を目指す障がい者の共同

　生活住宅（定員：10人）の新設

・食事の提供や日常生活の必要な支援を行うが、自分でできることは自分で行

　う自立支援型の生活支援

・介護保険や障がい者サービスが必要な方は、外部からのサービスを利用する

　（ケアの外付け）。

・認知症デイと合築、利用者の交流を図るとともに地域に開かれたコミュニ

　ティ拠点とする。

美深町ふれあい居住空間
整備構想

・高齢者と障害者の共生型住居を新設する。

・夜間支援並びに相談支援を行う個室を1室設ける。

・障害者と高齢者、ボランティア、福祉系大学等の実習生、美深高等養護学校

　在校生等が「交流、学習、体験」できる空間を整備する。



グループホーム建設のプロセス
　　　　　　　　　～月形町の取組

社会福祉法人雪の聖母園

就労支援センターオプス

　センター長　　中川博之



雪の聖母園

月形町役場

月形町建設業協会

オーナーさん

建設業者

地域生活支援センターふらわー

グループホーム完成

ＧＨ建設
計画・利
用者の意
向確認・
メンバー
選定

基
本
的
事
項
の
確
認
・
協
議

町有地の売却・
貸与

オーナー選定・
資金補助

建設業者選定

資金計画

工期設定

移行計画（本人およ
びご家族説明会、物

品準備等）

着工

Ｇ
Ｈ
の
仕
様
・
間
取
り
等
協
議

家
賃
・
契
約
内
容
等
協
議

事業所間調整

賃貸契約・
引渡し

監督・指導

ご家族見学会、
地域住民・関係
者見学説明会

個別支援計画

就労支援センターオプス

個別支援計画

就労支援

生活
支援



GH・CH建設　月形での取組みのポイント

月形町有地の売却、貸与。（事業者所有の場合もあり）

地元の建設業協会の加盟事業者の建設。（建設業協会か
ら１５０万の補助）

１５年償還。（一般マンション等は通常１０年）

オーナーと雪の聖母園との賃貸契約。（空き部屋のリス
クがない）

ＧＨ会計から賃借料一部負担。

利用者家賃負担の軽減。（２万～２万１千円）

快適な最新設備の新築住宅。

オーナーの節税対策。



オーナーの節税効果

所得税

　個人事業者としてGHに関する経費は控除される。

　　各種住宅保険料

　　除雪など委託費

　　修繕費

　　減価償却費→借入金の返済、修繕準備金

相続税

　相続税～建物に対する「市町村固定資産評価額」にて決定する。

　　　

　　　一般的な木造のGH～築２０年で建築時価格の約１割。

　　　

　　　　　　　現金・預金の１０分の１の相続税。



北海道地域生活移行システム検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１ 障がい者の地域生活への移行を推進するため、サービスを提供している施設と支給

決定を行っている市町村との支援情報の共有化等の取り組みを試行的に実施し、本道の

地域特性に応じた地域生活への移行を支援するための仕組みづくりを検討するため、北

海道地域生活移行システム検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

 

（検討内容） 

第２ 検討会議は、次の事項に係る手法等の検討を行う。 

(1) 入所施設利用者の意向確認の方法 

(2) 地域移行に向けた利用者の準備、支援手法 

(3) 関係機関との情報共有化の手法 

(4) 広域的な調整方法 

 

（構成） 

第３ 検討委員会は、委員２０名以内で構成する。 

２ 検討委員会に座長を置き、委員の互選により選出する。 

３ 座長は、必要と認められるときは、委員以外の者の出席を求めることができる。 

 

（会議） 

第４ 検討委員会は、座長が招集する。 

 

（庶務） 

第５ 検討委員会の庶務は、保健福祉部福祉局障害者保健福祉課において処理する。 

 

（その他） 

第６ この要綱に定めるもののほか、検討委員会に関する事項は、座長が別に定める。 

２ 委員は、検討委員会において知り得た個人に関する情報を他に漏らしてはならない。 

 

附則 

この要綱は、平成１９年８月２０日から施行する。 



北海道地域生活移行システム検討委員会委員名簿 
H19.8.30 現在 

 氏名 所属 職名  

1 安 田   聡 
札幌市保健福祉局保健福祉部 
障がい福祉課 

給付管理係長 
モデル地区 
（札幌市） 

2 大久保   薫 
社会福祉法人札幌この実会 
中央区サポートセンター 

所長 
モデル地区 
（札幌市） 

3 相 庭 万友美 小樽市福祉部地域福祉課 
知的障害者福祉司 
身体障害者福祉司 

モデル地区 
（小樽市） 

4 光 増 昌 久 
社会福祉法人札幌緑花会 
知的障害者更正施設松泉学院 

施設長 
モデル地区 
（小樽市） 

5 向 島 久 博 北広島市福祉課 主査 
モデル地区 
（北広島市） 

6 若 狭 聡 美 
社会福祉法人北海長正会 
北広島リハビリセンター 

地域支援課長 
モデル地区 
（北広島市） 

7 鈴 木 俊 仁 伊達市福祉部社会福祉課 障がい者福祉係長 
モデル地区 
（伊達市） 

8 青 山 恵 子 
社 会 福 祉 法 人 北 海 道 社 会 福 祉 事
業団太陽の園 

自立支援課長 
モデル地区 
（伊達市） 

9 小 谷 春 子 
NPO 札幌アシストセンター・マ
ザー 

理事 当事者会（身障） 

10 三 浦 正 春 北風の会 会長 当事者会（知的） 

11 加 藤 富 明 
社会福祉法人天寿会 
北海道ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

施設長 
北 海 道 身 体 障 害 者 福
祉施設協会 

12 中 川 博 之 
社会福祉法人雪の聖母園 
就労支援センターオプス 

センター長 
（社）北海道知的障が
い福祉協会 

13 坂 本   武 
NPO 法人栗山町手をつなぐ育成
会（ワークセンター栗の木） 

理事長 
（社）手をつなぐ育成
会 

14 岸 本 芳 朗 
社会福祉法人塩谷福祉会 

地域生活支援センターやすらぎ センター長 

精神 

（小樽市） 
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